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プロローグ

　　

　
荒野に、一人の少女が立っていた。

　

見た目の歳は十歳ほど。

真っ白なドレスに真っ白なヘッドカバー、手にも真っ白な日傘をたたんだ状態で携えている。そのいずれもが淡い紫のフリルで飾り付けられ、その姿は、まるではるか昔のおとぎ話に出てくる〝しろごす〟のようだった。可憐なドレスに包まれたビスクドールのような白皙の顔には、深い紫水晶の如き瞳が輝いている。更に、ヘッドカバーからこぼれる髪もまた、鮮やかな紫に輝きながら少女の足下まで緩いウェーブを描いていた。

　そんな少女の周りには、その瞳と髪に負けないくらい紫に輝く大きな塊がいくつも転がっている。
　それは、一点の曇りもなく透き通った紫水晶の如き大きな氷塊。そう───
　

　巨大な、人型のロボットを封じ込めた氷塊だった。

　その少女の前に、未だ氷に覆われていないロボットが一機だけ立っている。

　怯えて震えているようにも見えるロボットは、ほどなく意を決したように、あるいは追い詰められたように足を踏み出すと、十五メートに及ぶ巨体から一五〇センチにも満たない少女に向けて手に持った剣を振り下ろした。
　しかし、少女の顔には一欠片の怯えさえ浮かんでいない。

　そしてロボットの剣が少女を叩き斬ったと思った瞬間、少女の姿は剣に空を切らせロボットの鼻先に現れていた。
　驚いて動きが取れないロボットの目の前で、少女が傘を持った右手を優雅に振り上げる。

　直後、振り下ろされた傘がロボットを斬り裂いた瞬間、大きなロボットは大きな氷塊に封じ込められてしまっていた。

　最後の一機を氷に変えた少女は、ゆっくりと羽がたゆたうように地上に降り立つ。

　そしてたたまれていた日傘が優雅に花を開くと、周りの無数の氷塊はパンッと千々に砕け散り、粉雪のように一帯の荒野に降りそそいだ。
　まるで荒れ果てた荒野を潤すかのような粉雪の中で、日傘を差した少女は小さなため息と共に小さな唇を動かす。
　「全ては御心の儘に………」

　

　直後、少女の姿は消えていた。

　　　
その一　　混ぜるな危険のパーティーメンバー
　

　

　「おめでとーーー！」

　

　遥かな未来

　太陽系全ての惑星に人類が生活圏を広げた時代。

　その内の、ある人物の言によれば辺境で僻地で未開惑星で、ついでに無法地帯で地獄の底であるという海王星。

その海王星にある酒場、『錆びた鉄亭』に歓声が湧き起こった。

　貸し切られた店内のテーブルにはいくつもの料理が並び、その中心に鎮座した大きなケーキには、『セラ・ポリー　トップ５就任記念パーティー』というチョコレートの文字が大きく躍っている。

　店内にいるのは、五人の若い男女。

　しかし、その中で誰より場に合わない顔をしているのは、他でもないケーキに名前を書かれた本人である。

　「……何の騒ぎだ、これは………？」

　その本人……セラが眉をしかめながら声を出した。年の頃は二十歳前後。くせの無い艶やかな黒髪を膝まで伸ばした、硬質な美貌を持つ女だ。切れ長の目と整った柳眉が気の強い〝軍人〟といった雰囲気を感じさせる。身に着ける服も髪と同様の黒を基調としているが、もの自体はシンプルなシャツジャケットのパンツスタイルである。……しかし、シンプルだからこそ卓越したスタイルの良さが、特に体の前面、肩の下辺りのある部分が平均以上に盛り上がっているのがハッキリ判る。
　「見てわかんないか？　お前がめでたくこの星のＭＤドライバートップ５の一人になった記念のパーティーだ♪」
　セラの問いに、おそらくは騒ぎの首謀者である真っ赤な髪の男が、酒の入ったグラスを両手に持って歩いてきた。セラと同い歳か少し下くらい。髪と同様の赤い目元には鋭いものも見えるが、顔全体からはどこか幼いというか、甘えん坊っぽい印象を受けてしまう男だった。スリムなその身に纏うのは、これといった特徴のないシャツにズボンにジャケットだったが、そのいずれにもポイントで赤が入っているのが、こだわりと言えばこだわりなのかも知れない。
　「エン……」

　グラスを受け取りながら、セラが男の名を呟く。その大理石の彫刻を思わせる硬質な白い美貌が、ほのかに赤く染まっている。しかし、
「もう……実家から連絡がきて忙しい時に………」

　同時に別の女の声が聞こえた。エンと同じくセラよりは少し歳下だろうか。育ちの良さそうな、いかにも〝お嬢様〟といった雰囲気を全身から漂わせる女だった。セラと呼ばれた女が硬質な大理石なら、こちらはしっとりとした白磁の如き美貌である。しかし、大きな目をしたその美貌には、どこかいじめられっ子のような儚さが感じてられてしまう。尤も、今現在のその顔には、〝儚さ〟よりも〝不機嫌さ〟が大きく貼り付けられているのだが。
　「とは言え……まずはおめでとう、セラ。」
不機嫌さを隠そうともしない顔で〝お嬢様〟は言った。その顔を包むわずかにシャギーの掛かった金髪は、まるで黄金の滝のように後ろ髪を腰まで伸ばし、シンプルながらも上等と判るピンクのワンピースと相まって、育ちの良さを漂わせるのに大きく貢献していた。しかし、グラスに口をつけながら放たれるその視線は、育ちの良さなどどこ吹く風とばかりにエンとセラをきつく睨みつけている。ちなみに、三人とも未成年か否かの微妙な見た目なのだが、構わず酒を飲んでいた。いや、よく見れば、お嬢様だけはジュースベースのアルコール度の低いソフトドリンクを飲んでいた。
　「おお、ユーリィ。まさか、お前が私を祝ってくれるとは思わなかったぞ。」

　そんなお嬢様に向けて、セラは皮肉まじりの笑みを浮かべる。

　「……あ～ら、心外ね。大切なオトモダチの幸せを祝って上げられないほど心は狭くないつもりよ？　はい、お祝いに私の手作り料理はいかが？」
　『オトモダチ』という部分にわざと力を込めながら、こちらも皮肉まじりにお嬢様──ユーリィは、テーブルから一つの皿を手に取りセラに差し出した。

　「…何だ、これは……？」

　目元を歪めるセラ。

　差し出された皿には、小さな赤い木の実の上に、淡い緑のクリームがちょこんと乗せられたものが幾つも並べられていた。

　「何って……私の家に代々伝わる伝統料理なんだけど？」

　「むう……」

　とってもいい笑顔のユーリィに圧され、セラはおそるおそる木の実を一つ口に含む。……刹那、
　「ぐふっ……な、何だこれは……酸味と辛味が混じり合って………んぐうっ！」

　セラが咄嗟に口元を押さえ嗚咽のような声を漏らす。そのまま口の中のものを吐き出しそうになるが、男の前でそれは許されぬとグラスをあおってどうにか嚥下する。

　そんなセラに、ユーリィがとってもいい笑顔全開になる。

「いかが？　我が家に代々伝わるお酒のおつまみ、梅干しのわさび添え、その名も『ハンドナイフ』♪　お気に召して頂けたかしら？　と言っても、辛いものとか苦いものって苦手だから、私も食べた事ないんだけどね。ま、とにかくおめでとうセラ。オトモダチの幸せを心から祝って差し上げますわよ♪」

ビキッ

それは、単にセラのグラスにひびが入った音だったのか。

しかし、涙目になりながらもセラは声を絞り出す。

　「……そうか。祝ってくれるのか。ならば……いずれ私とエンが婚礼を挙げる時にも快く祝ってくれるのだな。」

　こちらも、とってもいい笑顔全開でセラが言った。

　ビキッ

　それは、単にユーリィのグラスにひびが入った音だったのか。

　気がつけば、二人の女は今にも砕けそうなほどにグラスを握り締め、口元だけの笑顔で視線に火花を散らし合っている。しかし―――
　「はい、エンさま、」
　「遠慮なさらずに、」

　「「あーんしてください☆」」

　火花の原因と思われる男は、十代半ばと思われる二人のウェイトレスにピッタリ両脇から寄り添われ料理を口に運ばれようとしていた。……が、一応彼の名誉の為に断っておくと、彼はどこか戸惑ったような顔で二人から離れようとしている。
　「「何やってるっ！？」」
　だが、黒髪の女と金髪の女はそんなウェイトレスコンビの様子を見咎めて、眉を吊り上げながらウェイトレス達に劣らぬ見事なハーモニーを奏でた。

　「なにといわれましても、」

　「ごらんのとおり、」

　「「ご主人さまのお世話です☆」」

　片や西洋系の顔に真珠色の髪、片や東洋系の顔に鴉羽色の髪をそれぞれ右と左のサイドポニーに結んだ二人のウェイトレスが答えた。その身を包むのは、各所に綿毛のような丸い飾りを付けた黒のフリルドレスに白のエプロン。更に、膝まで伸びたサイドポニーの付いた頭を、これまたフリルのヘッドドレスで飾り付けている。ウェイトレスというよりは、はるか昔のおとぎ話に出てくる〝めいど〟のような格好だった。そして、自分達は当然の事をしているという顔で言葉を続ける。
　「やっぱり、」
　「エンさまも、」

　「「わかい女の子のお世話の方がうれしいですよね☆」」
　ガシャンッ

　グラスの砕ける音が二つした。次いで、
　「「ふっふっふっふっふっ…………」」

　二つの声による低い笑いのハーモニーが聞こえてくる。ウェイトレスとは違う声によるハーモニーが。

　「……甘いわね、メイティア、サツキ。そいつはマザコンの歳上趣味だから歳下には興味ないのよ。おわかり？　十四歳。」

　「……同感だが…ユーリィ、お前とてエンと同い年の十八歳だろう。それでは歳上とは言えぬぞ。その点、私はエンより三つ上の正真正銘の歳上だからな。この場にいる女の中でエンの嗜好に合う者は私だけだろう。加えて、そのような貧相な乳房で母性を語るのは、いささかどころではなく無理があるというものだぞ。」

　「誰が貧相よ！？　私は普通よ普通！　あなたが大き過ぎるだけじゃない！　ていうか妖怪水風船女は水風船の国にさっさと帰りなさいよ！！」

　「ふっ、何と言おうと乳房こそは女性が持つ母性の最大の象徴であろう。とは言え………そうだな。確かに最近、肩こりに加え、夜、眠っていると何やら息苦しくなり、目が覚めると自分の乳房に胸を圧迫されているなどという事が時折り起きていた………そのような悩み、お前には無縁であろうな。何とも羨ましいぞ♪」

　「……あらあらあら、それはそれは大変ねえ……まあ夜の事は知らないけど肩こりについてなら、実は私ってば少々針治療の嗜みがあるものだから、ちょっと診てあげましょうか？　ああ、でも、うっかり水風船を刺しちゃって破裂でもさせたら大変ねえ。中の食塩水やらシリコンやらが漏れちゃったら一大事だから❤」

　「どういう意味だ！？　私のこれは歳上の母性が詰まった一〇〇パーセントの天然ものだ！！」
　「そんなのわかんないじゃない！　そうよ、どっかの〝帝国〟の皇后じゃあるまいし、そんなふざけたサイズの水風船をぶら下げた女性がそうそう居てたまるもんですか！　白状するなら今のうちよ？　というか歳上、歳上って、私だって誕生日が早い分、エンより二ヶ月歳上なのよ。それに、私なんて一昨日とうとう〝ちあがある〟の格好までさせられちゃったし。」

　「ほう…私が単独の仕事で留守にしている間にそんな事があったのか。……だが、残念だったな。私など、つい昨日〝ふらだんす〟の格好をさせられてしまったぞ。どちらが上かは考えるまでもなかろう？」
　「「どっちが上ですか？」」

他人が聞けば何事かという歳上二人の言い合いに、ウェイトレスコンビが首をかしげながら口を挟む。

「でも、やっぱり、」

　「ずるいです、エンさま、」

　「「わたし達にもなにか着させてください☆」」

　「「歳下は黙ってろ！！」」

歳下二人の横入りに歳上二人が叫んだ。しかし、不毛な言い合いはそれで収まる筈もなく更にヒートアップしていく。

「ふ…ふふふふふ……かくなる上は、遂にあの〝最終兵器〟を纏うもやむなしか………そう！　かの若奥様の必須アイテム、〝はだかえぷろん〟を………！！」

「なっ……そ、それってまさか……あの〝衣装にあって衣装にあらず〟とまで謳われる禁断の一品………選ばれし若奥様だけが纏うことを許されるという伝説の羽衣………って、なに言わせるのよ、そんなワケないでしょ！　また変な本読んで偏った知識仕入れてきたわね、この耳年増！！」
「ふっ、自信がないのか、ユーリィ？　確かに、お前のエベレストの前のタカオヤマ（標高差八二四九メートル）の如き乳房では、かの伝説の一品を着こなすどころか、その圧倒的な威力に振り回された挙句、ちっぽけなプライドも脂肪の塊もマリアナ海溝の深さ（最大深度一〇九一一メートル）にまで押し潰されるのが関の山であろうがな。」
「だぁれがちっぽけな塊ですってえ！？　ていうか自分がエベレストだとでも言うつもり！？　このムッツリ成人本コレクター！」

「だ…誰が成人本コレクターだ！？　たまたまいかがわしい本が手違いで送られてきてしまうだけだ！！」
「嘘つきなさいよ！　例の〝太陽系四大名峰〟とかの山のガイドブックを始め、みんなあなたが解ってて取り寄せたんでしょう！！」

「い…いや、あのガイドブックは本当に手違いで送られてきたのだぞ……はっ！」

失言に気づいたセラが口元を押さえる。

「ふっ、語るに落ちたわね！　『あの本は』ってコトは、それ以外の本はみんなあなたが解ってて買ったってコトでしょう！？」

「ぐ……い、いや、そのような事より……そうだ、お前は〝はだかえぷろん〟の持つ〝意味〟を理解していないようだな！！」
ムリヤリ軌道変更しようとするセラ。

「そ、そうだ！　あの一品が〝若奥様の羽衣〟と謳われる以上、それを纏う事ができるのは………エンの〝妻〟以外には有り得ぬという宇宙の真理を！！」

ズガガガーーーン！！
お嬢様とウェイトレスコンビの顔に稲妻が轟いた。

そのまま、額を押さえてヨロヨロとよろめくユーリィ。
「た…確かに……あれを纏う事ができるのは、この世でただ一人……エンの伴侶だけ………」

「「え？　べつに一人じゃなくても──」」

「そう！　即ち！！」

ウェイトレスコンビの声を抑え込みセラがいきり立つ。
「あの〝羽衣〟を纏う者、それこそはエンを魅了し籠絡し蹂躙し、その全てを手中に収めたたった一人の〝征服者〟に他ならんのだ！！」
「……誰を魅了して籠絡して蹂躙するって？　つーか蹂躙ってなんだよ何を征服するんだよ！？　そういう話は本人のいない所でやってくれるか！？」

女達の言い合いに、赤い髪の男は一度は眉を吊り上げ頬を引きつらせたものの、ややあってグラスを掲げるとなだめるような口調で声を続ける。

「つーか……ホラお前達、せっかく店を借り切っての楽しいパーティーなんだからもっと仲良くしろよな。セラもトップ５に入ったおかげで、我らがドライバーチーム〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(フレイムカルテット),炎の四重葬)〟も立ち上げ二週間で一層箔がついたってもんだぞ……ほら。」

言いながら指を弾くエン。すると、その指先から炎が噴き出し、ケーキに立てられていた蝋燭に真っ赤な火を灯した。そんなエンを見てユーリィが顔をしかめる。
「何に能力を使ってるのよ……いえ、そんな事より前から訊きたかったんだけど、〝四重葬〟っていうのは、どの四人のことを言ってるのかしら？」

「ん？　そりゃあもちろん、俺にメイティア、サツキ、それにセラの四人だぞ。」

「どうして私が入ってないのよ！？」

顔を真っ赤にしてお嬢様が叫んだ。

「だってお前は依頼をする側であって、される側じゃないだろう？　つーか、お前にだって立派な役割があるんだぞ。我がチームの財務担当って役割がな。」
「金づるって事じゃない！！　このパーティーの費用だって私が出してるし！」
再度のユーリィの叫びにセラが生温かい目で答える。

「ふっ……悲しいものだな。金の切れ目が縁の切れ目というのは…………」
「誰が縁の切れ目よ！！　うう……まったく、か弱い乙女が辺境で僻地で未開惑星で、更に無法地帯で地獄の底の人外魔境で苦しんでるっていうのに、手を差し伸べようっていう心の豊かな人はいないわけ！？」
喚きながらもうっすら涙を滲ませるユーリィにエンが溜め息をつく。

「……ああ、ほら、泣くな泣くな。にしても、まだ辺境だの僻地だの言ってんのかよ、お前……つーか、『人外魔境』ってのがまた増えてるぞ。『住めば都』って言葉知らないか？　いい加減あきらめ……いやや、慣れろよな。」

「今『あきらめろ』って言おうとしたわよね！？　確かに言おうとしたわよね！？　何をあきらめろって言うのよ！？　か弱い乙女が地獄の責め苦に身を焼かれてるっていうのに！」

更に喚いたと思いきや、お嬢様は儚くその場にくず折れる。

「……ああ、はるかな地球のお父様、お母様、ユーリィは辺境で僻地で（中略）で理不尽な仕打ちを受けながらも、健気に耐えがたきを耐え、忍びがたきを忍び、夜毎、枕を涙で濡らし続けております……よよよよよ………って、そこぉ！　人が泣き崩れてるっていうのに、和やかに談笑なんかしてんじゃないわよ！！」
「……えーと、じゃあ一番と三番が〝しんくろないずどすいみんぐ〟の衣装を……ん？　ああ、終わったか？」
いつの間にかテーブルの周りに戻って他の女三人と遊んでいたエンが振り返る。
「乙女の涙より王様ゲームが大事！？　ていうか歳下にまで何着せようとしてんのよ！？　……ああ、もう！　大体、私だってＭＤ使えるのに何でスポンサー止まりなのよ！？　ねえ、エン！　私だってもっと現場の仕事で役に立てる筈よ！！」
紅潮した顔に潤んだ瞳を浮かべてお嬢様は訴えた。その瞬間───
「……何度も言わせないでくれ。お前はもうＭＤなんかに乗らなくていいんだ………！」
エンが、お嬢様の肩をがっしり掴むと、意外なほどに真剣な声で熱く答えてきた。
「エ…エン………？」
そのあまりに真剣な声に、ユーリィは今にも雫がこぼれそうな目を見開いて声を詰まらせる。

「お前はそんな事をするな。お前がそんな危険な事をする必要はないんだ。だから………ＭＤに乗るなんて、もう言わないでくれ………！」

この上なく真剣で熱い言葉が女の胸に沁み込んでいく。そんなエンの言葉に、
「は…はい……あなたが…そう言うのなら…………」
ユーリィは、上品そうな顔を湯気が出そうなほどに赤らめながら、熱に浮かされたように小さく頷いた。

「そうか……わかってくれたか………うん、やっぱり乗り物酔いに弱いヤツがドライバーやるなんて根本的に間違ってるからな。」

「………は？」

微妙な意図のズレを感じて、ユーリィが眉根を寄せる。
「そうだよな。お前がＭＤに乗ったあとって毎回ロクなコトにならないからな。いやあ、よかったよかった♪」

晴れ晴れとして天井を仰ぎ見るエン。

バシャーーー

その顔に、ユーリィがソフトドリンクを真上からぶっかけた。

先刻とは逆に、恥ずかしさと悔しさで顔を真っ赤にして涙ぐみながら。

「……てめえ何しやがる！？」

「う、う、う、うるさああああああああああああいっ！！　それはこっちのセリフよ！　珍しく真面目な顔で何を言うかと思えば！　私の純情を返せええええええええええええええええっ！！」

「お前こそ何言ってやがる！？　つーか今までお前がＭＤに乗ったあと、俺に何をしたか忘れたとは言わせねえぞ！！」
「い、いつまでも過去にこだわってんじゃないわよ、小さい男ね！　女の過去も全て受け入れてこそ男の〝器〟ってものでしょう！！」

「ふざけんな何が過去だ！　お前が勝手に無茶してヘマしただけだろうがあああああああああああああああっ！！」

いつも通りに口ゲンカにヒートアップするエンとユーリィ……だったが、
「……いつまでユーリィとじゃれ合っているつもりだ、エン？」

いつも通りにセラの声が二人をクールダウン……いや、凍りつかせた。

「………え？」
一瞬で芯まで頭の冷えきったエンが顔を引きつらせる。対して、セラは男を芯まで蕩けさす極上の笑みを浮かべて唇を動かし続ける。
「私が主賓のパーティーで他の女とじゃれ合うとはいい度胸だな、エン？　流石に温厚な私も頭が沸騰してしまいそうだぞ？」

キラキラと星が舞うような笑顔の筈なのに、なぜか女からは表情と正反対の印象しか感じられなかった。……とは言え、その硬質な美貌は氷の微笑によって一層磨きが掛けられ、そんな美貌にエンは状況も忘れ、半ば惹き込まれるように視線を吸い寄せられてしまう。
（……うわ、こいつってやっぱ、こういう顔が似合うよな………つーか、つい二週間前までは二十歳を過ぎて尚、嫉妬って感情すらロクに理解してなかった箱入りがこんなに感情を顕にするなんて……その成長、チームリーダーとして嬉しいぞ…………）

……と、エンが惹き込まれながらも現実逃避気味に考えていると、更に別の声が聞こえてくる。

「そうですそうです。」

「ユーリィさんだけ、ずるいです、」

「「わたし達ともおしゃべりしてください☆」」

見ると、ウェイトレスコンビもセラと同様の笑顔を浮かべていた。一方で、ユーリィは依然顔を真っ赤にしながら、涙ぐんだ目でエンを睨みつけている。

店内の空気が急速に冷えていくのを感じて、エンは体を震わせた。

「……い…いや、ちょっと待てお前ら、別に楽しいおしゃべりとかしてたワケじゃないから……ってか、マジで目が怖いからお前ら！！」

　もはや殺気すら込められた八つの瞳の前に、酔いもへったくれもない……とゆーか怯えているエンが悲鳴のような声を上げた。が、なけなしの勇気を振り絞った声も虚しく、女達の殺気は止まらない。ここに来てエンの頭には、ひたすら〝後悔〟の二文字だけが激しく渦を巻いていた。
　（うああ……今にして思えば、なんで俺このメンツでパーティーやろうなんて思ったんだ……！？　なんかもう、空気が酸性とアルカリ性の洗剤を混ぜた時の毒ガスみたいになってんぞ！　……ハッ、そうか。これが有名なおとぎ話のセリフにある、〝認めたくない若さ故の過ち〟ってヤツかあ………！！）

　……と、ひたすら現実逃避に走るエンだったが、その間にも女達は容赦なく、そして冷淡に男を追い詰めていく。

　「ふむ……私達がこの場に集って早二週間か……ならば、エンも結論を出しても良い頃だな…………」

　「……は？　け…結論って何のだ………？」

　エンが後ずさりながら声を出す。しかし、セラの言葉にウェイトレスコンビはうんうんと頷き、ユーリィは唇を噛み締めながらエンにきつい視線を向けていた。そして、もはや勢いは止まらぬとばかりにセラがトドメの言葉を口にする。

「決まっておろう。私達の中で〝はだかえぷろん〟を纏うのは誰か──」
その時、酒場の窓とドアを突き破って黒ずくめの男達が乱入してきた。

「っ！？」

一瞬で顔を引き締める〝炎の四重葬〟（と、そのスポンサー）。そして次の瞬間には、大型のナイフを手に襲い掛かってくる乱入者達を次々と撃退していく。頭巾で表情が見えなくても動揺が判る乱入者達は、分が悪いと判断するや小型の缶を店内に放り店の外に飛び出した。直後、缶から大量の煙が噴き出し店内に充満していく。が、その前にエン達もまた窓から外に飛び出していた。
「……うっ！？」

しかし、外に飛び出した彼らの前に、正確には酒場の周りに、大量の大型ロボットが空から降下してきた。それは『マシンデヴァイス』、通称『ＭＤ』と呼ばれる多目的機動車輛。その中でも〝Ａ級〟に分類される十五メートに及ぶ人型の機体が十機、十メートほどの高さの酒場の周りに建物を見下ろす形で現れていた。たちまち、その背中の十機のエンジンが一帯の空気を大きく震わせていく。
「なに……この機体は………」
青と白で彩られたＭＤ。両肩は船の舳先のように張り出しており、その下から船の櫂の先端のような長い装甲が下に伸びていた。腰周りにも同様の装甲が何枚も取り付けられ、左脇のそれには鞘に収められた巨大な刀が差してある。他にも要所要所に細かい装甲が折り重なるように取り付けられており、その姿は、さながらおとぎ話に出てくる〝さむらい〟を思わせる趣を漂わせていた。
「こいつら、まさか………」

仕事用の知識により、それらの機体の素性を察したエンは一瞬戸惑うものの、目の前の機体のカメラが自分を捉えたのに気づくと咄嗟に横に跳んだ。直後、エンの立っていた位置にＭＤからの対人レーザーが命中する。

「ちっ、マジでやる気かよ。だったらこっちも手加減なしでいかせてもらうぜ！　いいか、お前ら！！」

「了解した。」

「「了解しました☆」」

「あ、私パス。どーせ私って乗り物酔いに弱いから。」
ふてくされたユーリィ以外の三人から肯定の返事がきた。
「……好きにしやがれ！」

ヤケクソ気味に叫びながらＭＤ達の足下を超高速で駆け抜けるエン。そのまま酒場の右隣にある二十メートを超える建物に入っていく。直後、セラもそれに続いた。更にウェイトレスコンビも酒場の左隣にある同様の建物に入っていく。

それらの動きをカメラで追った十五メートの巨人達は、エンとセラ、そしてウェイトレスコンビが入っていったそれぞれの建物を五機ずつで取り囲む。そして左の腰に差していた刀を鞘から抜いて振り上げた。ＭＤ用の十メートを超える巨大な刀をだ。
だが、

直後、十機のＭＤはいきなり飛び退いて建物から距離を取る。まるで、野生の動物が強烈な殺気を浴びて恐れおののくように。飛び退いたＭＤ達により酒場の周りの建物が崩れていく中、十機のそれとは異なるエンジン音が新たに空気を震わせ始める。そして、ＭＤ達が距離を取った格納庫のような二棟の建物は、その前面の巨大なシャッターを上へ開いていき―――
中からそれぞれ、二機のＭＤを出現させた。

左の建物からは、それぞれ重装甲に包まれた真珠色のＭＤと鴉羽色のＭＤを。

右の建物からは、膝まで届く髪のようなパーツを背中に生やした黒いＭＤと……頭に一本の角を生やし、全身を〝赤〟で包んだＭＤを。
エンジン音を轟かせながら建物から出てくる四機のＭＤ。その佇まいからは風格さえ感じられた。そして、その中の赤いＭＤが声を響かせる。

「好き勝手やってくれたな。たっぷり倍返ししてやるぜ！！」

それぞれの武器を構える四機のＭＤ。同時に凄まじいエンジン音と重圧が周りに吹き荒れる。

対してそれを取り囲む十機のＭＤは、数の上でこそ倍以上の優位を持つものの、たった四機のＭＤからの重圧に圧されて身動きすら満足に出来なくなっていた。そして格納庫から現れた四機のＭＤが、自分達を囲む十機のＭＤを斬り裂こうとしたその時―――
「そこまでじゃ。」

威厳に溢れた声が空から降り注いだ。

「何！？」

黒いＭＤに乗っていたセラが空を見上げて眉をひそめる。そして、そのセラのＭＤが出てきた格納庫にいつの間にか避難していたユーリィも同様に空を見上げていた。
直後、彼らを目掛けて三十メートはある巨大な氷の塊が降ってくる。

「何だとっ！？　……ちぃっ！」

エンの舌打ちと同時に赤い機体の右手に猛烈な炎が噴き出す。そして、
「でやあああああああああああああっ！！」

ＭＤにより増幅された炎が氷に向けて撃ち出される。一瞬の後、空中で極高温と極低温が激突し盛大な爆音が空に響いた。

「くっ…水蒸気爆発か……！」
発生した大量の水蒸気は空から地上まで一帯を真っ白に覆っていく。……やがて、視界を覆う白いカーテンが晴れると───
巨大な宇宙戦艦が彼らの頭上を覆っていた。
「「あれは………」」

その戦艦に、正確には戦艦の艦底に大きく描かれた雪の結晶のような紋章に、セラとユーリィが更に眉をひそめる。同時に、エンが何よりも戦艦の色に驚いて声を漏らす。
「……喜べ、ユーリィ。お前以外にも兵器をどっピンクで塗るバカがいたらしいぞ。」

そう、突如、海王星の空に現れた巨大な戦艦は、その艦体を派手なピンク色で染め上げていた。しかし、そのユーリィから諭すような声が聞こえてくる。
「それ、本人の前じゃ『ピンク』じゃなくて『薄紅色』とか『桜色』って言った方がいいわよ。打ち首にされたくなかったらね。」

次いで、上空の戦艦からも声が降り注ぐ。

「まったくじゃ。〝ぴんく〟などと下賤な言い表しをするでないわ、たわけめ。そも、ヌシにそれを言う資格はあるまい、〝薄紅色〟の機甲衛士を操る者よ。」

「……『機甲衛士』だと……？」
再び降り注ぐ威厳に溢れた声に、今度はエンが眉をひそめた。わずかな間を置いて、その言葉がある国でＭＤを指すものだと気づいたエンは、自分達が武器を向けようとした相手が何者なのか改めて理解した。………が、

「誰のＭＤが薄紅色だって！？　これは赤いＭＤだ！！」

何よりも、自分のこだわりを空にぶちまけるエン。

「ふはははは、聞いた通り愉快な奴じゃのう。」

声と同時に再度〝塊〟が降ってきた。そのままエン達のＭＤから離れた位置に落下した〝塊〟は、辺りに激しい轟音と土煙を広げ視界を再び白く覆っていく。しかし、程なく土煙はその濃度を薄めていき、落下してきた〝塊〟の姿が衆目にさらされる。──それは、一機の機械の巨人。〝さむらい〟のような趣は最初に現れたＭＤ達と同じだが、実際の形は大きく異なる。より鋭角的かつ複雑な形状の装甲は深い藍色に彩られ、頭には三本の角、腰の左右には一本ずつの刀を差している。人間の眼にあたる二つのカメラは、なぜか右のそれが光を失っていたが、それが余計に機体の迫力を増しているように思えた。そして、そのＭＤの右の掌が開かれると、そこに一人の女が現れる。
「ふふん……ヌシが〝炎の四重葬〟のエン・ムゲンじゃな。」

先刻まで空から降り注いでいた声が聞こえた。それを発したのは、見た目二十歳に届くかどうかの若い女。わずかに吊り上がった大きな目と小さな口は、どこか悪戯っ子を思わせるものの、一方で高貴な典雅さをも感じさせるものだった。下ろせば身長の倍はあるであろう漆を塗り重ねたような艶やかな黒髪を、二つに折って頭の後でまとめている。
「先刻の炎、どうやら聞きしに勝る使い手のようじゃな。ならば不足はあるまい。」

そうして舌なめずりしながら妖艶に目を細める女が纏う服は、何枚もの生地の折り重ねにより独特のシルエットを描き出す優雅なものだった。腕と足の袖は付け根から末端に向かって大きく広がりを見せ、腕のそれに至っては纏う女の身長の半分以上の長さにまで袖口が広がり、そこに海の波を思わせる紋様が描かれている。ちなみに、その服を見たエン個人の感想としては―――
（……あー、こないだユーリィに着させた〝みこ〟とかいう服がこんな感じだったな………確か東洋の方の民族衣装だったか？　でも、気のせいかこいつのは妙に高そうな雰囲気が………）
事実、他にも腰から下がる前垂れの『カン字』と呼ばれる古代文字が特徴的なその服は、一見すればとても簡素にも見える。……が、よく見れば随所に精緻な刺繍が施され、生地も縫製も尋常でない高級なものと解った。おそらくは、外出用にあえて簡略化された特別仕立てなのだろう。しかし、どれだけ着衣が簡素だろうとそれを纏う本人からは、まるで深い海の底のごとき底冷えのする重圧がとめどなく撒き散らされ、見る者の心を圧迫していく。そんな女を見て、セラとユーリィが唇を噛み締めながら呟いた。
「〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りょうきさつじん),猟姫殺刃)〟…か………」

「〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうしょくおうじょ),紅色鏖女)〟………？」
二つの異名を呼ばれた女は、ウインクをしながらペロッと舌を出して再び口を開く。
「うはははは！　誰が〝好色〟じゃと？　打ち首にされたいか、うつけ共が！」

その舌に現れている雪のような紋章と前垂れの古代文字を見て、エンは自分の考えが正しかった事を確信し、古代文字で書かれた国号を読み上げた。

「やっぱり…〝シンカイ朝廷〟か………」

それは、金星の三分の一を領土とし、太陽系三大国家の一つに数えられる大国の名。

そして、エンの言葉を裏付けるように、ＭＤの手の上の女が声を響かせる。
「いかにも、我こそはシンカイ朝廷が内太君コウロ・シラナミ・シンカイである。喜ぶが良い。儂が依頼をくれてやろう。」

その二　　ドンチャン騒ぎはデビルフィッシュ
「……父…様………？」

目の前に、一人の男が倒れていた。

豪奢な直垂を纏い、豊かな髭を蓄えた威厳に満ちた偉丈夫だ。

しかし、その威厳に満ちた顔からは、もはや生気を感じ取ることは出来なかった。
そう───
真っ赤な水溜りに沈む顔からは。
その水溜りの側に、もう一人、男がいた。

こちらは自分の足でしっかと大地に立っている。

いや、

立ち竦んでいると言うべきか。

真っ青に血の気の引いた顔で。

真っ赤に染まった刀を握りながら。

一人の立ち竦む男と、一人の倒れ臥す男。
その光景に、誰もが動くことも、声を出すことも出来なかった。

時間が凍りつく。

しかし、

「……父様ああああああああああああああっ！！」

儂の叫びと共に、時間は再び動き出す。

「……それじゃあ、さっきのは俺達の腕試しだったってのか？」

豪華な貴賓室でエンは言った。

先刻、突如現れ空を覆ったピンク……もとい、薄紅色の戦艦の中である。

あわや戦闘開始というところで現れた女の招きにより、エン達五人は戦艦内にある独特の装飾を施された貴賓室に通されていた。おそらく文化的、あるいは美術的に分類するならば〝東洋式〟と称されるであろう大きなホール程の広さがあるその部屋は、一見したところ全てが木と紙で出来ている。部屋を造るのに紙を使うというのも驚きだが、事実、〝ふすま〟と呼ばれるらしいそれ自体で壁をも構成する手動式の扉の表面は紙で覆われており、そこにはこれまた独特の筆致で風景や動物の絵が描かれていた。
他にも柱や梁など多くの部分は木で出来ており、床に至っては草を編んで造った敷き物で表面が覆われている。〝たたみ〟と呼ばれるその敷き物の上に、エン達はイスもなく直接腰を下ろしている。前方に目を向けると、そこには一段高くなった場所があり、その段の上に先程の〝みこ〟のような服を着た女が肘掛けに左肘を乗せながら、更にその段の前に二人の男女が、これまたイスもなく直接床に腰を下ろしていた。
パッと見でそれら三人に共通するのは、揃えたような深い漆黒の髪だった。その特徴を見て、エンはある知識を頭から引っ張り出す。

「そういや……シンカイ朝廷ってのは、ほとんどの国民が一つの民族で占められてるんだっけか？　まあ、んなコトより……腕試し自体は珍しくもないんだが、あれだけ大掛かりなのは初めてだったぜ、お姫様よ！　ぶははははははははっ！！」

「うはははははははっ！　じゃーから、その侘びも含めこうして宴を開いてやっとるじゃろうが！　ほれほれ、もっと飲め飲め！！　うはははははははははははははっ！」

ドンチャン騒ぎの宴の中で、大杯片手に顔を真っ赤にしたエンと、同じく杯を手にした〝みこ〟のような服を着た女は大笑いしながら言葉を交わす。
広大な貴賓室は、今やただの宴会場と化していた。

色とりどりの髪をした七人の女雅楽師が楽の音を奏でる中、次々に運ばれてくる大量の酒と異国の名物料理。広い部屋のあちこちでは、たくさんの〝しらびょうし〟と呼ばれる踊り子や、〝でんがく〟と言うらしい大道芸を披露する曲芸師達がそれぞれの芸で宴を盛り上げている。その中で、エンは両脇にピッタリくっついたウェイトレスコンビから大杯に酒を注がれては、それを飲み干していく。ユーリィとセラもエン達を挟むようにその両脇に座り、女に寄り添われるエンの様子に多少の不満を浮かべながらも、器用に箸を使って魚介類と穀類を中心とした珍しい料理に舌鼓を打っていた。
「ふむ……この酢の物、風味といい歯応えといいなかなかの珍味だな。具材は何なのだ？」

セラが自分の前に置かれた膳の小皿から、赤と白の切り身を含んで声を洩らす。対して、段の上の女が声を弾ませて答えた。
「おお、気に入ってくれたか？　それは蛸の酢漬けじゃな♪」

「ごふっ！！」

途端にセラがむせる。次いで口元を押さえながら叫んだ。

「た…蛸！？　デビルフィッシュか！？」

「む？　おお、そう言えば西洋系の文化圏ではそのように言うのじゃったか？　このように旨いものを悪魔などと呼ぶとは、さても無粋な文化じゃのう♪」
答えた女は自分の膳から同じ切り身を指でつまむと、ひょいと口に放り込む。
「ふ…ふざけるな！　あんな気色悪いものを食べる方がどうかしているのだ！！　お前達もそう思うだろう！？」

セラが口元を押さえたまま、うっすら涙すら浮かべて隣に並ぶ仲間達に同意を求めた。しかし、

「いや……まあ、この星じゃあ、そんな好き嫌い言ってたら生きてけないからな………」
「そうです、」

「セラさん、」

「「好き嫌いはよくないです☆」

エンとウェイトレスコンビの否定の声を聞き、うっ、と詰まるセラ。そして、

「ユ…ユーリィ！　お前なら解るだろう！？」

残る一人に救いを求めた。

「いえ、うちって先祖代々の家訓の第一条が『食の道は人の道にして食べ物を粗末にするべからず』ってくらい食べ物には寛容な家系だったから、タコとかイカも普通に食べちゃってたのよね。というか、イカそうめんとか結構好きだし。」

視線を逸らせながらの残る一人の答えに、セラは悔しそうに唇を歪める。
「くう……こ、この野蛮人共め！　どうせお前達など、芋虫を蛋白源だとか言って、泥を調味料に付けて食べてしまうのだろう！！」

「……あー、いたわね、そんなの。アフリカ奥地の民族で。」

地球出身のお嬢様が困ったように首をひねる。直後、宴会場……いや、貴賓室にバカ笑いが響き渡った。
「ふ…ふははははははははははははっ！！　どこまでも愉快な奴らじゃのう！　セラ・ポリーとか言ったか、そこな女よ。それほど野蛮人の料理が気に入ったならば、納豆でも持って来させようかの♪」

「ふざけるな、あんな腐った豆！！」

「言ってくれるのう♪　じゃが、あれを腐った豆と言うならば、西洋の嗜好品たる葡萄酒とて葡萄の腐った汁じゃろうが♪」

まるで悪戯っ子のような笑みを浮かべて段上の女は言った。その時、
「ぷぷぷ……姫。仮にも朝堂の直系たる〝シラナミ〟の尊名を持つ者にして、シンカイ朝廷の次期大君たる内太君がそのような御乱言………」

一同のやりとりに、女が座る段の右手前に控えていた男が笑いを噛み殺しながら口を挟んだ。見た目の歳は二十代後半。垂れ目気味の目が印象的な男である。国の正装と思われる、まるでおとぎ話の〝じだいげき〟に出てくる〝おぶぎょう〟のような服を一分の隙なく着込んでおり、肩をはだければ〝さくらふぶき〟の刺青が出てきそうだった。更に、姫サマのそれと同様に手足の袖は末端に向かって広がっており、左右の胸の位置からは短冊状の飾り布が長く垂れ下がっている。まっすぐな黒髪を肩まで伸ばした細面は美形と言えば美形なのだろうが、垂れ目気味の目も相まって、どこかいい加減そうな雰囲気を感じさせてしまう男だった。そして、
「あなたもそう思いませんか？　ねえ、お嬢さん。」

その雰囲気にたがわぬいい加減そうな声で、いつの間にかユーリィの隣に移動していた男は彼女の肩に手を回して酒を勧めていた。キザッたらしい笑みを浮かべた口からは、真っ白い歯がキラリと光る。そんな男に、段上のお姫様が唇の端を吊り上げながら声を向ける。
「むう？　ヌシには言われたくないぞレイギよ。このシンカイ一のすけこましめが。」
「はっはっは。何を仰いますか我らが姫よ。美しい女性に声を掛けるのは男の礼儀ですぞ♪」
「『レイギ』と『礼儀』か……妙な方向に〝言霊〟が働いてしまったようじゃのう♪」

姫といい加減そうな男が言葉を交わす中、

「……客にまでナンパを掛けるのも、お前んとこの『礼儀』なのか？」
エンが、低い声でわずかに不機嫌そうな声を出した。

「……む？　おお、すまなんだな。これレイギよ。その女は此奴の〝手付き〟だそうじゃ。客人の女に手を出すのは流石に控えておけ。」

「え……？」

思わず頬を染めるユーリィ。一方、
「……誤解すんなコラ。うちのスポンサーに粉かけんなっつってるだけだ。」

ひそめられたエンの声が、誰に向けられたものかは定かでない。
「うはははは、今更、隠すこともなかろう。この〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はあれむかるてっと),邪淫四重奏)〟の頭目めが♪」
「ちょ…待て！　何だその〝邪淫四重奏〟って！？」

「ぬ？　なんじゃ、有名な話だそうではないか。歳上から歳下まで四人もの女を側に侍らせては、夜毎とっかえひっかえ弄んでおるのじゃろう♪」

「ざけんな、てめえらの国の大奥じゃあるまいしいいいいいいいいいいいいいいい！！」

お姫様の言葉に絶叫するエン……だったが、

「うう、そうなんです、」

「実はわたし達、」

「「夜毎とっかえひっかえ弄ばれてしまって。」」

エンの両脇にいたウェイトレスコンビが、よよよと泣き崩れながらハーモニーを奏でた。

「うはははは、やはりのう♪。さしずめ、夜毎、女を奏でるが故の四重奏なのじゃろう。ん？　四重と言うからには、四人まとめてという事もあるのか？」

「んなワケあるかああああああああああああああっ！！　つーかメイティア、サツキ！　お前らも妙な芝居すんな！　涙まで流して！！」
喚き散らすエン。そこへ、
「ほっほう……」

「それは聞き捨てならんな……」

「「私達は無視して、そんな事をしていたのか……！？」」

ユーリィとセラまでもが重低音のハーモニーを奏でてきた。
「は？　ちょ…ちょっと待て！　お前らまで本気にすんな、んなワケないだろ！！　つーかマジで視線が痛い！　なんか目からビームとか出てね！？　お前らの能力ってそんなんだっけか！？」

「うはははは、何じゃヌシ、まことに手を付けておらなんだのか？　まあ、〝すといっく〟なのも悪いとは言わぬがのう。女の立場から言わせて貰えるならば、〝すといっく〟も度が過ぎれば〝いくじなし〟にしかならぬものじゃぞ♪」

「何の話だ！？」

四人の女ににじり寄られながらも反射的に声を返すエン。しかし、

「まったくです、」
「そのとおりなのです、」

「「〝据え膳食わぬは男の恥〟という言葉を、エンさまは御存じないのでしょうか☆」」

「「ほっほう……貴様やはり………」」

「油を注ぐなああああああああああああああああああっ！！」

　再度聞こえた二つのハーモニーに再度絶叫するエン。
「うははははははははは！　ほれ見い、嫌よ嫌よも好きのうち、閨での『やめて』は〝いくじなし〟と〝はんざいしゃ〟の分水嶺、と言うではないか♪」
「誰が言ったああああああああああああああああああああああああああああっ！？」

絶叫するエン・パートⅢ。その時、
「いちいち取り合わぬが吉だぞ、客人。我らが姫の〝お遊び〟などな。」
エンの声を遮って女の声が聞こえた。お姫様が座る段の左手前、先程ユーリィに声を掛けていた男が座っていた位置の反対側に控えている女だった。
歳の頃は二十代前半。姫にも劣らぬ漆細工の如き髪を、膝にも届くであろう長さにまで伸ばした女だ。額に巻かれたヘアバンドの中央と両脇からは計三本の角が生えており、その下の透き通るような白い顔は右目の周辺が大きな眼帯で覆われている。加えて腰の左右に一本づつ刀を差す事で、女は厳格そうな雰囲気を周りに漂わせていた。そんな女にエンは目を向ける。
「お前は……」

そして女の特徴から、先刻お姫様を右掌に乗せて空から落ちてきたＭＤのドライバーはこいつだろうと直感した。

事実、乗機と思われるＭＤと同じく、女の服は深い藍色に染められている。他方、形については胸から伸びた飾り布など、一見すると隣に座っていたいい加減そうな男のそれに近い。しかし、手足の袖は肘や膝までは広がっているものの、そこから先は手足にぴったりした形となり金属製の装甲が張り付けられている。動き易さを重視し、おそらくは国の軍服なのだろうその服は、どことなく〝じだいげき〟に出てくる〝にんじゃ〟のようでもあった。そして、そんな服のせいもあるのだろう。それを纏う女の厳格そうな雰囲気が更に強くなったように感じた。しかし、一方で平均以上に整ったその顔と平均以上に膨らんでいるある部分によって、女は妙な色っぽさをも周りに漂わせている。そして、
(この服……セラとユーリィのどっちの方が似合うだろう……やっぱセラかな。黒髪とか雰囲気とかある部分の大きさとか考えると………つーか、巨乳に加えて膝までの黒髪、ついでに武器を見ると戦闘スタイルも近そうだからな……なんかセラとキャラ被りまくってないか？)

──と、エンが女のある部分を見ながらそんなことを思っていると、

「うははははははは、何をぼそぼそしゃべっとる。しゃんと飲んどるか、マサムネ？　暇なら得意な〝能〟の一つでも舞ってみい！　ともかく今日は無礼講じゃ、ヌシも羽目を外してしまえい♪　うはははははははははははっ！」

眼帯の女に、姫が段の上から飛び降りて後からしなだれ掛かってきた。マサムネと呼ばれた女はやれやれといった顔で姫を引き剥がすと、まるで妹を叱る姉のような口調で口先だけの諫言をする。
「……ならば無礼講でいかせてもらおう。こら、コウロ。一応お前は我が国の次代の国主なのだからな。如何に無礼講と言えど節度を守って……って、こら！　言ってる側からとっくりでラッパ飲みするんじゃない！！」
―――と、口先では厳しいことを言っている眼帯の女だったが、あくまで口先だけで、自身も言ってる側から酒が満たされた大杯をグッとあおっていく。いつの間にか段の右手前に戻っていたいい加減そうな男が、『はっはっは、いつもながら説得力ゼロですねえ』とか言ってるが、とりあえず気にしていないらしい。
「ぶははははははは、そっちのネーチャンもいい飲みっぷりだな！　それとも、こう言った方がいいかあ？　〝シンカイの独眼鬼〟ってなあ！」

「……！」

完全にできあがっているエンの言葉に、眼帯の女──マサムネが一瞬眉を動かした。

「ハッ、お姫様のさっきの言葉じゃないが、今更隠すこともないだろ。シンカイ朝廷軍征威大将軍サマよ。別に俺らが戦り合う理由なんて無いわけだしなあ。」
一見できあがっているように見えるエンだったが、よく見ればその目は真剣そのものであり、声にもどこか探るような響きがあった。

「……………………………………………………」
「……………………………………………………」

エンとマサムネ、一見酔っぱらって顔を赤くしている同士が無言で視線をぶつけ合う。

騒がしいドンチャン騒ぎの中で、二人の周りだけから音が消え、空気が一気に冷えていくように思えた。

「………エン？」

その空気に気づいたユーリィが低い呟きを洩らす。見れば、セラも杯をあおりながらも冷静に横目でエンを見ており、エンの両隣にピッタリくっついているウェイトレスコンビも、顔は笑顔のままで体からは静かな緊張感を立ち昇らせていた。その緊張は瞬く間に全員に伝播していく………が、
「な～にを見つめ合っとるヌシら。む？　もしやマサムネまで狙っておるのか〝邪淫四重奏〟？　じゃがならぬぞ。此奴は儂のものじゃからのう♪　うはははははははははははははっ！」

お姫様が再び眼帯の女に後から抱きつき、酔っぱらいモード全開でまくしたてた。その笑い声に、エン達は気を削がれて肩の力を抜き、マサムネも溜め息をつきながら緊張を解いてしまう。
「ふう……まったく、このお姫様は………しかし客人よ、貴様もよく私が征威大将軍だと知っていたな。この星でも、私はそれ程に名が知れているのか？」
気がつけば、消えたと思っていたドンチャン騒ぎの音も再び耳に届いていた。そして、そのドンチャン騒ぎに負けない声でエンが答える。

「ま、知れてるってのもあるが……胸の布にそう書いてあるからな。」

「あ……」

確かに、先程エンが目を向けていた女のある部分から伸びる飾り布には『震海朝廷征威大将軍』と、しっかり刺繍で書いてあった。

ちょっぴり嬉しそうだった大将軍は、バツが悪そうにちょっぴり声を詰まらせる。しかし、そんな仕草がちょっぴり可愛い。
「……い、いや、それにしても……この文字は現在ほとんどの国では使われておらず古代文字扱いになっている筈だぞ。よく読む事ができたな。」
「ん？　ああ、実言うと、身内に考古学者モドキがいるんでな。その関係でそういう字も読めるようになっちまったのさ。」

「そ…そうなのか………うぐっ！」

どうにか平静を取り戻したマサムネが一転、苦悶の呻きを上げた。なぜなら………

「こ、こら、コウロ！　なにを揉んでる！？　こら、やめんか……ふああっ……！」

「むうう……なにを食ったらこんなに大きくなるのじゃ………いや、儂の方が絶対いいもの食っとる筈なんじゃがのう…………」

マサムネに後から抱きついていたコウロが、突如、酔っぱらいモード全開からオヤジモード全開になり、マサムネの両脇から腕を通して体の前面のある部分を力強く圧搾していた。

「まったく、剣士にはこんなもの邪魔なだけじゃろうに。市井では〝帝国〟の皇后に我が朝廷の枢密院副頭を並べ、そのたわわな乳を〝太陽系四大名峰〟なぞと呼び習わすそうじゃが……ヌシがこのまま成長すれば〝四大名峰〟が〝六大名峰〟となる日も近いのではないか♪　ぐふふふふふふふふふ。」

「……ば…莫迦者！　何を言って………あっ、くう………！」

「まこと〝能〟を舞う時とてゆっさゆっさと今にも噴火しそうに震えて、思わず舞よりも山を鑑賞してしまうじゃろうが♪　聞けば〝名峰〟の条件は胸囲三桁からと言うからのう。ならば、あと一せんちで〝六大名峰〟の完成ではないか♪　ぐはははははははははははははははは！！」

「い……いい加減に……あううっ…………」
「じゅるじゅる……やはり乳を育てるにはかるしうむか？　それとも……やはり言霊か！？　名前に〝ムネ〟って入ってるからなのか！？　マサムネの〝ムネ〟は〝胸〟のムネなのかっ！？　いや、ここはいっそ、好きな男に揉んでもらうというヤツを………！！」

「〝お姫様〟が何を言っとるかっ！？」

遂にマサムネが爆発し、背後で涎を垂らす〝お姫様〟のデコに肘撃ちを叩き込んだ。

「ぐはあっ！　……ヌ…ヌシ、次期大君に手を上げおったな！？」

「やかましい！　この酔っ払いが………って、お前達も何を見ているかっ！？」
いきなり目の前で繰り広げられた禁断過ぎる光景………酔っぱらって妙に色っぽいお姫様と、そのお姫様に玩弄されて、透き通るような白い肌を朱に染めながら色っぽい声を洩らす厳格そうなオネーサマの痴態………それらを前に、エン達は酒とは違う理由で顔を赤くして二人の女を凝視していた。

「……え……いや…お気になさらず続きをどうぞ。」

「そうか？　ならば遠慮なく───」

再び涎と共に指をワキワキさせるコウロ……だったが、

「続きなんてあるかああああああっ！！　全く、未だに『物の怪が怖い』などと言って私にまで添い寝を泣きついてくる〝お子様〟が色欲だけは一人前だな！！」

「ぬあっ！？　ヌ、ヌシ、さような国家機密を他国の人間に漏らすでないわ！！　そも、ヌシとて添い寝の度に儂の寝床で熱い吐息と寝言を……って、こ、これ！　内太君に抜刀するでない！！　しかも二本も！　反逆罪で打ち首にされたいか！！」

「黙れえええええっ！！　ここが〝帝国〟ならば、お前こそ騎士の〝裁定〟で内太君の座から引き摺り下ろしてやるものを！！」
「ぬおっ！？　ひ、『引き摺り下ろす』じゃと！？　明確な叛意を示しおったな！　よおし、陪審員全員一致で打ち首獄門の上さらし首、ついでに初回特典で御家断絶じゃ！！」

「何の特典だ！？　そも我が国に陪審制度など無かろうが！　ええい、まずはその口から躾をし直してくれるわ！！　…って、こら、逃げるな！　そこに直れ！！」

「に、逃げんでかあっ！！　暴力を『躾』と言うは児童虐待の親の常套句ではないか！！　……ひいっ！　か、刀に触れた大根が一瞬で桂剥きに、千切りに、大根おろしにいっ！！　わ、わかった！　儂が悪うございました調子に乗ってました！　ゆるしてくださいお姉様ああああああああああああああああああああああっ！！」

「………えーと、止めなくていいのか？」

先刻とは別の意味で禁断の光景を前に、エンは笑い転げているいい加減そうな男──レイギとか言ったか──に声を掛けた。

「ははははは………はい？　止める？　何をですか？　どこから見ても、まるで本物の姉妹のように睦まじいスキンシップではありませんか♪」

「いや……〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(スキンシップ),ふれあい)〟ってより〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ステュクスシップ),三途の川の船)〟に乗っちまいそうだぞ？　お前んトコの姫サマ。」
わざとらしいまでのオーバーアクションを返すレイギに、エンは半眼で答える。
その半眼を再びお姫様達に向けると、そこにはボロ雑巾のようにくたびれて床に倒れ伏す〝いもうと〟と、大きく肩を上下させて眉を吊り上げながらも、どうにか刀を鞘に収める〝あね〟の姿が目に映った。
「……おーい、一応生きてるか？」
「う…うむ……危うく川の渡し守に六文銭を払いそうになってしもうたがのう………」
うつ伏せに倒れていたコウロが疲れ切った顔で声を絞り出す。……しかし、

「じゃが……そこのセラ・ポリーなるおなごも、なかなかたわわな乳をしておるのう♪　これは〝六大名峰〟どころか〝八大名峰〟が完成する日が来るやも知れぬな……やはり、実はヌシが毎夜育ててやっておるのではないのか〝邪淫四重奏〟？　ほれほれ正直に言うてみい♪　儂の見立てでは〝名峰〟入りまで、あと一せんちどころか〇・五せん……ひいっ！　じょ、冗談でございますお姉様あっ！！」

反省ゼロの猥談に〝あね〟が再び抜刀しそうになるのを見て、〝いもうと〟は短い悲鳴と共に首をすくめた。一方、そんな〝いもうと〟の言葉にユーリィは、
「……何が〝八大名峰〟よ。大きけりゃいいってもんじゃないでしょ。というか、いつの間に世界は水風船の国に征服されちゃったのかしらね………」

と、何やらブツブツ呟き、エンもまた呆れたような声を出す。
「……ま、確かに〝名峰〟がどうとかはともかく、〝お姉様〟は大変そうだな。なんつーか……よく言えば面倒見のいい、悪く言えば、人生でいらない苦労を色々しょい込みそうなタイプだからな。」

「誰が何を背負い込むだと！？」

エンの声に〝お姉様〟が噛み付く。片や、そんなエンの横で、セラは〝六大名峰〟だの〝八大名峰〟だのが聞こえた際、ほのかに赤面してうつむいてしまっていた。しかし、それは決して胸の大きさに触れられたからではなく、まるで自分も同じことを言った事があり、それを恥じるかような赤面だった。だが、そんなセラの素振りには気づかずエンは言葉を続ける。
「ハハハ、実際心あたりあるんじゃないのか〝お姉様〟よ。……それより、誰が何を毎夜育ててるだって姫サマよ？　まったく、同じ王族でも結婚するまで皇后に指一本触れなかったっていうどっかの皇帝とはエライ違いだな。」

「むうっ！？　何をぬかしよるか！　如何な〝帝国〟の皇帝といえど、あのようなたわわ過ぎる乳を持った美形がいつでも手を出せる場所にいて、男として手を出さずにおられるなぞとまことに思うのか！？」

この上なく真剣に力説するお姫様だったが、ふと、やはりたわわなセラの胸元に目をやると溜め息をつく。

「……おお、そう言えばヌシも手を出しておらぬのじゃったか？　〝草食系〟とやらなのか？　まったく腰抜けの男のなんと多い事か、嘆かわしい限りじゃのう。」
「……待ちやがれ。誰が〝草食系〟だと？　大体、俺たちゃ付き合ってもいないっての。精々いろんなカッコさせて一緒に酒飲むくらいだな。」

エンのその声に、先刻のセラに並んでユーリィまでが頬を染めてうつむいてしまう．

「にしても、シンカイ朝廷の姫サマって言やあ親父の正室やら側室やら、果ては自分の異母兄弟までアダ名の通りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みなごろし),〝鏖〟)にした危険人物って噂だったが、見ると聞くとは大違いってヤツか？　ま、別の意味でキケンなヤツってのはわかったけどな♪　そういや、さっきセラが言った他にも、お前も聞き違えてたアダ名を聞いた事あるぞ。確か〝好色……うおっ！？」

エンが呆れ半分で『アダ名』を言おうとした時、当の姫サマから一本の箸がエンの顔に目掛けて投擲された。髪の毛一本分の差で避けられた箸は、目標背後の〝たたみ〟に深々と突き刺さる。

「……うはははは、打ち首になりとうなければ、口の利き方には気を留めるが良いぞ。如何な無礼講の席であろうとな……！」

そこには、つい先刻までのバカ笑いに満ちた〝姫サマ〟の姿は無く、深い海の底のような重圧に満ちた〝内太君〟の姿があった。……が、一瞬の後にはお姫様はおどけた顔に戻り、唇の端を吊り上げて反撃を始める。
「それに、儂とてヌシらの噂は聞き及んでおるぞ。〝三なし〟の海王星最強部隊、〝炎の四重葬〟とな。」
「何だよ、その〝三なし〟って？」

「ぬ？　知らぬのか？　〝情なし、容赦なし、人でなし〟の〝炎の四重葬〟じゃそうではないか。」

「……待てこら。んなコトない………コトもない…か………？」

微妙に目を逸らすエン。そして、そんなエンにユーリィが冷ややかな目を向ける。

「あはは、ついでに〝甲斐性なし〟とか〝ろくでなし〟ってのも入れれば完璧なんじゃない？」

「……なんか言ったか、ユーリィ？」

「べっつにい～～♪　というか良かったじゃない、エン。〝禁句〟を言われるとキレちゃうおバカさんが、あなたの他にもいたみたいよ？」
さらっと横から皮肉を挟んだユーリィだったが、
「……だぁれがおバカさんじゃと？　温厚にして慈悲深く、何より美しいお姫様の中のお姫様に無礼な奴じゃ、ヌシも打ち首にしてくれようか？　……ま、それはともかく、先刻申した酒を飲む時の『いろんなカッコ』というのは、やはりあんなカッコや、こんなカッコのえろいものなのか？　じゅるじゅる」
先刻の重圧など欠片もないお姫様が、顔をだらしなく上気させ、吊り上がり気味の目を細めて涎と熱い息を口から漏らしていた。
そんな女の雰囲気に、エンはわずかに肩を下げながら声を吐く。
「……んなワケあるか。お姫様の中のお姫様が酔っぱらってセクハラかよ？　つーか、お前こそ、さっき言ってた『好きな男に揉んでもらう』ってのは相手がいんのか？」

「ふふん、決まっておろう。何を隠そう、此度この星に来たのもその男を捜す為なのじゃからな♪」

「マジで！？」

すわ王族のスキャンダルか、という発言に飛びつくエン。だが、
「……姫！！」

その時、段の前で未だ笑い続けていたレイギが雰囲気を一変させて叫んだ。同時に、同じく段の前に戻っていたマサムネも表情を硬くしているのが判る。
その態度は、単なるスキャンダルに対するものとしては重過ぎるように思えた。

金星から来た揃えたように同じ黒髪の三人は、揃えたように口を閉ざしてしまう。
「……あー、もしかして依頼ってのは、その男に関係してる事なのか………？」
間を置いて、エンがゆっくりと問い掛けた。

その問いに、レイギが咳払いを一つしてから慎重な口振りで声を出す。

「……よろしいですな、姫。」

声を向けられた姫サマも、元いた段の上に戻ると感情を消した顔になって無言で頷いた。その頷きを受けて、いい加減そうな男は一変させた表情からこの上なく厳粛な声で話を始める。
「……実は、公式には未だ発表しておりませぬが、三日前、コウロ殿下の御父君にして我がシンカイ朝廷の大君、ホウガ・シラナミ・シンカイ陛下が崩御なされました。」
「………！？」

目を剥くエン達。太陽系全ての惑星に人間が根を下ろしているこの時代。多くの星に数多乱立する国家群の中に『太陽系三大国家』と呼ばれる抜きん出て大きな国力を持った三つの大国がある。その一角であるシンカイ朝廷の国首が死んだというのは大事件である。

「それも……ある人物の手になる殺害によってです…………」

「なっ……！？」

再び目を剥くエン達。しかし、言葉を紡ぐ男はあえて淡々と唇を動かし続ける。

「……そして、ホウガ陛下を殺害し、且つ、我らがシンカイ朝廷に伝わる宝刀〝斬海〟を強奪した挙句、この海王星に逃亡せしめた咎人こそ、かの〝帝国〟の〝嵐の騎士団〟や〝翁国〟の〝剣の英霊〟と並び〝太陽系三大刃閥〟に数えられる、我らがシンカイ朝廷最高位の衛士〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あけのしぶき),朱飛沫)〟の号を冠する男であり………コウロ殿下の許婚でもあった男、タケル・ジュウビです。」
「………！！」

三度目、言葉を失うエン達。いつもなら『〝翁国〟じゃなくて〝王国〟でしょ』とツッコミを入れるユーリまでもが口を結んだまま目を剥いている。しかし、やがてそのユーリィが喉を鳴らして声を出す。

「……そ…それじゃあ、依頼っていうのは…………」

震える声に、コウロが感情を消したままの顔で噛み締めるように答えた。

「……そうじゃ…かの男、タケル・ジュウビの捕縛………あるいは抹殺じゃ………！」

その三　　のろけたいなら他でやれ
「なにやってんだ、お前？」

世界が〝赤〟に染められたた日暮れ時。

三日分の食糧を買ってきた帰り道に、少年は妙な音に気付いて足を止めた。

下町……というより裏町の一角にある路地裏だ。

一応この国は『三大国家』とか言われるくらい大きくて豊かな国らしいが、それでも〝歪み〟はどこかに現れる。

ここは、そんな〝歪み〟の吹き溜まりのような汚れた場所だ。

しかし、そんな吹き溜まりにこそ、もの悲しい斜陽の光は降り注ぐ。

そして、そんな赤い光に照らされて、一人の少女がうずくまっていた。

吹き溜まりには似合わない瀟洒な服を着て、やたら長いまっ黒な髪をした少女だ。

うずくまっている少女は、少年の声に伏せていた顔を上げる。

夕日に染められたその顔は、まるで捨てられた子犬のように不安と儚さに満ちていた。

やがて、夕日を浴びて尚、鮮やかさを失わぬ小さな唇が、何かを伝えようと儚く震えるように開かれる。
「ん……？」

そんな少女の唇に惹き寄せられるように、少年は顔を近づけた。その耳に聞こえた言葉は───
「…は……」

「…は？」

「……はら、へった…………」
「……はあ？」

それが、少年と少女の初めての出逢いだった。

「なんつーか……また、すごい依頼がきちまったな…………」

深夜、シンカイ朝廷の戦艦を降りて我が家へと帰る道すがら、エンはぼやくように呟いた。その後には帰る方向が同じ……というかメチャクチャ近所に住んでいるセラとウェイトレスコンビが続いている。ちなみに、帰る方向が違うユーリィは家から執事が迎えにきて、女三人に何か言いたそうな顔をしながらも、その執事の車に乗って帰っていった。
「…てゆーか……セラは悪かったな。せっかくトップ５の就任祝いしようと思ったのに、途中で切り上げになっちまって…………」
「その話だが……いつの間に私がトップ５になったのだ？」

当の本人が首をかしげながら訊いてきた。
「ん……？　覚えてないか？　二日前、傭兵の仕事でマーブナに行ったろう。その時、ミルシューズ・ポックエードっていうやたらケバい女と戦り合った筈なんだが………」

「む……？　おお、そういえば確かそのような女がいて……そうだ、自分を『海王星のＭＤドライバートップ５の一人』と言っていたような気がしたが…………」

「アハハ、そうだよ。で、その女をお前がぶちのめしちまったもんだから、その瞬間トップ５の座がお前に移ったのさ♪」
「何……？　あの女、本当にトップ５だったのか？　同じトップ５のお前と比べあまりに手応えがなかったので、虚言だと思っていたぞ。……というより、存在そのものをとうに失念してしまっていた。」

心底あきれたという口調で、新たなトップ５はため息をついた。

「アハハハハハハハッ！　頼もしいじゃないか。まあ、これからはトップ５の仲間としても、よろしく頼むぜ♪」

「ふはははははははっ！　全くだ。その調子で儂の依頼もよろしく頼むぞ♪」
「「「「………え？」」」」

突然、最後尾から聞こえた笑い声にエンと三人の女が振り返る。そこには、

「姫サマ！？」

やたら長い黒髪を伸ばしたお姫様が、ニッコリ笑顔で立っていた。その服装は先程までのものとは違い、どこからどう見ても市井の一般人というありふれたシャツにジャケット、そしてスラックスというものだった。そんなお姫様にエンが半眼になりながら尋ねる。

「……何やってんだ？」

「うむ。良い機会なのでな。この星の市井の有様を見ておこうと思ったのじゃ。」

「ほほう……で、本当は何しにきたんだ？」
「お姫様の言葉を全否定か！？　……いや、市井の様子を見たいというのも本心なのじゃがのう。何せ、儂とタケルが出会うたのも、儂が市井に忍んで遊びに……いやや、視察に出た時じゃったのじゃからのう♪」

「いやいやいや、待て待て待て。いくら元許婚だからって、そいつはお前の親父を殺した犯人なんじゃないのか？　なんでそんなうっとりしてんだよ〝紅色鏖女〟サマ？」

親の仇へのものとは思えない熱を帯びたお姫様の口調に、エンが疑問の声を出す。

すると、お姫様は二つ名を彷彿させる絶対零度の瞳を現して、
「……確かに、その現場を目撃した証人こそ、他でもないこの儂じゃがのう………」
同じく絶対零度の声で言葉を紡いだ。しかし、
「それでも儂はタケルを信じる。」
次の瞬間、絶対零度を粉砕する炎の声が放たれた。

それは、一片の迷いもない信頼が込められた声。
それは、一国の姫である前に、一人の女としての強い決意が込められた言葉。

「そも、タケルには父様を害する理由がないのじゃ。儂は勿論、タケルの出現を誰より喜んでおった一人こそ父様じゃったのじゃからな。ようやくシンカイ朝廷の真の後継者が現れたとのう。そして、幼き日より〝親〟を知らなんだタケルもまた、父様を本当の父のように慕っておった。故に、そのタケルが父様を手に掛けるなど、絶対に有り得ぬのじゃ。」
とうとうと、しかし、この上なく強い決意を込めてコウロは言い切った。

その決意に、セラが感じ入ったように声を漏らす。

「……本当に、その男を愛しているのだな。」

「無論じゃ。故に、儂が見たあの光景もなにがしかのカラクリがあるに違いない。儂がこの星に来た真の理由はタケルを捕らえる為でも、まして抹殺する為でもない。真実を明らかにし、タケルの潔白の証を立てる為にこそ儂は来たのじゃ。」
三たび、強い決意が語られた。……同時に、

「「うっうっうっ………」」

すすり泣くようなハーモニーが聞こえてきた。

「すばらしいです、」

「ぜひとも、」

「「お手伝いさせてください☆」」
大粒の涙を流しながら、ウェイトレスコンビがそれぞれにコウロの片手を握り締めた。見れば、セラも目元をそっとぬぐっている。男のエンにはそれほどでもなかったが、女達にはかなり琴線に触れるものがあったらしい。
───が、
その後、一時間を超える帰り道、ず～～～～～っと〝のろけ話〟を聞かされるに至って、エンは勿論、女達もうんざりした顔を浮かべる事になってしまった。

「……ったく、誰だよ、あいつ焚きつけたのは…………」

「う……し、仕方なかろう。最初に聞いた時は本当に感銘を受けたのだ。」
「そうです、」

「感動したです、」

「「……ここまで長くなるとは思わなかったですけど…………」」

ぼそぼそとお姫様に聞こえないように囁き合う四人。しかし、当のお姫様は更にヒートアップして口をなめらかにする。

「よし、ならば遂に儂らの出会いについて語ってやろう♪」
「……いや、そろそろ俺の家に着くから………」
「そう……あれは遡ること四年の昔………」

「人の話聞けよ、お姫様！」

だが、もはや自分の世界にどっぷり浸かってしまったお姫様は、外野の声など無視してうっとりと語り出す。

「儂は花も恥じらう十五歳、タケルは少年から男へと変わりつつある十六歳の春じゃった………」

「……何だよ、少年から男へと変わるって。何があったんだ、その時？」
「その日も、いずれ国を背負う者として市井の有様をこの目に刻み付けんと、儂は城下の街へ視察に下りておった。じゃが、不覚にも道に迷うてしもうた儂は、文字通り路頭に迷うてしまい、さながら捨てられた子犬のように震えるばかりとなってしもうた。そして、不安と空腹に儂が押し潰されそうになった、まさにその時………どこからともなくタケルが現れ、己の身も顧みずに、身も心も救いの声を上げていた儂へ手を差し伸べてくれたのじゃ。そう、あれこそまさに運命………って、こら！　聞いとるかヌシら！？」

「……げ、また『る』かよ………え？　ああ、終わったか？」
　とりあえず気を紛らわせる為に『しりとり』なんかをやっていたエン達は、お姫様の声に振り返った。
「ヌシら！　儂の〝愛のめもりい〟を聞いておらなんだのか！？」
「……あー、いや、ちゃんと聞いてたって。えーとだから………お前が道に迷って腹の虫をグーグー鳴らしてた時に、たまたま通りかかったそいつの食糧を強奪して残らず食いまくった………だっけ？」

「………いや、まあ……一面から見れば、そのような解釈も成り立たなくもなくもなくもなくもないのやも知れぬが…………」
なぜか視線を泳がせて言葉を濁すお姫様。

「……ま…まあ、その事はさて置くとしてじゃ………ヌシら、仕事の方は万全なのじゃろうな！？」

まるで何かを誤魔化すかのように話題を変えるお姫様。……しかし、

「ん？　ああ、最初の一手くらいは考えてあるぜ。」
ようやくのろけ話が終わった事にほっとしながら依頼人の言葉を受けて、エンは表情を仕事用のそれに切り替えて口を開く。
「お前らが追ってるタケルってヤツは、単機で国を飛び出したって事だったよな？　しかも、罪状を考えりゃあ国を出る時には相当ヤバい状況をくぐらざるを得なかった筈だ。それこそシンカイの正規軍と戦り合うような事もあったろう。となりゃあＭＤは勿論、中のドライバーだってダメージを受けてておかしくない。そうなると、そういったダメージを〝直せる〟所にそいつは行く筈だ。それも、事情を考えりゃあ非合法度が高い所へな。そういう店なら俺もいくつか心当たりがあるから、まずはその手の店を当たってみる。」
「……なんじゃ、しゃんと考えておるのじゃな。流石はあ奴の紹介した男じゃの♪」

スラスラと出てきた答えに一瞬、呆としたものの、すぐに笑みを浮かべるお姫様。まるで猫のようにクルクルと変わるその顔と声に、眉をひそめてエンが尋ねる。

「……『あ奴の紹介』って言ったな。気になってたんだけどよ。最初、戦り合いそうになった時も『聞いた通り愉快な奴』とか言ってたよな？　一体、誰に俺達のこと聞いたんだ？」

「む？　言っておらなんだか？　ヌシらも知っておる奴じゃぞ。」

意外そうに首をかしげてから、お姫様はその名を告げた。

　

「ランデイン帝国のヴィクセルじゃ。」
「はああっ！？　あの皇帝陛下かよ！？」

ランデイン帝国───太陽系三大国家の一つにして、太陽系最強の軍事国家。確かに二週間ほど前のある事件で知り合ってはいたが、意外な大物過ぎる名前にエンは思わず声を張り上げた。

「うむ、あ奴の紹介ならば間違いはあるまいからのう。して、その聞いた通りの奴はこれからどうするのじゃ？」
エンの反応を楽しむような笑みと共に、こちらも三大国家のお姫様が訊いてきた。

「……ん？　ああ……とりあえずウチのジジイが〝直し屋〟をやってるんでな。まずはそこを当たってみるさ。つーか、俺も同じ建物に住んでるんでな。これから帰って訊いてみる。」

それから少し歩いて、エン達は昼間騒ぎのあった酒場『錆びた鉄亭』のすぐ裏にある建物に着いた。エンの祖父が営む〝直し屋〟の建物である。そしてドアを開けて店に入る。

「ジジイ、帰ったぞ。早速だが……」

「なんじゃ、行儀の悪い。今、来客中じゃ、あとにせい。」
雑然とした部屋の中央で、男と向かい合ってソファーに座っていた店の主タイジュ・ムゲンは、孫の無作法に顔をしかめて渋い声を出した。

「ほほう、ここが海王星随一と言われる〝直し屋〟か………」

しかし、そんな店主の声にお構いなく、エンの後から顔を出したお姫様は興味深そうに店内をグルッと見回す。……が、
「……ん？」

最後に客としてそこにいた男と目を合わせると、眉根を寄せて黙ってしまった。
「あ………」

目を合わされた客の方も、お姫様と共に黙ってしまう。

空気が凍りついた。

やがて、お姫様が客の名をポツリと呟く。

「タケル……？」

　　その四　　追いはぎではない徴発じゃ
「うむ、苦しゅうない。珍味であったぞ♪」

斜陽の光に照らされて、ご満悦の少女が言った。

少年が持っていた食糧を、残らず胃袋に収めて。
「……うう…お…俺の……三日分の食い物……………」

なぜか道端に倒れている少年が呻いた。

よく見ると、不器用な三つ編みを垂らす頭に大きなコブがある。

まるで、山賊か追い剥ぎにでも襲われたような有様だ。

「ゆ…油断した……まさか…新手の強盗だったとは…………」

「むむ？　誰が強盗じゃ。これは『徴発』というのじゃ、無礼者め。」

憮然とする少女。だが、いきなり襲い掛かって食糧を奪う行為は、一般には『強盗』でしかないだろう。加えて、夕日に照らされた〝紅色〟の少女の顔からは、先刻までの儚さなどは微塵も感じられず、〝猟姫〟的とも言える異様な迫力を感じるのみだった。
「ふむ……とは言え、このまま何の礼もせぬではわしの矜持にも関わるのう………じゃが、あいにく金を持ち合わせておらなんでのう…………」

その〝紅色〟の〝猟姫〟が、傲岸な態度で親指を顎に当てて考え込む。やがて、

「そうじゃ。この指輪をやろう。」

少女は左の薬指にはめていた指輪を外す。

「そ…そんな安物……へぶっ！」

言いかけた少年の頭を踏みつけて地面にめり込ませる少女。
「ふはははは、無礼はゆるさぬぞ？　この指輪はわしが亡くなられた母様からいただいた大切な指輪なのじゃからのう。いつかわしに大切な人があらわれた時、その人に渡すようにといただいたものじゃ。ヌシは今、わしの命をすくってくれた大切な命の恩人じゃからのう。特別にこの指輪をくれてやろう。」

言いながら、少女は指輪を少年の手に握らせる。

「……良いか？　わしは二度とヌシに会うことはないやも知れぬ。じゃが……この指輪を見た時には一瞬で良い、わしという人間がいたことを思い出してくれぬか…………」

少女は、歳にそぐわぬ寂しそうな表情を浮かべて唇を動かした。

「では……さらばじゃ…………」

そして、少女は去っていった。

その後姿を見て、少年は食糧を奪われた怒りも忘れ、赤い夕陽へ消えていく少女を無言で見送ることしか出来なくなっていた…………
ちなみに───
「息災か！　来てやったぞ！！」

「……二度と会えないんじゃなかったのかよっ！？」

二日後、あっさり少女が少年の前に現れたのは、また別の話である。

「うわあああああああああああああああっ！！」

タケルはベッドの上で飛び起きた。

「……な…なんだ……なんで今頃あんな昔の夢を…………」

その身の作務衣が汗でぐっしょり濡れていることに気づきつつ、窓の外を見る。
早朝の朝日がまぶしかった。

思えば、この三日間の内にこんなにグッスリ眠れたのは初めてだった。

「……ん？　でも待てよ。俺…なんで寝たんだっけ？」

記憶を手繰ろうとしたその時、

「ああ、起きたか。」

部屋のドアが開き、一人の男が入ってきた。十代後半と思われる、真っ赤な髪の男だ。

「お前は……いや、その前に、ここは………？」

「覚えてないのか？　ここは、お前が仕事を持ち込んだ〝直し屋〟の二階だよ。お前、夕べ気絶してから今までずっと寝てたんだ。そこのお姫様に攻撃されてな♪」

「………！」

その時、タケルは初めてベッドに腰を下ろす自分の足元に自分の許婚がいる事に気がついた。イスに座りながら上半身をベッドに突っ伏すようにして寝息を立てている。その目元には涙の跡がはっきりと付いていた。

「………………………………」

許婚をじっと見つめるタケル。それを見ながら赤い髪の男──エンが口を開く。

「しっかし、そのお姫様、ＭＤの手に乗ったまま空から降ってくるとか見て〝ハイペリア〟だってのは判ってたが、まさか〝サイコ〟の方の〝デュアルドライバー〟だったとはな。最初に戦り合いそうになった時の氷もそいつの仕業か。いきなり部屋ごとお前を凍りつかせた時はマジで驚いたぞ。」

この時代、太陽系全土に進出した人類の中には、ごく稀に〝ハイペリア〟と呼ばれる常人の数倍から、個人によっては数百倍もの運動能力を持つ超人的な存在が生まれていた。
そして、その〝ハイペリア〟とは別に更に稀有な存在として、特殊な自然法則を駆使し様々な特殊現象を引き起こす高自然学、一般には〝魔術〟と通称される技能を操る〝スペルドライバー〟。更に、超能力的な様々な異能力を操る〝サイコドライバー〟。そんな常軌を逸した存在が太陽系には生まれていた。
そして、そのどちらかの能力に加え〝ハイペリア〟としての高い能力をも併せ持つ者がごくごく稀に生まれる事があった。そんな彼らは〝デュアルドライバー〟と呼ばれ、一つの星に五人いるかどうかという極めて貴重な存在となる。………そして、そんな貴重な存在の一人は今、ベッドに突っ伏して涎を垂らしながら寝こけていた。
「……ああ、こいつの家系は代々〝ハイペリア〟……って、俺の国じゃ〝鬼道士〟って言うんだがな。その〝鬼道士〟の能力に加えて、〝凍結系〟の〝異能士〟の才能まで強く受け継いでるんだとよ。中でもこいつは歴代最強クラスの能力を持ってるって言ってたな。」

その最強クラスの〝デュアルドライバー〟の頭を愛おしそうに撫でながら、ベッドの上の男はゆっくりと言葉を紡いだ。

「……でも、そういうお前だって〝Ｓ級〟の〝ハイペリア〟だろう？」

「……お互い様だろう？」

エンの言葉にタケルが答えた。

〝Ｓ級ハイペリア〟

一般にはＡからＤの等級に分類される〝ハイペリア〟の中で、それらを超える特に強力な身体能力を持つ存在。〝デュアルドライバー〟ほど貴重でないとは言え、それでも一つの星に十数人しかいないと言われる。
「……にしても、シンカイって国は国民のほとんどが同じ民族で占められてて、それ以外の民族系のヤツは『ガイジン』とか言われて迫害されてるって聞いてたんだが………次期国主の許婚がその『ガイジン』だったってのは意外だな。」

金色の髪を腰まで伸ばし、一本の三つ編みにしている男にエンは言った。

「……まあな。確かに少し前までは〝守旧派〟なんて呼ばれてる頭の固いジジイ共が『攘夷』っていう差別政策をやってて、〝ヤマト民族〟って言われる黒髪の民族以外はいい扱いを受けてなかったんだが……そのせいで、やっぱり〝ガイジン〟だった俺の前の〝朱飛沫〟がヘソを曲げて国を出ちまってな。挙句、ランデインに流れ着いたそいつが、いきなりあの国の軍の最高位になる〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ストームナイツ),嵐の騎士団)〟のメンバーに選ばれたりしちまったもんだから、それ以来、優秀な人材をむざむざ他の国に流してなるものかってんで、今の陛下が『攘夷』を撤廃させようって改革を本格的に始めたのさ。」

金髪碧眼の男は肩をすくめる。

「実際、その元〝朱飛沫〟以外にも、そいつの弟やら弟子やら能力は優秀なのに〝ガイジン〟ってだけで冷飯を喰わされてた奴らが随分国外に流れちまってたからな。なのに〝守旧派〟のバカ共は相変わらず〝ガイジン〟を毛嫌いして、〝ガイジン〟が国の大事な地位に就く事すら邪魔しまくってた。だが、そんなバカな状況を変えようと陛下が改革を断行してからは、俺達みたいな〝ガイジン〟もそれなりにいい思いが出来るようになったのさ。他にも……えーと、『枢密院』って知ってるか？」
軽く思える言葉の奥底に尊敬を滲ませたタケルの声。そして続けられた問いに、エンはわずかに眉をひそめながら答える。
「……ああ、太陽系最高なんて言われるシンカイの情報部だろう。太陽系のあらゆる場所に根を張って、あらゆる情報を集めてるっていう。これに対抗できる情報機関って言うと、あとはもう〝蝕蠍衆〟とかいう太陽系最大の暗殺組織くらいか。」

「ははは、〝裏〟の事までよく知ってやがるな。その通りだ。で、実際、俺以外でも、その枢密院の副頭が陛下の改革のおかげで〝ガイジン〟になってんのさ。」
その『陛下』の娘婿になる筈だった男は、まるで自らを誇るような笑みを浮かべた。

同時に、エンもまた自らを誇るような笑みと共に声を出す。

「なるほどな。そういや、昨日の宴会で楽器を弾いてた女達も、そこの姫サマとは明らかに違う民族の女だったな。
でも枢密院はともかく、〝嵐の騎士団〟なら俺も誘われた事があるぞ♪　……で、その〝ガイジン〟の差別をやめようって改革を始めた〝陛下〟ってのが、お前が殺したっていう陛下なのか？」

「……！」

まるで、ちょっと飲みに行こうと誘うかのような上辺だけは軽いエンの言葉に、タケルが眼つきを険しくする。

広くはない部屋が、一瞬にして緊張に満ちていく。……しかし、
「……ん……あ…………」

その時、ベッドに突っ伏していたお姫様が目を覚まし、

「「……ぷっ」」

その涎まみれの寝ぼけ顔に男二人は噴き出し、部屋を満たした緊張もあえなく霧散してしまった。

「…ったく……起きたか姫サマ？」

「あ………」

毒気を抜かれたタケルが溜め息まじりに声を掛け、一方のお姫様も息が抜けるような小さな声を漏らす。そして、

「……うあ～～～～～～～っ！　タケルうううううううううううううううう…………」
泣きながら抱きついた。

「……心配したんじゃぞ………全然目を覚まさないからあああああああ………………」

「ぶわっ、こらっ、涙が、鼻水が、涎が………つーか目を覚まさないって、お前が気絶させたんだろうが！」

「うああああ………と…当然じゃ……ヌシは……わしを心配させたんじゃぞ………その罪……あの程度ですんで感謝するがよいいい…………うあああああああああ……………」
ひたすら泣きじゃくるお姫様に困った顔をしていた許婚だったが、やがて苦笑い気味に再び溜め息をつくと、自分の胸に顔をうずめる女の頭と背中に手を置く。そして、まるで子供をあやすようにゆっくりと撫で始めた。その手の左の薬指には、女と初めて出逢った時に渡された指輪が光っている。
なんかもうグダグダになってる気もするが、とりあえず許婚同士の喜ぶべき再会を見届けて、エンは部屋を出ようとベッドに背を向けた。……が、
「……ま、それはそれとして、儂も先刻の答えを聞きたいのう。〝陛下〟を殺したのは誰なのか………」

ふと、ピタッと泣きやんだお姫様の声が聞こえた。

「ぐあっ！？」

次いで聞こえた男の悲鳴にエンが振り向くと、そこにはベッドの上でタケルを抱き締める……を通り越して、渾身の力でサバ折りを掛けているお姫様の姿があった。
「が……は…ちょ……待て…お前……苦し………」

ギシギシと嫌な音を立てる自分の背骨に顔をしかめながら、タケルが息も絶え絶えに声を絞り出す。一方、
「さ～て、きりきり吐いてもらおうかのう……あの時、一体なにがあったのじゃ？　あの時……儂が現場に踏み込んだ時には、全てが終わった後じゃった………なれば……儂が踏み込む前に……一体なにがあったのじゃ………！？」
どんどん青ざめていくタケルを、凶悪な笑みを浮かべるコウロが問い詰めた。しかし、
「……あー、ちょっと待てお姫様。そのままだと、そいつ別のものを吐いちまいそうだぞ。魂とかな。」

　目元を引きつらせながらのエンの言葉に、ようやくお姫様は許婚を熱過ぎる抱擁から解放する。
　そして、息も荒くベッドの上に突っ伏す許婚に改めて問い掛けた。

　「さあ答えよ、タケル。あの時の真実は───」
　
刹那、窓を突き破って白づくめの男達が乱入してきた。

「なにいっ！？」

乱入者達は両手に短刀を持ってベッドの上の二人に襲い掛かろうとする。だが、そこにいたのは三人の〝Ｓ級ハイペリア〟である。いかに不意をつかれようと地力の差であっという間に乱入者達を倒してしまった。
「…何なんだ、こいつらは………」

ベッドから立ち上がる事すらせずに乱入者を倒したタケルが言った。

「あー、俺としちゃあ二日連続でカチコミって事こそ何なんだって思うんだが………まあ、この星じゃよくある事だしな。特に俺みたいに仕事柄あちこちで恨み買ってるヤツの場合は………」

こちらも襲われたばかりだというのに、余裕の表情で話すエン。

「……ただ、裏の酒場と同じ、俺達〝炎の四重葬〟の溜まり場になってるこの〝直し屋〟を狙うなんて勇者がまだいたってのが気になるな………昨日みたいに他の星から来たばかりで、この星の事情をよく知らないってんなら、ともかく………」
言いながらコウロを見るエン。見られたコウロはしれっと視線を逸らす………が、

「むっ！？」

逸らした視線の先で、倒された乱入者達が幽鬼のように立ち上がるのを見て唸った。

「……ヌシ達、加減をし過ぎたのではないか………？」

その言葉が終わらない内に、二人の男によって再び薙ぎ倒される乱入者達。が、

「なんだと！？」

またも乱入者達は立ち上がってきた。

「……チッ、これ以上強くやるとバラバラになりかねないんだが………恨むなよ！！」

エンの言葉と共に、それまでとはレベルの違う攻撃を放つ男二人。言葉通りに乱入者達は、ある者は腕が飛び、ある者はどてっ腹に風穴が開き、ある者は………頭が胴から弾け飛んだ。
「おお、流石〝三なし〟の〝炎の四重葬〟じゃのう………何じゃと！？」

しかし、それでも乱入者達は立ち上がってきた。

その光景に流石のエンも顔色を変える。
「ちょっと待てよ、おい！　何で立ち上がれる！？　つーか何で生きてられる！？」

「……これも、この星では〝よくある事〟なのか………？」
「んなワケあるかあっ！　〝らくうんしてぃ〟の怪談じゃあるまいしっ！！　……ん？」

お姫様の世間ズレした言葉に絶叫するエンだったが、あることに気づいて眉をひそめる。

乱入者達の傷口から、骨や筋肉と融合した機械がのぞいていた。

「……まさか、こいつら………！」

エンが更に顔色を変える。その頭には、二週間前のある記憶が思い浮かんでいた。
その時、下の階からも、何かが壊れたり暴れたりするような音が聞こえてくる。
「まずい！　下にも来てるのか！？」

そこには近所から足を運んできたセラやウェイトレスコンビ、それに朝一でわざわざ車をとばしてきたユーリィ達がいる筈だ。
「……うおっと！」

しかし、一瞬気を逸らした隙に、最早ゾンビと化した乱入者達が襲い掛かってきた。この様子では、おそらく下でも苦戦しているだろう。いや、苦戦というのは正しくない。少なくとも乱入者達を倒すことはできる。だが、それはあくまで一時的なものでしかない。いくら倒しても立ち上がってくる敵をどうすればいいのか。いや、答は解っているのだが…………
「うっ！？」

再びエンの隙をついた乱入者達はエンに足払いを掛け、その体を床に倒すことに成功した。すかさず、まだ腕の残っている者が短刀を振り上げて襲い掛かってくる。

「やべっ……」

更にエンの顔色が変わった。が、

「なにい！？」

次の瞬間、全ての乱入者達は紫水晶の如き氷に覆われて動かなくなっていた。

コウロに目を向けるエン。しかし、コウロ自身も驚いたように首を横に振る。その時、
「うおっ……！？」

強烈な、あまりにも強烈過ぎる重圧が部屋に溢れた。
「ぐ……ああ………！」

それはエン達の体を指一本動かすことも許さずに縛りつけ、エンは立ったまま倒れることも出来ない。
他星よりレベルが高いと言われる海王星のＭＤドライバー、そのトップであるエンでさえ感じた事のない圧倒的な重圧が胸を締めつける。事実、海王星のトップ５は勿論、かのランデイン帝国の皇帝でさえ、ここまでの重圧を発する事はなかった。

「……バ…バカな……こんな重圧を…人間が出せるわけ………！」

あまりの強さに、一瞬気を抜けば丸ごと意識を持っていかれそうな重圧を辛うじて耐えるエン。見れば、タケルとコウロもベッドの上で似たような状態になっている。〝Ｓ級ハイペリア〟である彼らだからこそ、どうにか耐えられているが、おそらく普通の人間がこれを浴びれば、意識どころか命まで持っていかれかねない。

「……う…ん……？」

今にも消えそうな意識の中、ようやくエンは部屋を満たす重圧の〝発生源〟に気づいた。それは―――
「……こ…こども………？」

乱入者達に砕かれた窓の縁に、一人の少女が立っていた。

歳の頃は十歳前後。薄い紫のフリルで飾りつけられたまっ白なドレスを着ている可憐な少女だ。同じくまっ白なヘッドカバーからは、紫の髪が足下まで伸びている。そのヘッドカバーの上に開かれている日傘もやはりまっ白で、可憐な少女は可憐な風車のようにそれを回転させる。
刹那、凍りついた乱入者達が砕け散った。

砕け散った氷の破片は、まるで粉雪のように室内に舞い散り、まっ白な少女を一層可憐に飾り立てていく。
その少女が、視線をエンに向けてきた。次いで、紫水晶のような瞳を輝かせながらゆっくりと唇を開く。そして―――
「……そうです。何度でも立ち上がってくるというのであらば、立ち上がれないまでに粉々にしてしまえば良いのです……そうでしょう？　〝浄炎の孫〟の方………」

ゾッとする声が聞こえた。それは、子供特有の無自覚な残酷さからくるものではなく、自分が何をしているのかを全て理解した上での言葉だった。
だからこそ、エン達は一瞬で敵を葬った目の前の少女に一層の恐怖を感じた。

その時、

階下から爆発音が聞こえた。

「…ぐはっ……！」

同時に重圧が消え、開放されたエン達はガクッとくず折れると大きく肩で息をする。どうにか顔を上げて窓を見ると、少女の姿も消えていた。

「……ま…まぼろし………？　いや………」

断じて、あの重圧は幻覚などではなかった。よろよろと立ち上がって窓から外を見ると、店の前の通りに何かの破片が散らばっている。直感的に、エンはそれが階下を襲った乱入者達の破片だろうと確信した。しかし、だとすれば一階にまで届いていたであろうあの重圧の中で、一体誰が敵を倒したのか。考えていると、その一階から足音が近づいてきてドアが開かれた。
「「ご無事ですか、エンさま！！」」

真珠色の髪のウェイトレスは長いムチを、鴉羽色のウェイトレスは大型の鎌をそれぞれに握って、そこに立っていた。そして、部屋に散らばる氷の破片を見て声を出す。

「これは……」

「氷……」

「「コウロ様がやったんですか？」」

「いや、そういう訳でもないんだが………それより下は大丈夫なのか！？」

ハッとしたエンの声に、ウェイトレスコンビが笑顔で答える。

「それはもちろん、」

「みなさまご無事です、」

「「助っ人がきてくれましたので☆」」

「なに……助っ人………？」

そのまま首をかしげながら部屋を出て下に降りていくエン。そこには、

「はあ～い、エン♪」

「……リオ、お前か！？」

腰まで届く長い黒髪をポニーテールにした女が立っていた。年の頃は二十歳前後。元は派手だったのだろうが、今は色褪せてすっかり地味になった黄色いコートをスレンダーなボディーに纏った女だ。コートの中は至って普通のシャツにチノパンツと、顔立ちこそ整っているものの、全体にパッとしない軽薄そうな姿が見える。しかし、そんな中で〝黒い結晶〟がはめられた右の中指の指輪の台座と、ポニーテールをまとめる筒状の髪止め、その二つだけがまばゆく金色に輝き異彩を放っていた。
リオ・タカオカ。

一月半前に知り合ったフリーのＭＤドライバーだ。軽薄そうな見た目や仕ぐさとは裏腹に、〝Ｓ級ハイペリア〟と〝スペルドライバー〟の能力を併せ持つ強力な〝デュアルドライバー〟である。

「どうしてお前が………いや、その前に、上に来た白いドレスの女の子、お前の仲間か？」

「女の子？　何よそれ？」

エンの問いに眉をひそめるリオ。

「あ、いや……知らなきゃいいんだ…………」
「……ふーん、まあ、いいけどね。でも、なんであたしがここにいるのかって質問なら答えてあげられるわよ♪　ぶっちゃけ、二週間前に土星で起きた事件の調査よ。」
「！？」

エンと、その周りの女達が目を剥いた。そして、

「……やっぱり、あれと同じ技術なのか…………」

（嫌な方向に）予想通りという顔になって、唇を噛みながらエンは言った。セラやユーリィ、それにウェイトレスコンビも同様の顔をしている。

「む……？　どういう事じゃ？」

その時、エンに続いて下に降りてきたコウロとタケルが、ワケがわからないという顔をして首をかしげる。

　そんな二人に視線を向けるエン達。話していいものか迷っている顔だ。

　「……あれ？　そこにいるのってシンカイ朝廷のお姫様よね？　だったら話しちゃっていいわよ。その国にも関係があるから。」

　しかし、エン達の迷いをリオがあっさり断ち切った。

　「むう？　じゃから何の話じゃ？　否、それよりも儂の国に関係があるとはどういう事じゃ？」

「……あー、わかったよ、全部話してやる。えーと……ジジイはまだ帰ってこないんだよな？」

　「はい、夕べずっと仕事をされて、」
　「朝早く、遺跡の発掘に行かれましたから、」

　「「当分、帰られないと思います☆」」

　エンの問いにウェイトレスコンビが答えた。それは不幸中の幸いというヤツだったのだろう。もし、〝ハイペリア〟でもないタイジュがここにいれば、先程の強烈な重圧でショック死していただろうから。しかし、それを抜きにしても、
　「……徹夜明けにいきなり肉体労働かよ、あの考古学者モドキめ………どの道、しばらく死にそうにないな。んじゃあ、ジジイが帰ってこない内に話しちまおう。とりあえず四階の俺んトコの応接室にいくぞ。」

　

　
十分後、〝直し屋〟の建物の四階にあるエンの居住スペース。その中にある応接室に全員が集まっていた。

　テーブルの周りのイスに座るそれぞれの前には、ウェイトレスコンビが淹れた紅茶のカップが置いてある。………が、正直それほど広い部屋でもないので、八人もの人間が集まると結構ギチギチになってしまう。
　「むうう……もう少し広い部屋はないのか？」

　「我慢しろ。この部屋が一番防音がしっかりしてんだよ。あんまヨソに聞かせていい話じゃないからな。」

　コウロの不満をエンが抑えた。
　そんな中、まずはリオが口火を切って話を始める。

　「……えーと、それじゃあシンカイ朝廷のお二人さん、まず二週間前の土星の事件のことは知ってるかしら？」

　「無論じゃ。二週間前、土星のベイド崇国が、ランデイン帝国の土星の分領に侵攻した事件じゃろう。」
　「ま、正確にはその侵攻が終結したのが二週間前だけどな。」

　コウロの答をタケルが補足した。

　「その通りよ。まあ、細かい事件の説明は省くけど、問題なのは、その事件の時にベイド崇国が使ったある技術なのよ。」
　エン達〝炎の四重葬〟（と、そのスポンサー）の顔色が変わる。
　「とりあえず、あたし達は〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(メタライズ),金属化)〟って言ってるけどね。簡単に説明すると、人間の体と機械を融合させて、機械の性能や操縦の速度を大幅にアップさせるっていう技術なのよ。例えばＭＤなんかの操縦にこれを使えば、そのＭＤの戦闘力をケタ違いに上げる事ができるわ。」
　「……ほう…それはなかなか魅力のある技術じゃのう…………」

　コウロが、国を統べる者の顔になって呟いた。しかし、
　「やめておけ。」

　セラが目つきを鋭くして口を挟む。

　「確かに、それだけを聞けば、国の重責を担う者には旨い話に聞こえるかも知れぬ。これといった人員の増加や訓練の強化などを行わずとも、国の軍事力を増強できるという事だからな。特に今のような戦乱の時代には、尚更旨い話に聞こえるだろう。」
　そこで一旦言葉を切ると、セラは嫌な記憶を思い出すように顔をしかめて再び口を動かした。
　「だが、あれは人が手を出して良い技術ではなかった。一度処置をされれば、その人間は融合させられた機械の一部……いや、部品となってしまい、二度と機械から離れる事もできなくなる。加えて、その状態で命を落としたとしても、完全に破壊されない限り外部からの操作で強制的にその身を動かされてしまう………そうだ、あれは〝人間〟を、ただ機械を動かす為だけの〝ヒトガタ〟にしてしまう、人が手を触れてはならぬ禁断の技術だった……………」
そこまで話すと、セラは口をつぐんで顔を伏せた。
そこまで聞くと、コウロは口をつぐんで無言になった。

そんな二人にわずかに眉尻を下げたものの、リオは説明の続きを口にする。

「確かに、あんまり人道的な技術とは言えないでしょうね。それと、セラが今『死んで尚、動かされる』みたいなことを言ってたけど、こっちで調べたところによると基本的にはこの技術、元々死体にしか効果がないみたいなのよね。つまりは、〝機械仕掛けのゾンビ製造法〟みたいな技術らしいのよ。ま、中には違うのもあったみたいだけど。」
セラが目を険しくする。

「あと、これもこっちで調べた事なんだけど、使いようによってはこの技術、機械の操縦とかとは別に死体だけを独立して動かして、思い通りに行動させる事も出来るらしいわ。まあ、この場合にはマジでゾンビ軍団みたいになっちゃうでしょうけどね。」
その言葉に、コウロが大きく目を見開いた。

「……それでは、先刻儂らに襲い掛かってきた乱入者達も…………」
「ええ、あたしも一階で見たけど、傷口とかから機械が見えたりしてなかった？　人間の内部組織と融合した機械がね。」
その言葉に、二階にいた三人の頭にある光景が思い浮かぶ。

エンとタケルの攻撃で欠損した体からのぞく、骨や筋肉と融合した機械…………

「そういう事か………」

更にコウロが言葉を続ける。
「成程、技術とやらについては解った。確かに、おいそれと人が手を出して良いものではないようじゃ。……じゃが、ヌシは言っておったな。儂の国にも関わりがあると。あれはどういう事じゃ？」

「ええ、内容はともかく、その技術、レベルはメチャクチャ高いワケだからね。それこそ今の太陽系の科学レベルなんか軽くぶっちぎっちゃってるくらいに。だから、それほどの技術がどっから出てきたのかを、あたしは調べてたのよ。」
リオは、真っ直ぐコウロの目を見ながら答えた。

「ま、残念ながら出所までは判んなかったんだけど、どうもその技術、ベイド意外にもかなりの国の手に渡ってるってのが判っちゃってねえ………アケノアカツキ幕府って国、知ってるかしら、お姫様？」

リオの言葉に、コウロは不快そうに眉を動かす。

「……無論じゃ。〝雪〟を国章とする我が朝廷に対し〝炎を纏う多頭竜〟を国章とする我が朝廷の怨敵。その起源は、かつて我が朝廷から離反した一部の衛士が水星に渡った事に始まり、かの〝帝国〟には及ばぬとは言え、今や太陽系有数の軍事国家となった国………それがアケノアカツキ幕府じゃ。そのような成り立ち故、建国以来、我が国とは幾度も戦火を交え、現在も冷戦状態となっておる。……ヌシの口振りじゃと、アケノアカツキにもその技術が渡っておるという事かの？」

感情を消した声でお姫様は言った。

「御名答、その通りよ♪　でもね、問題はそれだけじゃなくて、どうやらそのアケノアカツキを通して、シンカイ朝廷の一部にも技術が渡ったらしい跡があるのよ。」

「なんじゃとっ！？」

お姫様が消した感情を顕にして叫んだ。
「まあ、知らなくても無理ないわ。アケノアカツキからその技術を受け取ったってのは、シンカイの中でもかなりの中枢にいる人間みたいだから。それこそ情報操作くらい簡単に出来ちゃうね。
容疑者として考えられるのは二人。一人は政務の頂点たる太政大臣、レイギ・オバマ・シンカイ。もう一人は軍務の頂点たる征威大将軍、マサムネ・ミヤトよ。」

「……！」

絶句するコウロ。

「……ちょっと待て。そいつら両方海王星に来てるぞ！」

エンが昨日の宴会を思い出しながら声を荒げた。

「……で、どっちが可能性が高いんだ？」
対して、タケルが極めて冷静に尋ねる。

「うーん……今んトコはどっちとも言えないわね。一応両方の周辺も調べてみたけど、レイギの方は名前に〝シンカイ〟って入ってる通り王族……シンカイじゃ『朝堂』って言うんだっけ？　その朝堂の一人で、政務のトップとして国内では大国家を見事に運営してる上に、国外でも色んなトコの戦場へ自ら戦災復興の指揮を執りに行ったりしてる有能な廷臣。
もう一人のマサムネは、平民……ていうよりは下層民の出身だけど、その下層民から軍務のトップに昇り詰めたって事で、国民の成功の象徴みたいな形で軍は勿論、一般の国民からの支持も高いわ。ついでに本人の国への忠誠心も高くて、他の国との戦いでは常にシンカイ朝廷を勝利に導いてきた英雄。
そんな感じで、どっちも国を裏切る理由は見当たんないから、今んトコはどっちが怪しいとは言えないわ。………てゆーか、最悪の場合、二人が共謀してるって可能性もあるわけだけどね。」

「莫迦を言うでない！！」
コウロが立ち上がって叫んだ。

「……あ奴に限ってそのようなこと…………」

そのまま顔を伏せ肩を震わすお姫様に、タケルがなだめるように声を掛ける。
「コウロ………」

「……すまぬ……少し外の風に当たってくる…………」

しかし、コウロは顔を伏せたまま部屋を出ていき、タケルもそれを追おうとする。だが、
「待て。彼女の事……私に任せてくれぬか。」

セラがとても深い瞳でそれを止めた。

「……ま、女同士の方が上手くいく話もあるだろ。」

そこへエンがセラへの後押しをする。その言葉に、タケルは一度立ち上がったイスに再び腰を下ろすと無言で頷いた。

「……すまぬな。」

セラは短く一言だけ言うと、コウロを追って部屋をあとにした。
「ここにいたか。」

〝直し屋〟の建物の屋上で、セラはコウロを見つけた。

屋上に立ち尽くして空を見つめていたコウロは、掛けられた声にも微動だにしない。

そんなコウロに、セラはおもむろに語り続ける。

「……『あ奴に限って』と言ったな。レイギとマサムネ、どちらに向けての言葉だったのだ？」
ややあって、コウロが口を開いた。

「………〝金属化〟とやらに関するヌシの先程の言葉、ヌシ自身の見聞きした事からくるものか？　セラ・ポリー……いや、セラ・ポルシュナ・ベイド、かつてのベイド崇国第一王女よ…………」
セラの眉が一瞬動く。

「……やはり、気づいていたか…………」

「無論じゃ。二週間前の事件の後、かの国が革命により共和制となったことで国から追放されたと聞いておったが、よもやこのような所でまみえるとは思わなんだぞ………あの〝影冠〟……いや、ユーリィ・フェルプスと名乗っている女も含めてのう。」
コウロが眉を下げながら微かな笑みを浮かべた。対して、セラも同様の笑みを浮かべて口を開く。
「……ふっ、私とてあの薄紅色の戦艦を見た時はまさかと思ったぞ。だが、戦艦をあのような色にさせる人間が太陽系に二人もいるとは思えなかったからな。」
そのまま、しばし無言になる二人。

やがて、

「……あ奴……マサムネは儂にとって〝姉〟であり………〝共犯者〟でもある女なのじゃ…………」

ゆっくりとコウロが語り出した。
「ヌシならば解ると思うが、権力を持つ者は、その権力が強ければ強いほど孤独になってゆくものじゃ。さながら、深い海の底の如き闇に包まれた孤独にのう。」
深い海の底の如き声が聞こえた。

「儂に至っては、生まれながらに〝鬼道士〟に加え〝異能士〟としての強い能力をも備えたが故に、早い時期に内太君の地位を与えられてのう……じゃが、儂が第三室の胎から生まれた身であったが為に、他の母や〝きょうだい〟達から色々と辛辣な目に遭わされたものじゃ。殊、子に恵まれなんだ正室からのそれは苛烈を極めてのう。加えて、儂が十歳の時分に母様が亡くなられた事で、〝敵〟からの儂への待遇は、まこと容赦がなくなった。それこそ命を落としかけた事も一度や二度では済まなんだぞ。」
まるで長い吹雪で凍てついたような微笑と共に、お姫様は言葉を続ける。

「市井へ降りるようになったのも、有体に言えばそのような境遇から逃れたいとの思いがあったことは否定できぬ。じゃが、そのような境遇が三年も続き、いよいよ儂の心が折れようかという時………マサムネが現れてくれたのじゃ。」

笑顔でお姫様は言った。しかし、それは決して晴れ晴れしい笑顔ではなく、吹雪さえも凍らせる永久氷壁のような暗く冷たい笑顔だった。
「マサムネは、まるで〝姉〟のように儂を優しく包んでくれた。そして、儂が生き延びる為に必要な事を教えてくれたのじゃ。そして……その日から、儂とマサムネは必要な事を始めた。一片の容赦もなく、次々と〝敵〟を闇へ葬っていった………全く、〝猟姫殺刃〟だの〝紅色鏖女〟とは良く言ったものじゃ。無論、全ては表沙汰にならぬよう秘密裏に運んだのじゃが、人の噂にまで囲いを作る事は叶わぬからのう………やはり、〝刃〟となったこの手に染み着いた〝紅〟い〝鏖〟の匂いを、人は嗅ぎ取ってしまうものなのじゃな…………」
変わらず〝笑顔〟を浮かべたままで、紅い姫は唇を動かす。
「じゃが、断っておくが儂は後悔はしておらぬぞ。儂らがやらねば、儂らがやられておっただけなのじゃからのう。朝堂なぞに生まれ、朝廷という箱庭から逃れられぬ以上、己が生き残る為には『玉座』というたった一つの〝居場所〟を奪い取るしかあるまい。そう、儂らは己の〝居場所〟を守ろうとしただけじゃ。そして、その為の方策が奇遇にも〝鏖〟じゃっただけのこと………それが、真実じゃ。」
紅い姫は、迷いのない〝笑顔〟で言い切った。

「そうじゃ。どのような……例え、巷間の〝良識〟にそぐわぬ凶行であろうとも、最後の最後の最後まで貫き通せば、それはこの世の〝真実〟となるものじゃ。
そうして、儂らが朝廷の裏を紅く染め続けて二年が過ぎ、大半の〝敵〟を消し去った頃、久方振りに城下へ降りた儂は………タケルと出逢うたのじゃ。」
その時、ほんの少しだけ笑顔に光が射したように思えた。

「何故、初めて顔を逢わせただけで、ああも惹かれたのかは儂にも解らぬ。じゃが、ただ一度、タケルの顔を目にし、タケルの声を耳にした瞬間、タケルはそれまでの二年間で紅く凍りついていた儂の心の奥底に、小さな光を射ち込みおったのじゃ。」
その瞬間、コウロの瞳に氷が溶けたような光が射した。
「じゃから、儂はタケルに〝呪い〟を掛けた。」

その瞬間、コウロの瞳に帳が下りたような闇が射した。
そして、雪の結晶のような紋章が浮かんだ舌をペロッと出す。

「見えるじゃろう、この朝雪紋が。かの〝大戦火〟の伝説にも語られる神代よりシンカイの朝堂の直系にのみ現れるこの紋は、生涯でただ一人に対し、大いなる力を与える事ができる。そうして力を与えた者を、ある者は自らの近衛とし、ある者は………自らの伴侶としてきた。
それこそは、まさしく〝呪い〟に他ならぬ。自らが欲する者……そして、心より愛しく想う者を〝大いなる力〟という鎖で縛りつける為の…な…………」

この時、とても恐ろしいことを言っている筈のコウロの顔は、何故かそれまでで一番清々しく、そして晴れやかに見えた。

「その後は……わずかに残っていた〝敵〟をタケルも含めた三人で滅殺し、儂は内太君としての地位を不動のものとした。
こうして、儂とタケル、そしてマサムネの三人は分かつ事のできぬ〝共犯者〟となったのじゃ。」

この時には、見間違いかとも思われたコウロの晴れやかな顔は、違えようがないほどに輝いていた。

「これで解ったじゃろう。マサムネが儂を裏切る事など有り得ぬ。儂とタケル、そしてマサムネの三人は、これまでは共に地獄で血を流し、これよりは共に煉獄で身を焼かれようと誓い合った、この上ない〝絆〟で結ばれておるのじゃからな。」

その言葉に、それまで黙って話を聞いていたセラはわずかに眉根を寄せて声を出す。

「……一つ聞いて良いか？　どうも気になっていたのだが………そも、何故マサムネはそこまで貴様に協力を──」

「ホーッホッホッホッホッホッホッホッ！！」

その時、爆音と甲高い笑い声が響き、一機のＭＤが〝直し屋〟の建物の前に降下してきた。
「何いっ！？」

驚くセラとコウロの前に、全身に羽を飾り付けたようなやたら派手な……というより、やたらケバい純白のＭＤが進み出る。そして操縦席のハッチが開くと、これまた全身に羽を飾り付けた純白のボディースーツを着た、やたらケバい女が現れた。

「ホーッホッホッホッ、さっきはよくもワタクシの下僕達を倒してくれやがったですわね！　でーも今度はそうはいきませんわ！　こーの〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ウィンクウィング),瞬白の羽)〟、ミルシューズ・ポックエード自らが全力をもって捻り潰して差し上げましょうっ！　ホーッホッホッホッホッホッホッ！！」
「「…………………………………………」」

あまりに無茶な女の格好（ＭＤの形も含む）と、あまりに無茶な女の言葉に声を失うセラとコウロ。しかし、そんな二人の反応はお構いなしに、純白のケバい女は屋上にいる二人を見るや、これでもかと眉を吊り上げて唸りを上げる。

「むむむむむっ！？　そっそこの二人っ！　あなた達はごばべぁっ！？」
言いかけた女はいきなり飛んできた衝撃波に驚き、操縦席へのけぞって倒れ込んだ。次いで屋上のセラとコウロの周りにエンとタケル、それにウェイトレスコンビがそれぞれの武器を構えながら二人を守るようにして現れる。
「……あっ現れましたわね、〝炎の四重葬〟っ！　いっいえ、それよりも、そこの黒髪二人っ！！　よくもよくもよおおっくもっ！　このワタクシをコケにして下さりやがりましたわねええええええええええええええっ！！」
倒れ込んだ操縦席から這い出すように立ち上がった女は、セラとコウロに向けて怨嗟の声を絞り出す。その声に、エンが後に立つ女達に問い掛ける。

「……お前ら、なんかやったのか？　いや、セラは解るんだけどな。あいつをぶちのめしてトップ５の座を奪った訳だから。」

「……おお、そうか。あの時の女があ奴だったか。」

セラが思い出したように呟いた。

「なっ…なななななななっ！？　まっまさかっ、このワタクシを忘れていたとでもいうのですかあっ！！　やっぱり乳がデカイ女はおつむは空っぽなのですかあっ！　乳のサイズは三ケタに届いても、知能指数は二ケタにも届かないのですかああああああああああああああっ！！」

とってもスレンダーなボディーを純白のボディースーツに包んだ、元トップ５の女が眉を吊り上げて叫んだ。そんな叫びに、セラがわずかにこめかみを引きつらせる。
「……誰がデカくて空っぽだと？　そうとも、毎晩の世継ぎ作りで脂肪が膨張した新婚一ヶ月のどこぞの皇后でもあるまいに、か、辛うじてではあるが、私は三桁になぞ届いてはおらぬぞ！　………い、いや、そうではなく……今にして思えば、あの元トップ５とやらの女を失念していたのは自然に忘れたのではなく、己の正気を保つ為、あまりに理解を超える〝不審人物〟を意識して記憶から除外した結果のように思える…………」
どこぞの皇后が聞いたら真っ赤になって文句を言いそうな言を経て、セラがしみじみと語った。…瞬間、〝不審人物〟扱いされた女が顔を歪めて奇声を上げる。
「キイイイイイイイイイイイッ！　せっ世界中の巨乳女なんて、寝てる間に自分の乳に押し潰されて窒息死してしまえばいいんですわあああああああああああああああっ！！」

「するか、そんなことっ！！」

即座に言い返すセラだったが、その視線は微妙に明後日の方向を向いていた。更に、それまで隠れていたユーリィがセラの肩に後から手を置く。

「へえ～…でも、あなた最近、乳房に圧迫されて夜に息苦しくなるとか言ってなかった、水風船女？」

「…………………………………………………」
更に明後日の方を見て視線を泳がせるセラ。
一方、すぐ隣で展開される女同士のぶっちゃけトークに、エンはバツが悪そうに顔をしかめて声を出す。
「……えーと……そ、それはともかく、姫サマの方はあいつに何やったんだ？」

「ふっ、甘いのう。乳のでかさなら、うちのマサムネも負けてはおらぬぞ………いやや、生憎、儂もあのような貧乳……いやや、〝不審人物〟には興味がないので記憶にもないのう………やはり、マサムネくらいないと楽しめぬではないか………じゅるり。」

「……乳にしか興味ないのか次期大君。」

明らかに違う話をしながら首をかしげるお姫様にエンがツッこんだ。が、

「だっ誰が貧乳ですかっ！　乳のない人間は記憶する価値もないというのですかっ！　豊乳にあらずんば人にあらずなのですかっ！　胸の脂肪はパンパンでも頭の脳ミソはスッカラカンのくせに、てめえらのチチは何色だああああああああああああああああああああああっ！！」

もはや言動も〝不審人物〟になった女が叫んだ。

「……ゼエ…ゼエ……だっ大体、あなたに〝不審人物〟呼ばわりされる謂われはありませんわよ黒髪二号！！　盗人、猛々しいとはこの事ですわねっ！　昨夜、ピンクの戦艦から出てきたムゲン達を尾行しようとしたワタクシに襲い掛かり、隠密行動用のコスチュームを剥ぎ取っていった追い剥ぎがああああああああああっ！！」

「うわ……お前そんな普通の服、どっから手に入れたのかと思ったら…………」

エンが呆れたような声で、普通のシャツにジャケットにスラックスを着ているお姫様に再びツッこむ。だが、そんな取るに足らない非難などあっさり無視して、お姫様は白い羽の女を一喝する。
「くぉの無礼者め！　あれは〝ぴんく〟ではなく〝薄紅色〟の戦艦じゃ！！　それに、服とて奪い取ったわけではないぞ！　『徴発』しただけじゃ！！」
「……てめ、四年前からちっとも変わってねえじゃねえか。」

どこかで聞いたようなセリフにタケルが目元を歪める。が、
「おお、やはり男とは出逢った時と変わらぬ女に惹かれるものか？」
「そんな意味じゃねえよ、このポジティブ脳がっ！！」

いきなり嬉しそうに頬を染めるお姫様に、タケルが裏返った叫びを上げた。だが、そんなタケルにも呆れたようにエンはツッこむ。

「いや、お前だってこの女のどこに惚れたんだよ、勇気ある許婚サマ？」

「決まっておろう。全てじゃ♪」

タケルが答える前に姫様が胸を張って答えた。

「それに、やはり男であるならば、責任はしっかり取ってもらわねばのう♪」

「「なんの責任ですか☆」」

ウェイトレスコンビが興味津々に目を輝かせてハーモニーを奏でた。すると、お姫様は突然よよよとくず折れて、

「……うう…そうじゃ……あの夜…必死に泣き叫んで抵抗する儂を、タケルはケダモノのように無理矢理に……………」

「おいおいおい！！」

エンが赤面して声を上げる。

「まあ、冗談じゃがの♪」

「おいおいおい………」

エンが脱力して声を洩らす。
「キイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ！！」

その時、この世のものとも思えぬ奇声が空に響いた。

「わっワタクシを無視してコントなんぞしてるんじゃありませんわっ！！　どうやら自分達の立場というものが解ってらっしゃらないようですわねっ！　ならば最後の通告をして差し上げましょうっ！　おとなしく〝斬海〟を渡せば良しっ！　さもなくば我が〝切り札〟をもって捻り潰して差し上げますわああああああああああああああっ！！」
「！？」

エン達の顔色が変わった。

「……〝斬海〟って、確かタケルがシンカイから持ち出したとかいう宝刀だったか？」

「うむ。加えてそれを狙って動いているという事は、当然、そのような依頼をした者がいる筈だな。〝斬海〟を奪えと、あ奴に依頼をした者が…………」

エンとセラが険しい顔で口を動かす。
「ホーッホッホッホッ！！　ようやく状況を理解したようですわね！　ならば我が〝切り札〟にひれ伏すがいいですわっ！！」

高笑いと共に何枚ものカードを取り出す女。刹那、コウロがそのカードに描かれた文字のような紋様を見て目を見開く。

「なんじゃとっ！？　その符は……！？」

「ごらんなさいっ！！」

叫びながら女はカードを空中にばら撒いた。するとカードはエン達を囲むように建物の屋上に舞い降り、光を発したかと思うと、巨大な蛇を思わせる何体もの怪物となってエン達の周りに降り立った。
「……やはり、式獣か………！」

「な…何なんだ、こいつら！？」

十メート近い怪物達に囲まれながら、エンの問いにコウロが顔をしかめつつ答える。
「うむ……〝陰陽道〟と呼ばれる我が国に伝わる魔術体系……その術をある国が独自に発展させ生み出したのが、これら式獣と呼ばれる異形の怪物共じゃ………！　そこな女！　このようなものをどこで手に入れた！？」

「ホーッホッホッホッ！！　依頼人からの素敵なプレゼントですわ！　怖いお面を付けていたので顔は判りませんでしたけど『ナマナリ』とか名乗ってましたっけ！！」
コウロの問いに笑いながら答える女。本来、依頼人の事をしゃべるのは依頼を受ける者としてはタブーの筈なのだが、もはや目の前の相手を残らず殺し尽くせるという余裕故か、女はベラベラとしゃべり尽くした。
「〝なまなり〟……じゃと………？　いや、それよりも今は……ヌシら、機甲衛士は動かせぬのか？　さすれば何とか…………」

一瞬、眉根を寄せたコウロだったが、まずはこの窮地を脱するのが先とエンに声を向ける。

「……あー、それが格納庫の入り口を吹っ飛ばされて塞がれちまったんだよな。元とは言えトップ５は手際がいいってゆーか…………」

先程の爆音はその音かと、コウロが渋い顔をした。が、
「渡す気がないならばそれも良しですわっ！　あなた達を捻り潰したあとで、ゆっくりと建物を探させていただきますからっ！！」
女の声と共に、エン達を囲む怪物達が大きく鎌首をもたげ牙を剥いた。
「ちっ…仕方ないか。サツキ、こっちもお前のペットで………」
エンが唇を噛みながら指示を出そうとする。が───
その瞬間、牙を剥いた怪物達はバラバラに斬り裂かれ爆炎に包まれた。

「はああああああああああああああああああああああああああっ！？」

一瞬で〝切り札〟を失い、目を剥く白い羽の女。その目の前で、エン達の前に一つの白い影が舞い降りた。
コウロが初めてエン達の前に現れた時の〝みこ〟に近い服装だが、よく見ればそれは、シンカイの戦艦での宴会で見た〝しらびょうし〟と言われる踊り子の衣装だった。その胸元は胸囲三桁に迫るほども盛り上がり、左右の手にはたった今、式獣を斬り裂いた刀を一本ずつ握っている。そして頭からは漆細工の如き艶やかな黒髪が膝まで伸ばされ、最後にその顔は………

角を生やした鬼女の面で覆われていた。
突然現れた鬼面の〝しらびょうし〟を見て、コウロが声を絞り出す。
「ヌ…ヌシは……」

「ナマナリいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！！」

しかし、コウロの声をケバい女の絶叫が遮った。

「どっ、どういう事ですのっ！？　ワタクシに式獣のカードを渡し、こいつらを抹殺するよう依頼したあなた自身が仕事の邪魔をするとはっ！？　コラッ！　何とか言ったらどうですのっ！！」
ひたすらけたたましくがなり立てる女だったが、当の鬼面は一つの音も発する事なく、じっと佇んでいた。やがて、
「……ホ…ホーッホッホッホッ！！　わかりましたわっ！　要はあなたもワタクシをコケにしていて下さりやがったのですわねっ！！　いーいでしょうっ！　だったらあなたも一緒に捻り潰して差し上げますわっ！！」

ブチ切れた女の声が純白のＭＤの操縦席から聞こえてくる。そして操縦席のハッチが閉まるや、ＭＤは右手に握った熱剣を振り上げた。

「くぅぅたぁぁばぁぁれええええええええええええええええええええっ！！」

真っ赤に赤熱した巨大な剣が、エン達のいる建物の屋上に振り下ろされる。

と、思われた瞬間、

「はえぼああああああああああああああああっ！？」

突如、純白のＭＤが後に吹き飛ばされた。

足下の地面から衝撃波が噴き出したからだ。
「ハッ、間に合ったみてえだなあ！！」

次いで衝撃波が噴き出した地面、即ち〝直し屋〟の建物前の地面が男の声と共に吹き飛んだ。

「おいおい……人んちの前の通りを………」

エンが顔を引きつらせる中、地面に開いた大穴から朱色の巨人が現れる。
「はははっ！　〝炎の四重葬〟の格納庫には手を回せても、こっちの地下の修理用格納庫までは頭が回らなかったらしいなあ！！」

それは、全身を朱の装甲で覆ったＭＤだった。肩は跳ね上がる魚の尾のように反り上がり、その下から腕を守る為の長い装甲が下に伸びている。要所要所にはモザイクのように細かい金属片を張り合わせた独特の装甲が取り付けられており、その姿からは古代東洋の城郭を思わせる趣が感じられた。とは言え、最も目を引くのはその頭だろう。額には大きな金細工の角飾りが鎮座しており、後頭部からは放熱柵と思われる大量のケーブルが、操縦するドライバーの髪と同様に金に輝きながら頭髪のように腰まで伸びている。
「へえ……あれが〝朱飛沫〟か。しかし一晩で直すなんざ、ジジイのヤツ、腐っても海王星一番の〝直し屋〟ってことか。」

エンが感嘆と、わずかな誇らしさを込めた声を漏らす。

「いえいえ、」

「おじいさまのお話ですと、」

「「元々ほとんど壊れてなかったそうですよ☆」」

「何じゃと……？　む！？」
ウェイトレスコンビのハーモニーに反応したのはコウロだった。が、わずかな疑問は目の前の状況に瞬く間に押し流される。

「つ…次から次へと……揃いも揃って、どこまでワタクシをコケにすれば気が済むのでしょうねええええええええええええっ！！」
最初の衝撃波で吹き飛ばされていた白いＭＤが立ち上がる。そして、金属の刃に熱を通して敵を溶断する熱剣を改めて構え直す。

「いーいでしょう！！　ならば、まとめて捻り潰し倒して差し上げますわっ！　この〝瞬白の羽〟ことミルシューズ・ポックエードのトップ５復帰の前祝いにっ！！」
一方、地下から現れた朱のＭＤもゆっくりと戦闘態勢に入る。

「面白え。噂に名高い海王星トップ５ってヤツの力、見せてもらおうじゃねえか。俺も久し振りに本気が出せそうだぜ！」

ドライバーの雄叫びと共に、朱のＭＤから凄まじい重圧が放たれる。〝朝廷〟最強の衛士と言えばエリート中のエリートの筈だがしかし、その重圧からはエリートらしい清廉さよりも、どこか退廃したアウトローのような気配が強く感じられた。そんな中、朱の機体の右の掌に光の紋章が現れ始める。それは、コウロの舌にも現れていたシンカイ朝廷の国章だった。そして、その右手で左の腰に差してあった刀を鞘から勢いよく抜き放つ。
「……ほっほう……自惚れもそこまでいくと笑えませんわねっ！　この〝瞬白の羽〟を相手に硬剣なんぞで勝てるとでもおっ！？」

目の前のＭＤの振る舞いに、純白のＭＤから怒りに上擦った女の声が響いた。
ＭＤの主武器である剣には三つのランクがある。最上はビームの刃で敵を斬り裂く〝光剣〟。次いで金属の刃に熱を通して敵を溶断する〝熱剣〟。そして最低のランクが、ただの金属の刃が付いた〝硬剣〟である。

「いーいでしょうっ！　ならば〝瞬白〟とまで言われるワタクシの瞬速の剣技、たっっっぷり味わわせて差し上げますわああああああああああああっ！！」
朱のＭＤの態度を侮辱と受け取った女は、怒りの咆哮と共に〝敵〟へ突進した。

「………へ？」

しかし次の瞬間マヌケな声を漏らす。目標のＭＤが目の前から消えていたからだ。
「……へぎゃあああああああああああああああああああああああああああああっ！？」

更に一瞬遅れて、ようやく自分に何が起きたか理解した女の絶叫……いや、断末魔が空に響いた。機体を炎に包む爆音と共に。
消えた朱のＭＤは、女の機体の背後にいた。

そう、女が突進を始めた時点で既に決着は着いていた。朱のＭＤが、すれ違いざまに超高速で女の機体を斬り裂いていたからだ。
それは〝瞬白〟をも超える、瞬きすら許さぬ刹那の技。

「あっけねえ……〝契約〟の力を使うまでもなかったか。」

背中に爆音を聞きながら、朱のＭＤの操縦席でタケルが呟く。

「〝契約〟……？　そうか、あれがコウロが与えたという〝大いなる力〟か。」

タケルの言葉に、先刻のコウロの言葉を思い出しながらセラも呟く。更に
「へえ……流石シンカイ朝廷最強衛士だな……それに、あれがシンカイの超錬硬刀か。」

白いＭＤを斬り裂いた朱のＭＤとその硬剣を見て、エンも感心したように呟いた。

一般にはＭＤの剣の中で最低ランクとされる硬剣だが、国によっては卓越した鍛冶刀工技術により光剣にも劣らぬ威力の硬剣を造り出すことが可能だった。尤も、製造や維持管理に莫大な費用が掛かる為、予算に余裕のある大国家でなければ大量の実戦配備は不可能とされているのだが。そして、シンカイ朝廷はそれらの条件を全てクリアした数少ない国家の一つであった。
「ふふん、タケルならば当然の事じゃ。なれば……次はヌシに話を聞かねばな。のう………マサムネよ？」

許婚への誇らしげな声から一転、感情を消した低い声でコウロが鬼面の〝しらびょうし〟に目を向ける。

「助けてくれた事には礼を言おう………じゃが！　あの白い羽の女が言うておったのう。ヌシがあ奴にアケノアカツキの式獣を渡し、儂らを抹殺するよう依頼したと………それはどういう事じゃ？　さあ、きっちり説明して貰おうかのう………！」
気が付くと、エン達〝炎の四重奏〟もそれぞれの武器を構えて〝しらびょうし〟を取り囲んでいた。

「マサムネ………」

コウロが最悪の返答を予想してうなだれる。その声には深い悲しみが滲んでいた。

しかし、

「なにいっ！？」

それを打ち消すようにエンが叫んだ。〝しらびょうし〟の周りに、無数の小さなプラスチック片が浮かんでいるのを見て。
「何これ……付け爪………？」

ユーリィが眉根を寄せる。それは、女性が手の爪に付けるプラスチック製の付け爪だった。直後、

「うあああああああああああああああああああっ！！」

表面に文字のような紋様が描かれた付け爪が爆発した。が、その一瞬前、エン達はその紋様が白い羽の女が使った式獣のカードのそれに酷似すると気づいていた。
「……ぶはっ、くそ…何が………うっ！？」

爆発の爆煙に視界を奪われたエンだったが、煙が晴れると〝しらびょうし〟が消えている事に気づき小さく呻く。

「あいつ、どこに………なにいっ！？」

周りを見回し目標を見つけたエンが目を剥いた。〝しらびょうし〟は〝直し屋〟の建物の前に立つ朱のＭＤの左の掌の上に立っていた。……その腕に、気絶しているユーリィを抱えながら。
「ユーリィ！？」

「タ…タケル………？」
エンとコウロが同時に声を吐く。内、女に名を呼ばれた男は開け放たれたＭＤの操縦席に立っていた。その手に紋様の描かれた付け爪を弄びながら。

「……おいおい、アケノアカツキと通じて眼帯女と共謀してたのは、レイギってヤツじゃなかったのか？　それとも……レイギってヤツだけじゃなかったって言うべきか？」
エンがタケルを睨み付けながら言った。しかし、タケルはそれには答えずコウロを向いて声を出す。
「悪いが許婚ごっこは、ここまでだ。ここからは好きにやらせてもらうぜ。」

それは、恐ろしく冷たい声。

「タケ…ル………？」

その声に、心臓が締め付けられる思いに駆られるコウロ。だが、
「なれなれしく呼ぶんじゃねえよ！！」

更に冷たい怒号が響いた。

「ようやく、ここまで来たんだ……本当に大切なものを取り戻せるところまでな………そうとも、〝機甲衛祖〟さえ復活させられれば…………」

「〝機甲衛祖〟じゃと！？　ヌシら、まさか………！？」

〝機甲衛祖〟という単語にハッとするコウロ。
「ああ、お前が考えてる通りさ。そうだ、これももう用済みだからな。返してやるぜ。」

言いながら何かを投げるタケル。
「！？」

息を呑むコウロ。小さな金属音と共に足下に落ちてきたそれは、彼女がタケルに初めて逢った時に渡した指輪だった。

「それじゃあ、さよならだ。それから〝炎の四重奏〟、その金髪の女が大事なら、下手な事はしてくれるなよ。じゃあな。」
吐き捨てながら操縦席のハッチを閉めるタケル。同時に朱のＭＤは脚のホバーを吹かし、その風圧で一帯を土煙で覆っていく。
そして土煙が晴れた時………朱のＭＤは姿を消していた。
「ここか……」

〝直し屋〟での一件から二時間。

エン達〝炎の四重奏〟にコウロを加えた五人は、エン達が住む街から離れること三十キロメート、海王星の大地のほとんどを占める荒野に数えきれないほど存在する巨大な洞窟の一つに来ていた。

「間違いないのか？」
コウロがエンに声を向ける。その服装は、最初にエン達に会った時の〝みこ〟のような外出着に変わっていた。
「ああ、こんな事もあろうかとユーリィには発信機を仕掛け……いや、持たせてあるからな。あいつと……おそらくは、タケルやマサムネもここにいる筈だ。」

「それは重畳じゃが……ヌシ、おなごに発信機なぞを仕掛けるのは感心できぬぞ………いや、それも、あのおなごを大切に想うておる証と受け取っておくかの。」
「バ…バカ言え！　誰が誰を大切にしてるって！？　俺はただ、スポンサーを守ろうとしてるだけだ！！」

呆れ半分のコウロの声に、なぜか異様にうろたえるエン。
「おしゃべりはそのくらいでよかろう。さあ、行くぞ。」

そして、なぜか憮然として声を出すセラ。

ともあれ、その声を端として五人は洞窟に足を踏み入れる。

「……そういや、〝機甲衛祖〟って何なんだよ？」

少しして、暗い洞窟の中でエンがコウロに尋ねた。

「……うむ、〝機甲衛祖〟とは、我がシンカイ朝廷に於いて全ての機甲衛士の礎になったと言われる太古の機体じゃ。

〝斬海〟と共に、その由緒はかの〝大戦火〟に語られる神代にまで遡るとされ、我がシンカイ朝廷最大にして至高の宝物……いや、大君の証たる〝玉璽〟とも言える品じゃ。」
コウロは誇らしくありながらも、どこか不安をのぞかせる表情で語った。

「へえ……〝大戦火〟の頃から伝わる機体っていうと、あの〝三翼〟みたいなもんか？」

エンの声に、引き続きコウロが答える。

「ふむ……〝大戦火〟の伝説にある……かつて〝炎の魔神〟が太陽系を焼き尽くさんとした時、〝神兵〟の軍団と共に〝魔神〟を倒し太陽系を救ったと伝えられる〝三翼〟か…………」
「ああ、二週間前の事件で、その中の一つって言われてる〝蒼嵐翼〟をランデインの皇帝が使ってるのを見てきたぞ。」

「ふ……残念ながら我が国の〝玉璽〟は広く知られる伝説には姿を見せぬがの。じゃが、少なくともシンカイ一国を制圧するには充分過ぎる力を持っておる筈じゃ。」
コウロが感情を消した声で言った。

「……げ、一国っつっても、シンカイの領土って金星の三分の一くらいあるんじゃなかったか？　それを全部制圧できるったら相当なもんだぞ。」

「つまり、タケルやマサムネは、その〝機甲衛祖〟の強大な力を使って何かをしようとしているという事か？」

エンとセラの声が続いて洞窟に響いた。

「なるほどな……でも、だったら何でタケルは最初に〝機甲衛祖〟じゃなく〝斬海〟を持ち出したんだ？　いや、流れからすると、ヤツらはもう〝機甲衛祖〟ってのも持ち出してると見るべきだろうが……だったら、最初から〝機甲衛祖〟の方だけを持ち出せばよかったんじゃないか？」
エンが首をひねる。

「……いや、〝斬海〟こそは、〝機甲衛祖〟を起動させる為の鍵となる一品なのじゃ。これがなくては〝機甲衛祖〟も只の鉄の塊にすぎぬ。……尤も、今の時点で鉄の塊でしかないのは〝斬海〟も同様なのじゃがのう………」

「？　どういう事だ……うっ！？」
何かに気づいて足を止めるエン。その視線の先には………
「ちっ、また例の機械ゾンビか！」
暗く広い洞窟の先から、無数の人影が現れる。
それは、先刻〝直し屋〟の建物でエン達を襲ったのと同様の、人体と機械が融合した動く屍の群れだった。

「はっ、歓迎の準備は万端だったってか？」

「だが、あのようなものが出てきたという事は、あ奴らがここにいるという証でもあろう。」

セラの言葉に頷くエン。

「そういう事だな。よし、一気に押し通るぞ！」

「何だ！？」

突如聞こえた爆音に、タケルは音のした方を見た。

その足下に、幾つもの機械の破片が飛び散ってくる。

そこは広大なドーム状の空洞だった。テレビで見る他星の大型競技上がすっぽりと入りそうな広大な空洞だ。そして爆音は、その入り口となる横穴から爆炎と共に響いてきたものだった。

「ふう……ようやく全部仕留めたか………」

次いで、穴から噴き出す大量の爆煙に紛れて男の声が聞こえてくる。

「来たか……！」

顔を引き締めるタケル。

ほどなくして爆煙が晴れると、そこに五人の男女が現れる。

「よう、タケルにマサムネ、来てやったぞ。さっさとうちのスポンサーを返してもらおうか。」
エンが、空洞内に立つ金髪を三つ編みにした男と、その後の鬼面の〝しらびょうし〟に声を吐く。

「へえ、こんな空洞があったのか。……ん？　もしかして、それが〝斬海〟なのか？」

空洞内を見渡したあと、何かを見つけるエン。

だだっ広い空洞の中心に小さな丘があり、その上に、収められた鞘と共にボロボロに錆びついた巨大な刀が柄を上にして突き立てられていた。

「……まあ、でかいのは認めるが………こんな今にもぶっ壊れそう刀がホントに国宝なのか………？」

それは、十五メートに及ぶＭＤを超える、二十メート以上の長さを持つ巨大な刀だった。

しかし、神代から伝わるというだけあって、今にも崩れそうなほどに錆びついたボロボロの一品でもあった。

「言うたであろう。〝斬海〟も、今の時点では只の鉄の塊にすぎぬと。」

そこにコウロが歩み出る。

「今の〝斬海〟は封印が施され、力を封じられておるのじゃ。そして、その封印を解くには朝堂の直系たる者の存在が必要となる……即ち、この儂の存在がのう。」

そこまで言うと、コウロはキッと視線を鋭くし自分を裏切った男女を睨みつける。
「さあ、観念せよ。今やこの世に残る朝堂の直系は、この儂一人。即ち、この儂の力がなくば、ヌシらの企みはことごとく水泡に帰すのじゃ。その程度のことが解らぬヌシらではあるまい、タケル、マサム…ネ………？」

何故か、お姫様の言葉は尻すぼみとなって消えてしまった。

ややあって、再びお姫様は口を開く。

「ヌシは……誰じゃ………？」

それは、タケルの後に立つ鬼面の女に向けられたものだった。

「え…いや、誰じゃって……マサムネじゃないのか………？」

「違う！！」

エンの言葉を、コウロは即座に否定した。

「確かに、先刻〝直し屋〟の建物に現れたおなごはマサムネじゃった。じゃが……今、そこにいるおなごは明らかにマサムネではない！！」
自信……いや、確信に満ちた声が空洞に響いた。

わずかな間をおいて、鬼面の女が声を洩らす。

「く…くはははは、ばれてしまっては仕方がないか。」

そして、おもむろに面を外す。

そこに見えた顔は、確かにマサムネのものではなかった。

マサムネよりも少し歳上、おそらく二十代の半ばだろう。膝まで伸びた黒髪はマサムネと同様だが、マサムネよりも目つきがきつく、凶悪そうな印象を与える女だった。
「我こそはアケノアカツキ幕府が大老将軍テナ・ホムラ・アケノアカツキである。

よく来たな、シンカイの内太君よ。全霊をもって歓迎してやるぞ！」

凶悪そうな顔に更に凶悪な笑みを浮かべて女は名乗りを上げた。
「大老将軍じゃと！？　アケノアカツキの副元首ではないか！！」
コウロが目を見開く。

「くはははは、いかにも！　なれど、よくぞ我が扮装を見破ったな内太君よ。貴様と相対するのは初めての筈だが、我の振る舞いに何か不具合があったか？」

「ふ……簡単な事じゃ。」

アケノアカツキの問いに、コウロは胸を張りながらズビシイッと女を指さして答える。

「ヌシのその乳！　確かに大きさだけならばマサムネのものにもひけは取らぬがしかし、その量感、揺れ、張り具合、そのどれもが近い将来〝六大名峰〟に連なること決定のマサムネのものには遠く及ばぬ！！　間違いなく近い将来無様に垂れ下がること決定の程度の低い乳じゃ！　他の者の目は誤魔化されても、六年間連日連夜、暇さえあればあれを揉みしだき、あの乳を育ててやった育ての親たる儂の目は決して誤魔化されぬぼああっ！？」
突如お姫様の頭にかかと落としが落とされた。突然現れたもう一人の〝しらびょうし〟によって。素顔も顕に右目を眼帯で覆っている新たな〝しらびょうし〟は、膝まである黒髪を振り乱してお姫様に喰って掛かる。
「誰が〝名峰〟入り決定だと誰が何の育ての親だと？　何を恥ずかしい事を堂々と言っておるか！　大体そのせいで私がどんな苦労をしたか解っているのか？　無意味な重さで肩は凝るわ、動きづらいわで、何度この脂肪の塊をむしり取ってやろうと思ったことか………はっ！？」
本能に突き動かされて喚いていた新たな〝しらびょうし〟は、ようやくハッとして我に返る。

「ふ…ふはははは……まんまと出てきおったなマサムネ……儂の思惑通りじゃ。」

「嘘をつけ嘘を！！」

頭を押さえながら涙目でかがむお姫様の言葉を、眼帯の女は全力で否定した。

「………そ……そのような事よりマサムネ・ミヤトよ！　〝準備〟は出来たのか！？」
あまりの予想外の展開に全員が呆然としていた中、アケノアカツキの将軍が自己を奮い起して声を絞り出した。

「う……あ…ああ……勿論だ。抜かりはないぞ……タケル！！」
気まずそうに顔を赤らめながらも、マサムネは気を取り直して男の名を呼ぶ。そして空洞の中央に突き立てられている巨大な刀へと跳んだ。同時に呼ばれた男も跳び上がり、マサムネと刀を挟む形でその脇に降り立った。
「む……？　何をするつもりじゃ。先程も言うた通り、儂がおらねば〝斬海〟の封印を解く事は叶わぬのじゃぞ。」

眉を寄せるコウロ。

「くはははは！　無知とは悲しいものだな、内太君よ。残る朝堂の直系が真、己だけだと思っているのか！！」
アケノアカツキの将軍が勝ち誇って叫ぶと同時に、〝斬海〟の横に立つタケルの左の掌が輝き始める。

「何じゃとっ！？」

驚愕するコウロの目の前で、タケルの左手に雪の結晶のような紋章が浮かび上がる。

「莫迦な！　儂が与えた〝力〟の証たる朝雪紋は右手の筈じゃぞ！！」
「うろたえるな、コウロよ。」
その時、コウロの叫びを遮って、恐ろしく冷たい女の声が聞こえた。
「簡単な事ではないか。つまり、タケルはお前以外の者とも〝契約〟を結んでいたという事だ。それも……お前と〝契約〟を結ぶよりも前にな……！」

「……マ…マサムネ………？」

冷たい声の主を見てコウロが喉を鳴らす。

直後、マサムネは自らの右目を覆っていた眼帯をむしり取った。
「お前以外の者……即ち、この私とな！！」

顕にされた右の瞳には、雪のような紋章がはっきりと現れていた。

「ちょ…朝雪紋じゃと！？　莫迦な！　何故ヌシがその紋を！？　……い…いや待て……ならば〝斬海〟の封印は………」

驚きから一転、ハッとしたコウロが震える声を漏らし、呼応するようにアケノアカツキの将軍が叫ぶ。

「そうだ！　朝堂の直系と、その契約者、この二人が揃った今、長きに渡る封印は解き放たれる！！」

同時に、マサムネは右目を、タケルは左手を、それぞれ〝斬海〟に押し当てた。

「いかん！　二人を止めよ！！」

コウロの叫びと共に〝斬海〟に向かおうとする〝炎の四重奏〟。しかし、その目前で地面が爆発すると、地中から無数の人影が姿を現す。

「ちいっ、また機械ゾンビか！」

「くはは、それだけではないぞ！！」

アケノアカツキの将軍は、懐からカードを取り出すやそれをエン達の前に投げつけた。投げつけられたカードは、空中で様々な怪物に変じてエン達の前に降り立つ。その姿たるや、蛇、蟹、蟲、そして……蛸。
「……おのれデビルフィッシュ！　斬り刻んで成敗してくれる！！」

八本足の怪物を見るや、セラが両手に二本の光剣を握りしめて斬り掛かって行く。一方、

「式獣か！　……だが！！」
叫ぶと共に右手に炎を噴き出させたエンは、それを剣の形に固定させると襲い掛かってきた巨大な蟹を斬り裂いた。斬り裂かれた式獣は一瞬で炎に包まれ消滅する。
「何いっ！？」

今度はアケノアカツキの将軍が目を剥いた。

「なめるなよ！　さっきマサムネが蛇を斬りまくったのを見たからな。あいつに出来たなら俺にも出来る！！」

叫びながら次々と式獣を斬り裂いていくエン。残るウェイトレスコンビも、それぞれの武器を振るってゾンビ達を薙ぎ払っていく。

「ふ…ふはははは！　流石、海王星最強部隊じゃのう！！　ならば！」

驚愕から立ち直ったコウロは、エン達に邪魔者を任せて真っすぐ〝斬海〟に向かう。そして瞬く間に〝斬海〟のすぐ前まで来たコウロだったが、
「行かせぬわっ！！」
アケノアカツキの叫びと共に、その眼前に一つの人影が現れた。

「はっ、見くびられたのう！　たった一体のぞんびで儂を止められると思うたか！？」

言いながら懐から扇を取り出すコウロ。そして、

「水流は水龍と為す。」

言葉と共に扇を振るう。すると扇から大量の水が噴き出し、龍の形となって目の前のゾンビに牙を剥いた。この水流を……正確には水や氷を操る能力こそ、彼女のサイコドライバーとしての能力だった。そして水の龍が目の前のゾンビを噛み砕く………と思われた瞬間、龍は無数の雫となって掻き消された。
「何じゃとっ！？　……む！？」

改めて目の前に立つゾンビを見て、コウロが動きを止める。

いや、この時コウロは動きどころか心臓までが止まったような錯覚に襲われた。

知らず、その一体から視線を外せなくなる。

次いで、体が小さく震えだす。

目の前の一体は、他のゾンビと比べて一際大きな体格を持ち、一際豪奢な衣を纏っていた。そして、もはや生気の感じられないゾンビ達の中で、その一体だけは一際強い意志をその瞳と顔から感じさせた。その豊かな髭を蓄えた顔を見て、コウロは震える声を出す。

「父…様………？」

死んだ筈の……いや、死んでいる父親を見て、コウロは頭が真っ白になる。
そんなコウロが進もうとしていた先では、マサムネとタケル、それぞれの目と手が触れている〝斬海〟の鞘が真紅の……鮮血のように真紅の光を発し始める。光は目と手を起点に、さながら人体の血管のような細かい筋を鞘の表面に無数に走らせていき、遂には刀全体が紅い光の筋で覆われる。
「ちいっ、させるかあ！！」

その時、最後の式獣を倒したエンが強力な火球をマサムネに放った。灼熱の火球は狙い違わず女に向かって行き、封印解除に集中し無防備になっているその身を焼き尽くす………寸前、一つの影が盾となって女を守った。それは───
「父様ああああああああああああああああっ！！」

マサムネを守った父にコウロが絶叫を上げる。女に代わり火球に焼き尽くされた父の体は、辛うじて頭だけが残り娘の足下に落ちてきた。
「父様！！」

その頭に駆け寄るコウロ。見ると、その頭の唇がわずかに動いている。

「え………？」

思わず息を呑むコウロ。刹那、〝斬海〟がまばゆい光を発した。
「うおっ！？」

その強烈な光にエンが目を覆う。ほどなく、光が収まったのを感じて目を開くと、

「っ！！　あれは………！」

そこには、鮮やかな朱塗りの鞘に収められた巨大な刀があった。
先程まで浮かんでいた錆びは一欠片もない。まるで昨日つくられたばかりのように鮮やかな朱に覆われた刀がそこにあった。

そして、今やまるで息をしているかのように生まれ変わった刀からは、悠久の時を生き抜き、多くの時代を見てきた累歴による限りない畏怖と威厳がひしひしと伝わってくる。それは、紛れもなく一国の国宝に値する〝品〟と〝風格〟、そして〝重圧〟を備えた逸品だった。

「ふふふ…どうだ……これこそは、かの〝大戦火〟の時代より我がシンカイ朝廷に伝えられし偉大なる宝刀……〝斬海〟…だ………」

鞘から目を放したマサムネが、肩で大きく息をしながら青ざめた顔に笑みを浮かべる。

「ま、封印を解きゃあこんなもんだな。」

同じく鞘から手を放してタケルも言った。

その時、空洞が強い振動に揺さぶられる。
「じ…地震……いや、攻撃を受けてるのか！？」

エンが叫ぶと同時に空洞の天井が粉砕され、大きく開いた穴から青い空がのぞいた。更にそこに、巨大な宇宙戦艦が二隻現れる。一隻は、艦底に雪の結晶のごとき紋章を見せる薄紅色の戦艦。もう一隻は、艦体全てを朱で染め上げた戦艦だった。そして、その艦底に大きく見える紋章は………
「〝炎を纏う多頭竜〟………アケノアカツキか！！」

エンが目を剥くと同時に、まぶしい外界の光と共に複数のＭＤが空洞内に降下してきた。そのＭＤを見てコウロが顔色を変える。
「何じゃとっ！？　あれは………」

それは、全身を赤と黒の装甲で覆ったＭＤだった。右手に長い槍を持ち、大きく張り出した肩の装甲を中心に要所要所に細かい装甲が折り重なるように施されている。それはまるで、おとぎ話に出てくる〝さむらい〟を思わせる機体だった。
「おい……なんか妙にシンカイのＭＤに似てる気がするんだが？」

「一緒にするでない！　あれはアケノアカツキの機甲衛士じゃ！！」

エンが目元を引きつらせた直後、コウロが激昂して声を上げた。

アケノアカツキ幕府………かつてシンカイ朝廷の衛士の一部が独立して興した国。起源が同じであるのなら、そのＭＤが似ていても不思議はなかった。そして、その起源が同じＭＤ達はマサムネとタケル、そしてアケノアカツキの将軍を回収すると、更に〝斬海〟を持ち出そうとする。
「待て、お前ら！　……うっ！？」
ＭＤ達を止めようと駆け出しかけたエンだったが、何かに気づいて上を見る。

その目に、上空の二隻の戦艦が艦底の大型ビーム砲をこちらに向けるのが見えた。

「ちょ…ちょっと待て！　まさか……！」

エンが顔を引きつらせる。
直後、上空の砲口が火を噴いた。
その五　　決戦は取り立てのついでに？
「どうじゃ？　満腹したか？」

満面の笑みを浮かべて少女は言った。

二日前、食糧を『徴発』した少年の家である。

あの時の礼にと、少女は大量の食糧を持ってここを訪れていた。

その食糧を残らずたいらげて、というか、たいらげ過ぎて、少年は腹を抱えてうんうんと唸っている。
「まったく、食い意地が張っておるのう♪」

そんな少年を見て、少女はとても嬉しそうに顔をほころばせていた。

だが、

「……ざけんなよ。こちとらテメエみたいにいつでもメシが食える身分じゃねーんだ。食える時に食っとかないと、次はいつ食えるかわかんねーんだよ。」

唸りながら少年は少女を睨みつけた。

睨まれた少女は一瞬目を大きくしたあと、しゅんとして声を低くする。
「……すまぬ……じゃが…ヌシ、家族はおらぬのか？」

「……親なんざとっくの昔に死んじまったよ。」

「……う……そ…そうなのか……ならば…兄弟はおらぬのか？」

少年の答に更にしゅんとしながら、少女は再度問い掛けた。

対して、少年はわずかな沈黙の後、三つ編みをつまみながらゆっくりと口を開いた。
「きょうだいか………前は姉貴がいたんだけどな……まあ、姉貴って言っても、ホントの姉弟ってわけじゃなかったんだけど…………」

「前は……？　その姉君も……亡くなられてしまったのか………？」

「いや……なんか…ホントの親が見つかったとかで、そこに連れてかれちまったよ…………」
明らかに慣れていない、不器用に編まれた三つ編みを弄りながらの少年の顔には、寂しさと共に悔しさのようなものが見えた気がした。

「……もしや……その女性とは……その………ヌシの、恋人…じゃったのか………？」

少年の顔を見た少女は、我知らずそんな言葉を口にしていた。

何故か、妙に胸がざわざわする。そして、
「……ああ…最後の一日だけ…な…………」

少年の答に、少女の心は黒い炎に覆われた。

それは、この二年の間に少しずつ少女の心を蝕んでいたものが形を為した瞬間だった。

だから、少女は〝呪い〟の言葉を口にする。

本当に欲しいものを手に入れる為に、そして……縛り付ける為に。
「ヌシ……〝力〟が欲しくはないか………？」

「これはこれは大将軍に〝朱飛沫〟。〝斬海〟の回収任務、御苦労様でした。」
シンカイ朝廷の戦艦の艦橋で、マサムネとタケルを出迎えたレイギが恭しく声を出した。
再び右目を眼帯で覆っているマサムネは、既にシンカイの軍服に着替えている。隣のタケルも同様だった。ただし、マサムネの藍色とは違い、朱に染められた軍服だったが。

「ところで、あの姫……いえ、元姫達はどうなりましたか？」

わずかな上目使いと共に、レイギが表面だけは丁寧な声でマサムネに尋ねてくる。対してレイギに鋭い視線を向けるマサムネ。
「……やはり、〝瞬白の羽〟と名乗っていた女を刺客として送り込んだのはお前か？　私は聞いていなかったぞ。」

「……さあ、私には何の事やら。アケノアカツキの独断では？」

貫くようなマサムネの声を、肩をすくめてレイギは受け流した。

そのまま、わずかに視線をぶつけ合う二人。
しかし、ややあって再びマサムネが口を開く。

「……まあ良い。どの道〝斬海〟も〝機甲衛祖〟も我らの手にある今、あ奴らには何も出来ぬのだからな。」

「……ふむ、それもそうですね。ならば、その二つが手に入った以上、最早このような僻地に用はありません。さあ、我らが故国に凱旋しようではありませんか。……星間門に向かいなさい！」
艦橋の乗員に命令するレイギ。

星間門……星間ゲートとも呼ばれるそれは、はるか数千年の時を超えて現代に残された〝大戦火〟の時代の超技術の遺産である。太陽系の惑星間を一瞬で移動できる現代では失われた高レベルの高自然学、一般には『魔術』と呼ばれる技術による大型の転送装置であった。
その星間ゲートに向けて自分の命令により戦艦が動き出すのを見て、レイギは満足そうに頷くと再びマサムネ達に顔を向ける。
「何であれ一つ確かな事は、あなた達は我がシンカイ朝廷にとって正しい行いをしたという事です。そう、あのような色情狂が次期大君に選ばれた事自体がそもそも間違いだったのですからね。そう、民にまで〝好色〟などと呼ばれ貶められているあんな女などが………！」

「……！」

「ふっ、〝猟姫〟でも〝紅色〟でもない三つ目の異名か。」
レイギの言葉に、タケルは一瞬眉を動かし、マサムネは嘲るように口を動かす。

　「ええ、やはり崇高なるシンカイ朝廷の大君の座は、相応しい血統と相応しい人格を持ち合わせた者にこそ与えられるべきです。………そう、この私のようなね！」
完全に陶酔した顔でレイギが言い放った。

「無論、協力してくれたあなた達には約束通りの見返りを与えましょう。そして、シンカイ朝廷は私達の手であるべき姿に甦るのです！！」
もはや陶酔を通り越して、完全に倒錯した顔がそこにあった。

しかし、そんなレイギにはまるで興味がないといった風情でマサムネが口を開く。

「そうか……だが、アケノアカツキはどうする気だ？　とりあえずは協力をしてきたが、あ奴らがいつまでも我らに従う訳はあるまい。」

艦橋の窓から、すぐ隣を飛んでいる朱の戦艦を見るマサムネ。

「ふふふふふ、ご心配には及びません。〝斬海〟が手に入った今、私に敵などおりませんよ。ならば真の祖国を裏切ったあれらの身の程知らずなど、瞬く間に屈服させて御覧に入れましょあぎはああああああああああっ！？」
レイギが凶悪な笑みを浮かべかけたその時、薄紅色の戦艦は激しい震動に襲われた。
「……なっななっ何事ですっ！？」

衝撃で床にひっくり返ったレイギは、この上なくうろたえた顔で起き上がる。
「ア…アケノアカツキの戦艦が本艦に砲撃を行っています！」

乗員が報告する。その間にも艦は断続的に震動に襲われていた。

「……どうやら先手を取られたようだな。」

振動の中でも微動だにせずにマサムネが言った。隣のタケルも同様である。

「……お…おのれえええええっ、身の程知らず共があああああああああああああっ！　かっかくなる上は〝斬海〟の力で………」
「待て。」

逆上したレイギの声をタケルが遮った。

「あの程度の身の程知らず、〝斬海〟を使うまでもない。俺一人で充分だ。」

そう言って艦橋を出て行こうとするタケル。だが、

「いや、私も行こう。」

後からマサムネが声を掛けた。

「何……いや、しかし………」

「あ奴らを侮るな。まして、大老将軍まで来ている今は尚更な。」

言い淀むタケルをマサムネが諭す。

「……ちっ、わかったよ。行くぞ、マサムネ。」

「ふっ、偉そうな口を利くようになったものだな。」

颯爽と艦橋を出て行くタケルと、どこか嬉しそうに後を着いていくマサムネ。そんな二人の後姿に艦橋内の乗員達は、まるで物語の英雄に対するような羨望と安堵の視線を送っていた。……だから、その時レイギがこっそり歯軋りをした事には誰も気づかなかった。
地上、先刻まで空洞があった場所の上は広範囲に渡って陥没し、今や巨大なクレーターと化していた。

そのクレーターの中心で、折り重なる岩の破片の隙間から黒い霧のようなものが漏れ出してくる。……直後、黒い霧は間欠泉のごとく激しく立ち昇り、周辺の岩の破片を消滅させて漆黒の柱をそこに打ち立てた。……かと思うと柱は一瞬で消滅し、あとには大きな光の球が現れる。そして、その光の球もまるで毛糸玉がほぐれるように細い光の糸に分かれて消えたかと思うと───
「……ぶはっ！　お前ら…全員生きてんだろうな！？」

中から〝炎の四重奏〟の四人と、シンカイの姫様が現れた。内、顔を強張らせたセラが声を漏らす。
「……間一髪だったな。サツキが光弾の威力を減衰させた上で、メイティアが残りを弾いたか………」

「むうう……じゃが……よもや戦艦の艦砲射撃を生身で防ぎきるとは……これが海王星最強部隊の力じゃというのか………」

「バカ言え！　生身でんなことして無事で済むわけないだろう！！　大丈夫か！？　メイティア！　サツキ！！」

コウロの感嘆と畏怖の混じった声を抑え、取り乱したエンがぐったりしているウェイトレスコンビに呼び掛ける。

「はいい……」

「なんとか……」

「「いきてますう…………」」

息も絶え絶えになりながらも、ハーモニーを奏でる二人。

そんな二人の様子に安堵の息を吐くエン。と───
「……あれ…なんか忘れてるような………てゆーか…そもそも俺達、何しにここへ来たんだっけ………？」

その時、

「……だあああああああああああああああああああああああああああっ！！」

エン達から少し離れた所で、崩れた岩の破片を弾き飛ばしてまだらの球が飛び出した。

「あああああああああああああああああっ！！」

その球は女の叫びと共にエン達の隣に飛んでくると消滅する。そして中からは───
「おおユーリィ無事だったか心配したんだぞ。」

「何よ、その棒読み！？　あなた何しにここへ来たのよ！？」

男のおざなり過ぎる対応に金切り声を上げる金髪のお嬢様。

「全く……グルグル巻きにされて〝斬海〟の後に転がされてたのに、誰も気づいてくれないんだから……大体、発信機があるのに気づかないって、どういうことよ………？」

「ん？　何か言ったか？」

「……何でもないわよ………え？」
ブツブツ文句を言うユーリだったが、何かに気づいて空を見上げた。

「なんか……上の方、揉めてない？」

上空に、朱の戦艦が薄紅色の戦艦に砲撃を行っている様子が見える。

「ふん……早くも内輪もめか……やはり、アケノアカツキと手を組むなぞ浅知恵の産物だったようじゃな。」
同じく空を見上げながらコウロが吐き捨てた。

「それはともかく……これから、どうする………？」

セラの呟くような声に、全員が黙ってしまう。

わずかな沈黙のあと、エンが口を動かした。

「まあ……〝炎の四重奏〟としては、これ以上何かをする理由は無いんだが………」
その声に、コウロが顔を伏せて一瞬肩を震わせる。そんなコウロを見て、ユーリィが若干うろたえながら声を出した。
「で…でも、ほら……そうだ、今回の仕事の依頼料はどうするの、エン？」

「う……確かにな。もし払えないなんて言うんなら、当然取り立てに行かなきゃならないよなあ………あそこまで♪」

「！？」

上空を指差しながらのエンの言葉に、コウロがハッと顔を上げる。そのままニッと笑うエンの言葉に聞き入るコウロ。
「で、どうなんだ姫サマ？」

「……う、うむ。そうじゃ。ヌシらに依頼料を払うには、あの艦の金蔵に行かねばならぬからのう。ヌシら、事のついでに儂をそこまで運んでくれるか。」

生き返ったように顔を輝かせてコウロが言った。

「おし、それじゃあ、もう一働きするか。お前達の仇も取ってきてやるからな、メイティア、サツキ。」

「べつに……」

「死んでないですけど……」

「「おねがいします………☆」」

しばらくは身動きも出来ないだろうウェイトレスコンビが弱々しく笑みを浮かべた。それにつられて、全員が笑顔で頷く。が、

「つーわけでユーリィ、お前も、来てくれるか？」

続けられたエンの言葉に、ユーリィは一瞬目を大きくすると顔を歪めた。そして、先刻忘れられていたお返しとばかりに意地悪な声を出す。
「……なあに？　困った時だけＭＤに乗れって？　ああ、でもほら、私って乗り物酔いに弱いから、またあなたに迷惑かけちゃうかも知れないしい…………」

エンがうっ、と声を詰まらせる。しかし、

「……でもまあ、殿方に頼られるっていうのも悪くはないわよね。しょうがない。行ってあげますか♪」

一瞬の後には満面の笑顔でお嬢様は答えた。

「覚悟しといてよね？　この貸しは、錆びた鉄亭で十回や二十回おごってもらうくらいじゃ済まないわよ♪」

一見すれば、やれやれしょうがない、といったお嬢様の素振りだが、その実、エンから頼られる事が嬉しくて仕方ないという本音がだだ洩れになっている。こういうのを〝惚れた弱み〟というのだろうが、気づいてないのは本人だけだろう。

「……だが、どうやって奴らに攻撃を掛ける？」

そんなユーリィの態度に、セラがわずかに憮然としながら言った。

「私達のＭＤの中で飛行可能なのはエンの機体だけだぞ。しかし、如何にエンと言えど、単機で戦艦二隻を相手にするのは無謀が過ぎるだろう………」

その言葉に、再度、場が沈黙する。

だが、
「はあ～い、お困りのようね♪」

その時、軽薄な女の声が聞こえた。

「……リオ。お前、さっきはいつの間にかいなくなりやがって………」

「アハハ、細かい事は気にしない♪　代わりにいい話を持ってきてあげたんだからさ♪」

突如その場に現れたポニーテールは、邪険なエンの声など毛の先ほども気に掛けず言葉を続ける。

「いい話だと？」

「ええ、あたしのＭＤなら、あんた達の機体をお空の戦艦まで運べるわ。戦艦まで行ければ〝Ｓ級ハイペリア〟三人が乗るＳ級ＭＤ三機、戦艦の一隻や二隻どうとでも出来るでしょ♪」

「……いや、超級の〝鬼道士〟と機甲衛士は四つじゃ。」

コウロの意を決した声が聞こえた。

「儂の戦艦には儂の機甲衛士が積んである。あの機体には特別な機能があってのう、戦艦の中枢電脳に通じて艦の機能を操作する事ができるのじゃ。」

「そりゃいいな。それが出来れば、実質相手はアケノアカツキの戦艦だけになる。」

エンが唇の端を吊り上げる。

「よし、そうと解れば、こんな所でモタついてるヒマはない！　さっさと行ってカタをつけるぞ！！」

その頃、上空ではアケノアカツキの戦艦がシンカイの戦艦へ無数のワイヤーを射出し、二つの艦の間に細い橋を張り巡らせていた。そして、そのワイヤーの上を綱渡りのように疾走して、無数のアケノアカツキのＭＤが薄紅色の戦艦の艦体に取り付いていた。しかし、まだ取り付き始めた直後ということで、ＭＤ達は手に持った槍で艦の装甲を破ろうとしている段階であり、艦の内部へ侵入されるには至っていなかった。
そんな薄紅色の戦艦の上に、二機の〝さむらい〟を思わせるＭＤが現れる。

一機は、古代東洋の城郭を思わせる朱のＭＤ。

もう一機は、ドライバーと同様に右目の光が消えている、三本の角を生やした藍色のＭＤだった。
「お～お、シロアリ共がたかってやがるな。」

「無駄口はいい。侵入こそされていないが、砲撃で一次装甲は突破されているのだ。このままでは二次装甲、三次装甲を破られて艦内へ入られるのは時間の問題だ。」

軽口のタケルに対し、マサムネは極めて冷徹な口調で現状を確認した。
「へいへい、それじゃ俺はシロアリ共をやるから、お前はデカブツからの砲撃を頼むぜ。」

「む？　何気に大変な方を押し付けていないか？」

「ハハハ、適材適所ってヤツだよ。頼りにしてるぜ〝おねえさま〟♪」

言葉と同時に右手の刀を振るう朱のＭＤ。その刀から撃ち出された衝撃波が艦体に取り付いているアケノアカツキの機体を斬り裂く。その調子で次々と敵のＭＤを駆逐していく〝朱飛沫〟。
「……全く、〝おとうと〟の教育を誤ったか………？」

一方、溜め息をつきながらも自機に両腰の刀を抜かせ、二本の刀身を交差させるマサムネ。その目の前で、アケノアカツキの戦艦が光弾を発射した。しかし、操縦席の女はうろたえる事なく右目を覆う眼帯をむしり取る。直後、光が消えていた機体の右目にも輝きが戻った。そして、
「光弾は効断する。」

マサムネの言葉と同時に、光弾が薄紅色の戦艦に命中する。しかし、命中した場所にはわずかの破損も発生していない。まるで、攻撃の効果を断ち切られてしまったかのように。

「ハッ、便利な能力だな、〝言霊〟ってのは♪」

横目で見ながらタケルが言った。

音は同じでありながら意味の違う言葉を重ねる事で、ものの意味を変えてしまう。それがマサムネの持つ〝言霊〟と呼ばれる〝サイコドライバー〟の能力だった。太陽系に存在する能力の中でも最強クラスと思われるそれを駆使して、女は敵戦艦からの砲撃をことごとく無効化していく。その右目とＭＤの右カメラには、同様の雪の結晶のような紋章が現れていた。
「ハハハッ、歯ごたえがないにも程があるぜ、シロアリ共！」

片や、タケルのＭＤも自軍の戦艦に取り付いていたシロアリをことごとく撃退していた。とは言え敵戦艦に目を向ければ、無事なＭＤも多数残っている。しかし、これまで同様シンカイの戦艦に取り付けば、これまで同様撃退されるだけなのは目に見えている。

結果、たった二機のＭＤによりアケノアカツキ軍は打つ手を封じられてしまっていた。
だが、

「ええい、不甲斐ない！　お前達は退がっておれ！！」

その時、業を煮やしたような大音声が空に響いた。そして、アケノアカツキ艦の第一艦橋を支える塔の中央が開き、中から一機のＭＤが現れる。同時に、そのＭＤに向かって朱の戦艦に残っていたＭＤ達が一斉に跪いた。
そこに現れたのは全身を朱の装甲で覆い、随所に豪華な金細工が施されたＭＤだった。右手には、やはり金細工が施された槍を持ち、頭の左右からは、まるで鹿の角のように幾つにも枝分かれした黄金の大きな角が生えている。今まで見てきたアケノアカツキのＭＤが〝さむらい〟だとすれば、新たに現れた機体は〝さむらいだいしょう〟、あるいは〝しょうぐん〟と言ったところだろうか。

「あの機体………まさか〝朱ノ暁〟か！？」

タケルが叫んだ。そして、国家の名を冠されたＭＤが再び大音声を空に響かせる。
「我こそはアケノアカツキ幕府が関白大将軍スワタイ・ホムラ・アケノアカツキである！　そこに見えるはシンカイ朝廷が征威大将軍マサムネ・ミヤトと見た！　己の勇を疑わざれば、いざ尋常に勝負せよ！！」
大音声が強烈な重圧を伴って薄紅色の戦艦を震わせた。
「……ハッ、まさか副元首どころか、最高元首まで来てたとはな………！」
タケルが震える声で呟く。が、

「……調子に乗るなよ、お山の大将！　我らが大将軍が出るまでもない！　大口叩くのは俺を倒してからにしてもらおうか！　シンカイ朝廷が〝朱飛沫〟、タケル・ジュウビだ！！」
一瞬の後には、武者震いに震えながらタケルも大音声を返していた。

「ふっ、面白い。ならば、〝朱〟の名を冠するに相応しいはいずれか決するも一興よ！　さあ、来るが良い、シンカイの〝朱〟よ！！」

「おおっ！！」

アケノアカツキからの声を聞くや、〝朱飛沫〟は二隻の戦艦を繋ぐワイヤーに飛び乗り、その上を敵艦目掛けて駆け抜ける。そして瞬く間に敵の〝朱〟の眼前に達した機体はその手の刀を振り下ろし、二つの〝朱〟による激しい剣戟が始まった。
「タケルめ……調子に乗っているのはどちらだ………む？」

〝おとうと〟のやんちゃに溜め息をつくマサムネだったが、直後、戦艦の上空を何かが飛んでいる事に気づいて目を見張る。それは―――
「……うわ、とんでもない修羅場に来ちまったか！？」

まさに戦闘中の二隻の戦艦を見下ろしてエンが叫んだ。

リオの戦闘機型のＭＤに、エン、セラ、そしてユーリィのＭＤがしがみ付いて二隻の戦艦の上を飛んでいる。

「ふん、儂を出し抜いた挙句がこの醜態か。やはり、きつい灸を据えてやらねばならぬようじゃのう！」
リオ機の操縦席にリオと一緒に乗り込んでいるコウロが、どこか嬉しそうに声を上げた。

「そ…それより、早く戦艦に下りましょうよ！　このままじゃ私達の方が、いつ落ちるか解らないわよ！」

ユーリィが悲鳴のように叫ぶ。

実はリオのＭＤは普通のＭＤと同じ程度の大きさしかない。その戦闘機型の機体に、同じ大きさの人型のＭＤが三機も強引にしがみ付いているのである。端から見ても、いつ落ちても不思議はない不安な状態だった。
「よし、それじゃコウロはシンカイの方に行くの決定として、もう一人くらい一緒に行った方がいいよな。」

「私が行こう。」

エンの言葉にセラが即答した。

「私がコウロをシンカイの戦艦に連れて行く。その後はマサムネの相手を任せてもらおう。」
静かながらも、反対を許さぬ力の籠もった声だった。

「そうか……それじゃ、そっちは任せたぞ。やっぱりあれか？　黒髪、巨乳、二刀流とキャラが被りまくってるのが許せないってか？」

「……何の話だ？」

「アハハ、それじゃ俺とユーリィはアケノアカツキの方に行くぞ。」

エンのその声と同時に、
「ＯＫ。それじゃ〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ナイトメアテール),悪夢の尾)〟宅急便、お届けに上がるわよ！」
リオが機体を、まずはアケノアカツキの戦艦に向けて急降下させる。そして機体が戦艦の真上を通り過ぎた瞬間、赤いＭＤとどっピンクのＭＤが戦闘機から飛び降りた。
「「はあああああああああああああああっ！！」」
艦体に着地する寸前、二機のＭＤは剣を振るって戦艦に斬撃を叩き込む。そして、その反動で着地の衝撃を相殺して艦体に降り立つ。
「よし、それじゃこっちは手加減なしでぶち壊しまくってやるか！　……ああ、でもユーリィ、一応言っとくがアレは使うなよ……って、言ってる側から何やってる！？」

叫ぶエンの視線の先で、どっピンクの機体は人型から四足獣型へ変形していた。そして背中から二条のビームを、まるで二枚の翼のように展開する。
「だから！　その形を使うのやめろって言ってんだろうが！　あとでどうなるか……」

「大丈夫！」

エンの声を遮ってユーリィが叫んだ。そのまま機体を駆け出させ、向かってくる敵のＭＤを光の翼で次々と斬り裂いていく。

「私だって進歩してるのよ！　ちゃあんと酔い止めは飲んである！！」

「乗り物酔い自体は治ってないのかよ！？」

「しかも眠くならないシロップタイプ・イチゴ味！」

「子供用じゃねえかああああああああああああああああ！！　……うっ！？」

悲鳴に近いエンの叫び。しかし、自機にも敵が向かってくるのを見て、やむなく自分の戦いに集中する。
「……ちっ、悲劇は繰り返すってか…………」

その呟きは、もはや諦観に満ちていた。

一方、リオのＭＤにより自分の戦艦に到着していたコウロは、自分の認証コードを使って既に艦内に入っていた。未だ自分のコードが使えることに多少の疑問を感じないでもなかったが、今はそれより優先すべき事がある。
「む？」

そうする内に、槍を持ったシンカイ朝廷の衛士達が自分の周りに集まってきた。そして、その衛士達が刃先をコウロに向けた時、艦内放送からいい加減そうな声が聞こえてくる。

《これはこれは、かつての我が主よ。このような所で会うとは奇遇ですねえ。道にでも迷われましたか？》
その声には、勝利に驕りコウロを見下す色がありありと浮かんでいた。
「ほう、儂がヌシの主を辞した記憶は無いのじゃが………そうか、ヌシが儂の臣下を辞したという事か。ならば早々に此の艦を降りるが良い。今ならば退職金くらいは出してやらぬでもないぞ。」
しかし、周りから武器を向けられた状況で、内太君は欠片も臆することなく放言した。

《………ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ…………度胸だけは感嘆に値しますねえ。それとも……あまりの恐怖で気が触れてしまいましたか？》
対して、スピーカーから聞こえた声は、言葉こそ強気を崩していなかったが、怒りと屈辱に震えたものになっていた。

《その度胸がどこまで保つか見物ですねえ………さあ、あなた達、その侵入者を成敗しなさい！！》
衛士達へ命令が下る。……だが、

「愚か者があっ！！」

内太君が一喝した。その衝撃と重圧に衛士達の心臓が一瞬停止する。

「己らの主は誰か！？　主を違えるでない！！」

更にたじろぐ衛士達。

「さあ、己が主は誰か！？　その名を申してみよ！！」

三たび、心臓が止まる。

一瞬の後、コウロの前に集っていた衛士達は左右に分かれ、己が主に道を開いた。

そして槍が捧げられた己が道を、内太君は真っ直ぐ前を見据えながら堂々と歩を進めていくのだった。

「……あの役立たず共があっ！！」
艦橋に怒声が響いた。

声の主は一連の様子を映していたモニターを殴りつけ、怒りに肩を震わせている。

伏せられた顔からは怨嗟の声がぶつぶつと漏れ出していた。

そんな男の様子に、艦橋にいる乗員達は無言で冷ややかな視線を送りつける。

「……な…何だお前達その目はあああっ！！　あんな色狂いの売女にまだ未練があるのかああああああああああっ！！」
周りからの反応に気づいた男が再度怒声を上げる。

本人にしてみれば周りへの綱紀粛正を促した言葉だったのだろうが、実際には周りの温度を更に下げただけだった。

更なる周りの反応に男は声を詰まらせる。

「……ひ…ぐ……うがあああああああああああああああああああああああああっ！！」

やがて、いたたまれなくなった男は奇声を上げながら艦橋を飛び出していった。

艦内でコウロが指揮権を取り戻していた頃、艦の外ではエン曰く『キャラが被りまくっている』二人の女がそのＭＤを戦わせていた。

マサムネの三本角のＭＤに対しセラの黒いＭＤは、長い黒髪を思わせる加速装置を翼のように展開し、更に高いヒールを跳ね上げ爪先立ちの状態になった高速戦闘形態となっている。そして、まるで吹き荒ぶ嵐のように回転しながら両手の光剣で間断なく斬撃を叩き込んでいく。その遠心力を使用した重く鋭い斬撃の嵐に、マサムネのＭＤは防戦一方となっていた。
「どうした！？　先程の能力は使わぬのか！？」

嵐の中からセラの声が飛び出す。

「……ふっ、能力を使わぬのは貴様も同じであろう、元ベイド崇国第一王女よ。」

「！？」

「隙あり！」

セラの一瞬の隙を突いて三本角のＭＤが足払いを掛けた。バランスを崩した黒いＭＤに、すかさず二筋の斬撃が襲い掛かる。が、倒れかけながらも黒いＭＤは更に回転し敵の斬撃を弾き返す。しかし、両者共にそれ以上の攻撃は出来ず、互いに一旦離れて距離を取る。
「……ふっ、野に下ろうとも腕は鈍っていないようだな〝双嵐………いや、今の二つ名は〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ダーティストーム),汚れた双嵐)〟だったか、セラ・ポルシュナよ？　それとも……更なる真名で呼んだ方が良いか？　……うおっ！？」

マサムネが軽口を叩いた瞬間、黒いＭＤが一飛びに距離を詰めて再び斬り掛かってきた。

「……流石、三大国家の中枢に身を置く者だ。私の出生の事も知っていたか………！」

セラのその声と斬撃には、先程までとは桁違いの力強さと迫力が込められていた。しかし、一旦仕切り直したことで平静を取り戻したのか、三本角のＭＤは迫力が増した斬撃にも冷静に対処しそれらを捌いていく。しばらくその状態が続き、このままでは埒が明かぬと思ったのか、二機のＭＤは再び離れて距離を取った。
その時、女達の戦場となっていた戦艦がゆっくりと降下を始める。

「どうやら〝お姫様〟が首尾を達したようだな。尤も、あの男が勝負の相手では負ける事こそ困難にも思えるが。」

肩をすくめるセラ。

「貴様にしても同じだ。それだけの腕を持ちながら何故このような愚行に手を貸した？
　あの男……レイギとか言ったか、確かに文官としては優秀なのかも知れぬが、到底一国の国主に足る器ではなかろう。……然るに、何故多くの者が今回の事に加担したか、それは一重に貴様の徳によるものだろう、シンカイ朝廷征威大将軍よ。」
セラは朗々と語った。だが、

「……私の徳だと？」

聞く者を芯から震え上がらせる声が返ってきた。さながら、深い海の底のような暗く冷たい声が。次いで、
「私にそんなものが……そんな資格があるものか………！」
奥歯を噛み締める音まで聞こえてきそうな、嗚咽にも似た声が響いた。

その声に、セラがそっと語り掛ける。

「……やはり…その右目の朝雪紋か………？」

マサムネの動揺が伝わってきた。

「コウロに聞いたぞ。その紋章はシンカイの王族の直系にしか現れぬものだとな。」

セラの声は、とても深い慈悲に満ちたものだった。
「つまり――」

「うごあはははははははははははははははあっ！！」

セラの声を遮って、マサムネのＭＤ後方の艦体に火柱を上げながら奇声とも笑い声ともつかない叫びが空気を震わせた。

「「！？」」
爆発に目を奪われる二人。その視線の先、艦体上部に開いた穴からはもうもうと黒煙が噴き出している。やがて、その黒煙が晴れると、

「……レイギか？」

青いＭＤが姿を現した。見た目の形は最初に〝錆びた鉄亭〟に現れたシンカイの機体に近い。しかし、その時のものに比べて一際鮮やかな青で彩られており、背中には長大な槍が、更に装甲の随所には金細工が施されている。おそらくは最初に見た機体に改修を加えた上位機種なのだろう。……だが、同じく金細工が施されていたアケノアカツキの元首の機体に比べると、どうにもみすぼらしい印象を受けてしまう。具体的にどこがどうとは言いにくいのだが、全体から漂ってくる雰囲気がそう思わせてしまうのだ。
「ぐふあはははははははははははは………………」

その青い機体から不気味な笑い声が聞こえてくる。
「くそくそくそくそくそくそくそ………誰も彼も私を見下しやがって……私の何が劣ると言うのだ………あの色狂いや〝ガイジン〟や……そして父上の戯れなぞで生まれたお前なんぞにいいいいいいいいいいいいっ！！」
完全に錯乱した声が空気を切り裂いた。

「何だと……？」

その声にマサムネが反応する。

「〝戯れ〟とは言ってくれるな………この〝出来損ない〟風情が………！」

少なくない怒りを込めた声が響いた。

「ぎいいいいいいいいいいいっ！！」
対して、逆上した奇声が重圧を伴って二人の女に浴びせられた。しかし、二人とそのＭＤを微動だにさせる事もできず空に散っていく。

「……今、あ奴は『父上』と言ったか？　それでは、あの男も？」

微動だにしなかったセラは、同じく微動だにしなかったマサムネに問い掛ける。

「……そうだ。あ奴も私と同様、大君の落胤という奴だ。それも、平民出の侍女から生まれ市井に降ろされた私とは違い、正室を母として生まれながらも、傍流の家に降ろされた、な………」
「正室の子だと……？　だが、コウロの話では正室は子に恵まれなかったとの事だが………いや、待て。何故に正室から生まれた子が〝落胤〟になるのだ？　御子として堂々と朝廷に置けば良いではないか。」

「そうだ。本来ならその通りになっていただろう………ただ一つ、朝堂の証たる〝朝雪紋〟がその身に現れてさえいれば、な………」

呟くようなマサムネの声には、わずかな同情が含まれているようにも思えた。

そして、その声に〝落胤〟が魂を引き裂かんばかりに咆哮する。
「……そうだそうだそうだそうだそうだそうだそうだ！！　正室を母にした大君の長子たる私こそが内太君に、次期大君に相応しい真の御子なのだ！！　然るに！　そんな紋章一つの為に母上は誇りも沙汰も失い、私も朝堂の直系たる〝シラナミ〟の尊名を与えられる事もなく人生の全てを奪われた！　そんな事があっていい訳なかろおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！！」
新たに聞こえた叫びに微かな悲哀を感じてしまったのは気のせいか。

正室から生まれながらも君主の子と認められる事さえなく、代わりに第三室の子が後継者として認められた。その上、市井に降ろされた庶子が朝雪紋を持ち、更に自分を超える〝Ｓ級デュアルドライバー〟となって自分に並ぶ地位に座っている。極めつけに、ある日突然現れた下層民の、それもこの国では差別され卑下されていた異民族系の男が、後継者の許婚として自分が手に入れられなかった将来を約束された。
「……まあ、ここまで不遇が重なれば、多少は人格が歪むも、やむなしなのか………察するに、正室が殊更コウロに辛くあたった事も、その辺りに因があるのだろうな………」
セラが、これもわずかに同情を含んだ声で言った。が、

「同情などするなああああああああああああああああっ！！」

男が血を吐くように絶叫した。同時に機体から無数の光の粒が飛び散る。それは……

「蟲……？」

セラの言葉通り、それは八本の細い脚と一本の長い尾を持つ小さな機械の蟲だった。それらの無数の蟲が不気味に蠢きながら光を発しているのだ。そして発光しながら宙を舞う蟲達は、先刻タケルに倒され薄紅色の艦上に散らばっている無数のアケノアカツキのＭＤに取り付き、中に潜り込んでいく。…直後、蟲の潜り込んだＭＤ達が機体を軋ませながら立ち上がった。
「何いっ！？」

セラが顔色を変える。そして一連の光景に見覚えを感じて、更に声を上げる。

「まさか……〝金属化〟か！？」

その脳裏には二週間前、自分の故郷だった国で見た光景が甦っていた。

「……ふあははははははははははははっ！！　そうだ！　〝斬海〟に加えてこの技術！　ようやく！　ついに！　この私が！　私こそが！　あるべき座に戻る時が来たのだあああああああああああああっ！！」
狂気の色を顕にして男が叫んだ。

その時、隣に飛んでいたアケノアカツキの戦艦が爆炎に包まれる。

「エン！！」

「タケル！！」

その炎を見て二人の女は、それぞれが想う男の名を呼んだ。しかし、その声も虚しく朱の戦艦は次々と炎と煙を噴き上げて〝朱〟から〝紅〟へとその色を変えていく。

「ぐふあははははははははははははははは！！　手間が省けたか……いや、残念至極だ！　身の程知らず共め、折角この〝斬海〟で私自ら葬ってやろうと思っていたものをおおおおお！！」

炎の照り返しを受けながら青いＭＤが高笑いを上げた。
その手には、赤い照り返しを受けて尚、鮮やかさを失わぬ朱塗りの鞘と……その鞘に収められた巨大な刀が握られていた。

「まあ良い！　試し切りの相手なら目の間にいるのだしなああああああああああああああ！！」
狂気の目が、二人の女が乗るＭＤに向けられる。

そして青いＭＤは、自身の身長を超える巨大な刀の柄に手を掛けた。

その間にも、半壊したアケノアカツキのＭＤの群れは、まるでゾンビのようにゆっくりとした動きで女二人のＭＤに迫ってくる。
「さあ、慈悲深い私が……真のシンカイ朝廷の支配者が選ばせてやろう！！　穢らわしい死者の群れに引き裂かれるか、私自らの手で〝斬海〟の露と消えるか！　好きな方を選ぶがいびちゃべあ！！」

陶酔した声を発するＭＤが、突如、上から降ってきたまだらの球体に押し潰された。
一瞬の間を置いて球体が破裂すると、中から赤いＭＤとどっピンクのＭＤが現れる。
「……やばかった………調子に乗って壊し過ぎたか…………」

「……もう……結局、私に能力使わせてるんじゃない………って、あら？」

「うがうあああああああああああああああああっ！！」

青いＭＤが絶叫と共に立ち上がった。自分を下敷きにしていた赤いＭＤとどっピンクのＭＤを弾き飛ばして。
「エン！　ユーリィ！」

弾き飛ばされながらもドライバーの名を呼ばれた二機のＭＤは、空中で体勢を立て直すと名を呼んだＭＤの側に着地した。
「無事だったか、セラ？」

「いや、お前達こそ無事だったのか！？」

炎上するアケノアカツキの戦艦に横目を向けるセラ。

「ああ……ピンボールのボールの気持ちが良く解ったぜ。」

「……戦艦の爆発の力を利用して、ここまで飛んできたのか…………」
溜め息混じりに話すエンに、溜め息混じりにセラが答えた。そのエンに、マサムネが声を荒げて問い詰める。
「タケルは……あいつもあの艦にいた筈だぞ！　あいつはどうした！？」
「はあ？　裏切り者の事なんざ知るかよ。」

「………！」

素っ気ない答えに声を失うマサムネ。だが、
「……ふうふはははははははははははははっ！！　懸念など無用だあっ！　どの道、お前ら残らずあの〝ガイジン〟の所に送ってやるのだからなあああああああああああああああっ！！」

青いＭＤが甲高い笑いと共に、再び〝斬海〟の柄に手を掛ける。
「さああああ、今度こそ覚悟し……ろ…………？」

しかし、青いＭＤは柄に手を掛けたまま、刀を鞘から抜かなかった。

「な……なにい………？」

笑いに換わって困惑の声が洩れる。

そのまま何とか刀を抜こうと、柄と鞘をガチャガチャと揺らす青いＭＤ。
どうやら刀を抜かなかったのではなく、抜けなかったようだ。

「な…なぜだ……なぜ抜けぬ……！？　シンカイの真の後継者たる私にいい………！！」

更に困惑の声が洩れる中、マサムネが沈痛な声を吐く。

「……無駄だ……お前には〝資格〟が無い……………」

「な…なんだと………うぐっ！？」

何かに気づいてレイギが上を見る。そこには、
「ふははははははははは！！　気に病む事はない！　その力、貴様に代わって我らが有益に使ってやろう！！」

三つの首を持った巨大な龍型の式獣に乗り、黄金の角を持つ朱のＭＤが空に浮かんでいた。

「アケノアカツキ！？　ヤツらも脱出してたか！」

エンが叫ぶ。視線の先には黄金のを持つ大将軍機の他にも、翼の生えた馬を思わせる式獣に乗った無数のアケノアカツキのＭＤが空を舞っていた。
そのＭＤ達が自分が乗る式獣の口から細い管を射出し、青いＭＤが持つ〝斬海〟に次々と絡めていく。

「いかん！　奴ら〝斬海〟を奪う気か！！」

マサムネが叫ぶのと、〝斬海〟が青いＭＤの手から離れるのが同時だった。

「ふはははははははははは！　これに比べれば戦艦の一隻や二隻安いものよ！！」
「へえ、そりゃお気の毒♪」

「何！？　……むうっ！？」

突然の声に大将軍機が見上げた瞬間、上空から一機のＭＤが刀を振り下ろした。

「ぐああああああああああああああっ！！」

咄嗟に槍をかざしたものの、その槍もろとも黄金の角の右を切断されアケノアカツキの大将軍機が呻いた。更に大将軍機が乗る式獣に無人の馬型の式獣が激突し、機体を空に放り出させる。
「ハハッ、悪いなあ！　一匹借りてたぜえ！！」

大将軍機に斬りつけたＭＤは、そのまま〝斬海〟に向かって宙を舞い、それに絡みついていた管をも一瞬で斬り裂いた。そして自らが〝斬海〟を掴み、薄紅色の艦体に着地する。
「タケル！！」

そのＭＤに乗る男の名をマサムネが叫んだ。同時に、エンが不機嫌そうな声を漏らす。

「……ちっ、だから、そいつの事なんて知るかって言ったろ。そいつがあれくらいで死ぬようなタマかよ。」

一方、〝斬海〟を取り戻したタケルは目の前のレイギと、その後で式獣に乗っているアケノアカツキのＭＤ達に向かって言い放つ。

「さ～て、どうする？　〝斬海〟がこっちの手に戻っても、まだやるかあ？」

「と…当然だ！　我らはまだ……」

「退くぞ。」

レイギが強弁しかけた時、後から別の声が聞こえた。
「噂に名高い〝炎の四重葬〟と征威大将軍に加え、〝斬海〟までがそちらの手に渡ったとなれば、ここが退き時であろう。……だが忘れるなよ〝朱飛沫〟。この角の屈辱は必ずや晴らしてみせるぞ！」

他のＭＤの式獣に拾われていたアケノアカツキの大将軍機は、斬り落とされた角の雪辱を誓うと炎上する自軍の戦艦を放棄し、全てのＭＤを退却させていった。
「ふむ……見事な退き際だ。あれだけ退き際をわきまえられる将はなかなかいないぞ。」

セラが感嘆する。

そして、エン達の前にはレイギがたった一人で残された。が、
「……ふ…ふふふふふふふふふふふふふふ………この程度で私が屈服するなどとは思っていないだろうな？　そうだ！　周りを見ろ！　未だ我が死者の軍勢は健在だぞおおおおおおおおおおお！！」
自らを必死に奮い立たせながら男は言う。だが、その言葉は偽りではなかった。確かにエン達の周りには半壊したアケノアカツキのＭＤが群れを成して間近に迫っていた。
「……ちっ、マサムネ、タケル、お前らとの決着はひとまず置いといて、シンカイのＭＤを出せないのか？」
「……出せぬ事はないが……如何に大型艦とは言え、艦上という限られた場所で機甲衛士同士の集団戦をすれば、艦自体が墜落しかねんぞ。」

舌打ちしながらのエンの声に、マサムネが溜め息をつきながら答えた。
戦艦の高度は大分下がってはいるが、まだ墜落して大丈夫という高さではない。

「……くそ、俺やセラの大技も、下手すりゃ戦艦ごと吹っ飛ばしちまうからな……せめてサツキがいれば、あいつのペットでどうにかなったかも知れないんだが………ん？」
エンがぼやいた時、突如、先刻レイギのＭＤが現れた艦体の穴から大きな水柱が昇った。そして、
「水流は水龍と為す。」

女の声が聞こえたかと思うと、水柱は巨大な水の龍となって、エン達の機体に迫っていたＭＤの群れを呑み込んでいく。気がつくと、艦上にはエン達とレイギのＭＤだけが残り、それ以外の半壊したＭＤ達は水龍によって全て艦上から押し流されてしまっていた。

「……な……なななななななななななな………………」

最後の切り札をあっさり失って、レイギが酸欠の金魚のように口をパクパクさせる。
その時、水柱が昇った穴から一機のＭＤが飛び出した。

それは、白と薄紅色で彩られた、真珠のように輝くＭＤ。肩からは身長の半分以上の長さの装甲が優雅な曲線を描きながら幾重にも横に伸びている。本来、脚がある部分には、これも優雅な曲線を描く推進器が取り付けられており、その推進力によって機体を宙に舞わせていた。しかし、機体が艦上に降りてくるに際し、推進器は左右二つに分かれ二本の脚となる。そして、さながら絢爛な絹を幾重にも重ねた羽衣のような機体が、ゆっくりとエン達の前に舞い降りた。その機体を見て、エンはまたもいつかの夜を思い出す。

（あー、前にセラに着させた〝じゅうにひとえ〟とかいう服がこんなんだっけ？）
しかし、そんなエンの邪念など知らぬとばかりに、羽衣のようなＭＤから声が響く。
「遅くなってすまぬな。艦内の掌握に思いの他、手間取ってしもうた。どこぞの眼帯女に心酔する輩が存外に多くてのう…………」
その声と共に、新たに現れたＭＤはわずかな視線をある機体に向けた。

「……………………………………」

しかし、視線を向けられた三本角のＭＤは何も答えない。
「……まあ、良かろう。ヌシ達は後回しじゃ。まずは………」

「……い…今頃になって何をする気だ、〝好色……ひっ！？」

懸命に声を絞り出そうとするレイギだったが、途中で機体の足下に氷弾を撃ち込まれ声を詰まらせる。そこには陶酔も倒錯も狂気も消え失せ、ただただ怯えが残るだけだった。

「何をする気じゃと？　理に背いた謀反人の末路なぞ言うまでもなかろう。」

羽衣のようなＭＤの操縦席で、コウロが低い声を出す。

その声は最初にエン達の前に現れた時と同様の、深い海の底のような底冷えのする重圧に満ちていた。不用意に踏み入れば、あっという間に呑み込まれ理不尽とも言える水圧で何の抵抗も出来ないまま押し潰される。そんな人間の本能を震え上がらせる声だ。
「……ふ…ふざけるな！　理に背いているのは、どちらだ！？　私が……私こそがシンカイ朝廷の頂点に立つべき者なのだ！！　それを簒奪したお前達こそ理に背いた謀反人ではないか！！」

コウロの声に怯えながらも、レイギが精一杯の自尊心を振り絞って叫んだ。が、
「笑わせてくれるのう。」

突如、羽衣のようなＭＤの胸のハッチが開くと、ドライバーが生身の姿を現した。

「ヌシの言う〝理〟とは何じゃ？　もし血統の正統性のみを言っておるのならば、まさに物笑いの種じゃぞ。確かにそれも全く不要とは言わぬがのう。じゃが、この乱世、血統や志のみでは国を守る事なぞ叶わぬぞ。求められるのは人心を一つにまとめ、国を、国土を、国民を、現実に守る事のできる現実の〝力〟じゃ。然るに、この戦艦一つもまとめられぬヌシが、如何にしてシンカイ三十億の民の心をまとめ、祖国を守るというのじゃ。」

「……！」

レイギが息を呑んだ。その頭に浮かぶのは、先刻の艦内映像で見た光景。無数の衛士から槍を向けられながらも、一声でそれらを屈服させ配下に取り戻した〝内太君〟の姿。その圧倒的な胆力とカリスマこそは………
「……い…いや、私とてこの戦艦を一つにまとめ、指揮を執っていたのだぞ！　そうだ、今この艦が星間門に向かっている事こそ、その証だ……！」

必死に声を張り上げるレイギだったが、その声の最後はかすれていた。

「『指揮を執っていた』じゃと？　その時、艦橋にいた官吏はヌシだけじゃったのか？　他の官吏は誰もおらなんだのか？」
まるで、その場の状況を見ていたかのようなコウロの声に、レイギの目が見開かれる。そう、あの時あの場には、自分以外にも二人の官吏が……眼帯の女と、金髪を三つ編みにした男がいた。今にして思えば、自分が星間門へ向かう命令を出したあと、艦橋の乗員達は自分の後にいた二人に目を向け、無言で頷く女から戦艦を動かす了承を取っていたように思える。

「………！」

全身から汗が噴き出すレイギ。不意に足下が崩れ、視界が回転しながら暗転していく錯覚に襲われる。
「眼前の配下の心すら掴めぬ者に、どれ程の民の心が掴めるというのじゃ。なれば、やはりヌシは現実の〝力〟を掴み、国を守れる器ではなかったか。」
能力と同様の冷淡な声が聞こえた。
「ヌシとて知らぬ訳ではあるまい。かの〝司法国〟を筆頭に血統や志のみは大層であろうとも、現実の〝力〟を伴わぬが故に衰退した国なぞ枚挙にいとまが無いのじゃぞ。それとも、ヌシは我が朝廷にもそのような末路を辿らせるつもりか？」
〝司法国〟の名を聞いたユーリィが『確かにね……』と小さく呟くも、それを覆い隠すようにＭＤの前に生身をさらしたコウロが言葉を続ける。この状況、レイギにとってはコウロを抹殺する絶好のチャンスの筈なのだが、内太君の重圧に圧されたレイギは只々たじろぐだけだった。
「他国を見よ。先刻のアケノアカツキも然り、今や国首自らが兵の先頭に立たねば国を守る事は叶わぬ時代よ。じゃからこそ〝きょうだい〟の中で儂が選ばれたのじゃ。最も強い〝力〟を持つが故に、最も辛く、最も厳しい〝大君〟という大役にのう。国と、そこに住む無辜なる民をその〝力〟で守る為にじゃ。」
そこには普段のおちゃらけた雰囲気など微塵もない、見る者全てを圧倒する堂々とした内太君の姿があった。そして内太君……いや、次代の大君は力強く詰問する。

「確かに、ヌシも文官としては優秀なのじゃろう。じゃが、ヌシの優秀さとは御所の奥で書簡に対処するものでしかないのではないか？　儂のように城下に下り、現実の民が何を思い何を求めておるか、己の目と耳で民に触れた事はあるのか？　あれら民の声と笑みに己自身で触れておれば、己が何をすべきかなぞ自ずと悟るものじゃ。そう……国主とは決して民の上に立つ者ではなく、民の下で彼らを支える存在であるという事をのう………」

支えるべき民を思ってか、一瞬柔和になったコウロの視線はしかし、すぐに鋭く転じてレイギを貫く。

「然るに、その民を支えるべき大君にならんとするヌシの口からは、ヌシ自身を支える言葉しか聞こえてこぬ。そのようなヌシに国を守り民を支える〝力〟と……何より、〝覚悟〟があるのか？」

「………！」
レイギは答えることが出来なかった。

ただただ無言で機体を後ずらせるのみである。

しかし、ほどなく機体のかかとが最初に機体自身が出てきた艦上の穴に触れ、それ以上後退も出来なくなる。

「くうっ………」

「……もう良かろう。ヌシも朝堂に連なる者ならば、退き際は心得ておる筈じゃ。なれば……せめて散り際は、ヌシが誇る朝堂に恥じぬものにせよ………！」
コウロは、ようやく操縦席に戻るとハッチを閉じる。そして、
「さあ、来るが良い。儂がこの手で引導を渡してやろうぞ。」
自機の両手に刀身のない刀の柄だけを出し、強く握らせた。

その時、

「……待て。それは俺の役目だ。」

後から声がした。

声の主は自らの機体を前に進めると、コウロの機体を押し退けて刀を構える。
レイギの機体の前に、頭髪を思わせる金のケーブルをなびかせながら、ＭＤの身長を超える巨大な刀を鞘に収めたままでその手に構える朱のＭＤが立ち塞がった。

「俺からの手向けだ。せめて、お前自身が欲しがっていた〝力〟で葬ってやろう。」

　様々な感情が籠もった声でタケルが言った。
　「ぐうう……よ…良かろう！　だが葬られるのが、いずれになるかは判らぬぞ！　見るが良いいいいいいいっ！！」
　上擦った声で叫びながら、青いＭＤは背中に装備されていた槍をその手に構える。
　「これこそは我がオバマ家に伝わる宝槍〝突波〟なり！！　その鋭さたるや、〝斬海〟にも勝るとも劣らぬと心得よ！！」

　「上等だ！　こっちも本気でやらせてもらうぜ！！」

　タケルが吼えた。同時にＭＤの両肩から下がっていた長い装甲が跳ね上がり、その内側から盛大に蒸気が噴き出す。更に、後頭部から腰まで伸びていたケーブルが金の光を放ちながら頭上に逆立った。
　「……教えてやるぜ。何故お前が〝斬海〟を使えなかったのかな。」

　朱の機体の両掌が輝く。その両掌が〝斬海〟の柄を掴むと、レイギの機体がどうやっても抜けなかった刀がすらりと鞘から抜き放たれた。

　「……さあ、その目に焼きつけやがれ………マサムネと……コウロの二人から与えられた〝力〟をな………！！」
　声と共に、刀を肩に水平に構える朱のＭＤ。
　その刀身が輝き始めると同時に、タケルが静かに口を開く。
　「なぜ……ホウガ陛下が俺を『シンカイ朝廷の真の後継者』と呼んでいたと思う………？」
　その口調には、微かな悲しさが感じられた気がした。

　「勿論それだけが理由って訳じゃないが……少なくとも一つの朝雪紋だけじゃ〝斬海〟を使うのは無理なのさ………まして……一つの朝雪紋も持たないお前じゃ言うまでもないだろう…………」
　タケルの静かな声と共に、〝斬海〟の輝きが増していく。
　「陛下の無念も晴らさせてもらうぜ。」
　その言葉に、マサムネが一瞬眉を揺らす。

　その言葉に、レイギは一瞬眉をひそめる。

　「……知っていたか。」

　「ああ、一月前……既に陛下は亡くなられていた………いや、元々病によって長くはない御命だった………　だが、お前はそれに付け込み、例の〝金属化〟の技術を治療方法と偽って陛下に使い、あのお方を……自分の父親を動く屍にした………！」

　「な……」

　コウロが目を見開いた。同時に、レイギが目を閉じて笑みを洩らす。
　「ふ……あのような男には当然の末路だ。本来の後継者たる私を捨て、そこの売女や下賎な貧民の落胤などを選び、あまつさえ穢らわしい〝ガイジン〟なんぞを王配としたのだぞ！　そんな男が大君であって良い訳がなかろう！！」
　「……解らないのか？　そんなお前だからこそ、陛下はお前を後継者に出来なかったんだろうが。」

　「……！？」
　目を剥くレイギに、マサムネが絞り出すように声を吐く。

　「……そうだ。そんなお前の卑小な心根を見抜いていたからこそ、父上はお前を選ぶ事は出来ず………全てを知りながら、〝金属化〟を自らの体に施させたのだ。お前の狂奔を止める為、長くはない自らの命を永らえさせようとしてな………！」
　「何じゃと！？」
　「何い！？」

　コウロとレイギの声が重なった。

　「……ふ…ふははははははははははははははははははははははははははははははっ！！」
　やがて、狂おしいまでの笑いが艦上に響き渡る。

　「はははは………そうか……父上は、そこまでして……自分が屍となってまでも……私を否定しようとしたのか…………」

　それは、笑っているようにも泣いているようにも聞こえる声だった。

　「それは……」

　「だまれえええええええええええええええっ！！」

　マサムネの声をレイギの叫びが遮った。
　「今はっきりと解った………やはり、私が全てを手に入れる為には……いや、私が私として生きる〝居場所〟を手に入れる為には………お前たちを〝鏖〟にするしかないのだとな！！」

　「……馬鹿野郎がっ！！」

　朱のＭＤと青いＭＤが同時に飛び出す。そして二つの切先がぶつかり合い―――
　「なにいっ！？」

　レイギがおののいた。自身の槍が〝斬海〟により先端から消滅していく。そして槍を完全に消滅させた〝斬海〟は、勢いのままに槍を握っていた機体の右腕をも消滅させ、遂に青いＭＤの胸を……ドライバーが乗り込む操縦席を貫いた。

　「ぐっ…ふ………」
　ドライバーの口に鉄の味が満ちる。数瞬の後、胸から刀が抜かれた青いＭＤは、よろよろと足をふら付かせながら後ずさり………最初に自分が現れた艦体の穴へ落ちた。

　直後、穴から巨大な火柱が噴き上がる。

　その火柱を見て、朱のＭＤは肩の装甲から一際盛大に蒸気を噴き出すと、跳ね上がっていた装甲を下に戻す。更に、逆立っていた頭のケーブルも輝きを収めて腰まで下がる。体から力を抜いて佇むその姿は、全てが終わったと言外に語っていた。
　

　しかし、

　「ぐああああっ！！」

　突如、朱のＭＤが絶叫を上げた。火柱から飛び出した巨大な右腕に頭を掴まれて。
　飛び出した右腕は朱のＭＤを軽々と持ち上げつつ、火柱の中からゆっくりと残りの巨体を顕にする。

　「ば…莫迦な……！！」

　コウロが目を剥いた。

　その視線の先には、火柱の赤が翳むほどの〝紅〟に彩られた機械の巨人が立っていた。

　形は右手に掴んでいる朱のＭＤに近いが、随所に金細工が施された、より細かく、より複雑な形状の装甲が全身を覆っている。後頭部からの髪を思わせるケーブルは無いが、その代わりとばかりに、右手のＭＤのそれより太く、そして金に輝く無数のケーブルが装甲の合間を縫うようにして全身を這い回っている。しかし、最も見る者を圧倒するのはその大きさだろう。通常のＭＤの二倍近い、三十メートに達しようかという巨体が、そこに屹立していた。
　　「……き…機甲衛祖……〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ベニシンカイ),紅震海)〟………！！」

　コウロが茫然として呟いた。

　「……莫迦な！　起動の鍵となる〝斬海〟無しで何故………！！」

　マサムネが肩を震わせながら叫んだ。直後、エンがある事に気づいてハッとする。
　「……そうか…あのバカ、〝金属化〟を自分に使いやがったな………！」

　周りの目が自分に向く中でエンは続ける。

　「リオも言ってたろ。〝金属化〟は人体と機械を融合させてＭＤを動かせるってな………」
　「……何じゃと！？　ならば、レイギは己の体を〝紅震海〟と融合させて、あれを動かしていると申すか！　二度と人には戻れぬと承知で………！？」

　「……まあ、どの道さっきのタケルの一撃で、あとは死ぬしかなかっただろうからな………だったら、二度と人間に戻れなくても、俺達に一太刀浴びせようって気になったんじゃないか………？」

　「があああああああああああっ！！」

　エンが半ば放心しながら話した時、頭を掴み上げられていた朱のＭＤから再度絶叫が聞こえた。同時に、その手に握られていた〝斬海〟が下に落ちる。すると〝紅震海〟は朱のＭＤを投げ捨て、足下に落ちた〝斬海〟をその手で拾い上げた。同時に、
　「タケル！！」

　マサムネが素早く自機を動かし、投げ捨てられたタケルのＭＤを受け止める。だが、
　「…む！？　がはあっ！！」

　その瞬間、マサムネのＭＤは受け止めたタケルの機体もろとも〝斬海〟の刀身で弾き飛ばされた。レイギが〝紅震海〟の機体をまだ完全に制御できていないのか、刃の無い峰での一撃だった為に弾き飛ばされただけで済んだが、そうでなければ二機とも真っ二つにされていただろう。とは言え、その衝撃は大きかったようで、二機のＭＤは艦上を転がったあと、倒れたまま動かなくなってしまった。
　「……なるほどな……普通のＭＤにはデカ過ぎるあの刀も、あのデカブツが持つと丁度いいサイズに見えるな…………」
　未だ放心から抜けきれていないエンが呟いた。

一方、本来の起動の為の鍵である〝斬海〟を手に入れた〝紅震海〟は、一瞬動きを止めたかと思いきや、背中のエンジンから凄まじい駆動音を轟かせる。

　「なああっ……！」

　その音と重圧にエン達がたじろぐ前で、〝紅震海〟はゆっくりと手に持つ〝斬海〟を振り上げた。
　「い…いかん！　このような所で〝斬海〟を使えば……」

　戦艦の艦上という特殊な状況でコウロが叫びかけた時、

　　

ふごおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！！

　
雄叫びとも機械音ともつかぬ轟きと共に、〝紅震海〟が刀を振り下ろした。

「うあああああああああっ！！」

その一振りが巻き起こした衝撃波は、余波だけでエン達を艦上から吹き飛ばしかけ、本体は放棄されたまま横を飛んでいたアケノアカツキの戦艦へと襲い掛かる。そして、炎上していた艦体を跡形もなく消し飛ばした。

「なっ！？　大型艦を一撃で……！？　確かにあんなのを何発も撃てるなら、国の一つや二つ簡単に制圧できるか………うおあっ！？」

エンが茫然と呟いた時、アケノアカツキ艦の爆発の衝撃でシンカイの戦艦も大きな震動に襲われる。直後、大きく傾いた艦体は一気に墜落を始めた。

「や…やば………」

エンが顔を引きつらせる………が、

「ぐああっ……って………え？」

ややあって強い衝撃に襲われたものの、すぐに艦体が安定したのを感じてエンは拍子抜けの声を出した。
見れば、戦艦は地上に不時着している。どうやら無理に不時着しても無事な高度まで降下していたらしい。

「た…助かった……って言うのは、まだ早いか！」

エンの言葉を証明するように〝斬海〟を振り上げた〝紅震海〟が目の前に迫っていた。

「うおっ！？」

普通じゃないＭＤからの一撃を普通のＭＤ達が一斉に避ける。しかし、その結果彼らの代わりに斬撃を受けた薄紅色の艦体は、刀身が斬り込んだ箇所から盛大な爆炎を上げた。
「お…おのれ、よくも儂の艦を……このままでは艦が傷付くだけじゃ！　全員、艦から離れよ！！」

コウロの声に、倒れたまま動かないマサムネとタケルの機体を除くエン、セラ、ユーリィ、そしてコウロのＭＤは瞬時に艦上から飛び出し地上に降りる。当然〝紅震海〟もそれを追う。

戦場を広大な海王星の荒野に移して、改めてそれぞれの武器を構える大小のＭＤ達。
しかし、巨大なＭＤは突如構えを解くと、その巨大な刀を荒野に突き刺した。

「なに……？」

周りの機体のドライバー達が、一様に怪訝の表情を浮かべる。刹那、〝斬海〟が刺さった地点を中心に、荒野に巨大な光の円が広がった。

「なんだと！？　まさか………」

エンが顔色を変える中、光の円は巨大な魔法陣となり、荒野に半壊したＭＤの大群を出現させた。ざっと三桁を超える数の大群を。
「……空間操作だと！？　くそ、今回は無しかと思ったのに、ここで出てくるか！！」
吐き捨てるようにエンが叫んだ。

「な…なんじゃ、あの転送術は！？　まさか星間門と同じ………」

「……そうだよ。あれは星間ゲートと同じ、〝大戦火〟の時代のバカみたいに高レベルな高自然学……〝魔術〟を使った空間操作の一種だ。今、普通に残ってる魔術と違って一瞬でメチャクチャ大規模な転送ができるんだとよ。」

自身も二週間前に初めて見た超技術を前にエンが説明した。
その超技術により姿を現したＭＤの群れは、先刻薄紅色の艦上で見たアケノアカツキの半壊したＭＤ達と同様に、わずかにふら付いた足取りながらも武器を振り上げて迫ってくる。それは、紛れもなく〝金属化〟によって生み出された死者の軍団。だが、先刻のアケノアカツキのＭＤ達と比べて今度のＭＤ達は───
「何と言うか……機種に統一性が無いな。」

セラが眉をひそめる。

確かに、新たに現れたＭＤのゾンビ達は一体一体が明らかに違う外見をしていた。正確に言えば、特定の国で大量生産されている量産モデルも多数見られるのだが、いかな量産機と言えど、ドライバーの個性により武装やペイントなどに自然と個体差が出てくる。だが、新たに迫ってくるＭＤ達は、そんな個体差も含めてバラバラの外観をしていた。それはまるで、複数の場所からランダムで機体を掻き集めてきたような集団だった。
「……あ、そういえば……レイギのヤツって、戦災復興とかいう名目であちこちの戦場を回ってたって話だよな………もしかして、その時に集めてきたＭＤなのか？」

エンがハッとして呟いた。

「成程……その結果がこの統一性の無さか………しかし、これだけの数を集めるには相当な時間が掛かった筈だぞ。そうなると、奴は一体いつ〝金属化〟の技術を手に入れ、いつから今回の事を計画していたのだ………？」
セラの声に場が静まり返る。

「……ちっ、残念だがそれを考えるのは後回しだな。」

エンの声に場の緊張が高まる。

気がつけば、半壊したＭＤの大群はエン達の機体をすっかり取り囲んでいた。

「ハッ、だが地上でならこっちも手加減なしでやれるからな！　一気に焼き尽くしてやる！！　さあ、セラ！　ユーリィ！　あえて許す！！　俺の〝禁句〟を……」
「「やめろ！！」」

興奮気味のエンに女二人のハーモニーが響いた。

「この状況でお前の奥儀を使えば、私達まで巻き添えを喰うだろう！」

「そうよ！　また私に能力使わせる気！？」
「そうよ、ここは私に任せなさい！！」

「………ん？」

三人目の女の声に眉をひそめるエン。声のした空を見上げると……
「リオ！！」

戦闘機型のＭＤが見えた。

「お前、今までどこ行ってた！？」

「アハハ、だから、その埋め合わせにここは引き受けるって言ってんじゃない♪」

状況にそぐわぬ軽薄な声が降ってくる。

「なに……だが…いくらお前でも、この数相手じゃ…………」

「あ～ら、甘く見られたもんね。お忘れかしら？　あたしだって〝Ｓ級デュアルドライバー〟なのよ。こんなゾンビの百や二百、かる～く捻ってやるわよ♪」

自信に溢れた軽薄な声が降ってきた。
「だから、あんた達はそのデカブツをつれて、さっさとどっか行きなさい。」

「………まかせたぞ。」

わずかな逡巡のあと、エンはポツリと言う。そして、

「セラ！」

隣にいる黒いＭＤに声を向けた。

「……良いのか？」

「ああ、どうせここにいるヤツらは全員知ってんだろ？」

「……良かろう。」
一言答えると、セラは剣を握った自機の左腕を頭上に高く掲げさせる。

「これだけで破壊は望めぬだろうからな。後の事も考えれば一本で充分だろう。」

言葉と共に、頭上に掲げられたＭＤの左腕、そしてその先に握られた光剣の周りに〝渦〟が発生し始める。始め、微かな流れだったそれは、すぐに猛烈なうねりとなり、流れの中に火花のような光の粒が無数に生まれた。そして、
「吹き飛べ……地平の彼方へ！」

剣を〝紅震海〟に向けるセラ。刹那、剣から放たれた巨大な〝渦〟は、まるで光り輝く〝銀の嵐〟となって紅い巨体を空の彼方へ吹き飛ばした。
「よし、俺達も行くぞ！」

同時にエンの声が聞こえたかと思うと、そこにゾンビ以外の機体はいなくなっていた。

「……ふう…ようやく行ったわね。」
一瞬前までエン達の機体がいた位置に、小さな溜め息と共に戦闘機が降りてくる。

依然、周りは三桁を超えるＭＤのゾンビに囲まれたままだ。その囲みの中で戦闘機の操縦席のハッチが開くと、ドライバーの女が生身の体をさらけ出す。

「にしても、機械のゾンビか……なんか〝偽神戦役〟を思い出すわね。……ま、それはともかく、さっさと片付けましょう……か！」

周りを見回しながら、リオは〝黒い結晶〟の指輪をはめた指をパチンと鳴らす。すると、その背後の空間に大きな穴が開き、中からハイエナを思わせるＭＤサイズの四足獣型の機体が複数現れた。
「さ～あ、やっておしま……ん？」

そのままハイエナ達に命令しようとしたリオだったが、半壊したＭＤの中に見覚えのある機体を見つけ眉をひそめる。
「あんたは……確か、さっき〝直し屋〟に来たヤツよね？　〝瞬白の羽〟……だっけ？」
全身に羽を飾り付けたようなＭＤが見える。

「でも……色が違うような…………」

〝直し屋〟に来た時は純白だった機体が、今は漆黒に染まっていた。そして、その漆黒の機体から機械的な声が洩れてくる。
《ぐ…ぐうう……あいつめ……ふざけやがって………》
「あら珍しい。意識が残ってるんだ。まあ、オリジナルの技術は、それが普通だったんだけどねえ。」

変に感心した声を出すリオだったが、その前で漆黒の機体の声も続く。

《いきなり依頼をしてきたかと思えば、いつの間にかワタクシをこんなにしやがって………でも……結果オーライですわね……この力があれば〝汚れた双嵐〟なんて調子に乗ってる乳と脳ミソが反比例してる女も一撃……そう！　かの〝大戦火〟に語られる〝神兵〟とて今のワタクシにはカナイマセンワアアアアアアアアアアアアッ！！》
始め、唸るように低かった〝声〟は徐々に狂気を帯びたものになり、遂には完全に正気を失った〝音〟へと変貌してしまった。

「……あー、まあ巨乳が気に入らないってのは解るけど………保たなかったか。」

「とは言え、聞き捨てなりませんわね。〝神兵〟とて敵わぬとは。」

スレンダーな女が眉をひそめた時、もう一つ女の……いや、少女の声が聞こえた。
「あら、アメズィスティア。」

声のした方を見ると、そこには一人の少女がいた。薄い紫のフリルが飾りつけられた白いドレスを着て、同じく薄い紫のフリルが飾りつけられた白い日傘を持った少女が。

「遅かったわね。おめかしに時間が掛かっちゃったのかしら？　何せこの星系の人間のカッコにはまだ慣れてないでしょうから♪」

「ふ、戯れ言を。まあ、あのお方にお会いする為の特注の〝ドレス〟が届いていない事は事実ですが。」

「アハハ、〝ドレス〟ねえ……そういや〝偽神戦役〟の時に見た今のあんたのそっくりさんも同じこと言ってたわ♪　色は違うとは言え、やっぱ見た目がおんなじだと、言うコトもおんなじになるのかしらね。それとも……それも、あんたをそのカッコにした〝鍵〟の御心ってヤツかしら？」

軽く肩をすくめるリオ。
「まあ、あんただって、この星系に来たのはあくまでもあのお方との〝お見合い〟が目的で、あたしの手伝いなんてついでだと思ってたから、さっきいきなり〝直し屋〟に出てってゾンビを氷漬けにしちゃったのには、ちょーっと驚いたんだけどね。」
「ふふ、心外ですわね。〝大帝国〟の兵卒として、お役目をおろそかにするなどもっての他ですわ。」

皮肉を込めたリオの言葉に、少女は見た目の歳にそぐわぬ嫣然とした笑みを浮かべた……が、一拍置くと顔を伏せ、まるで苛立ちを紛らすかのように早口でしゃべり出した。

「ええ、いくら〝残党狩り〟などという閑職にも等しい任務を与えられようと、任務に貴賤は在りませぬ故。まして、それが我らが〝鍵〟の御心とあれば尚の事。そうそう、先程の〝直し屋〟とやらでの事は、わたくしと同系の能力を持つ者がいたので、溢れる慈悲の心が疼いてしまったのですわ。まあ、あのお方が到着するまで時間があるので、少々手持ち無沙汰である事は否定しませんが。」

「……いや、建前でもいいから否定してくんない？　てゆーか微妙に言ってる事が矛盾してるっていうか、本音がダダ漏れてるっていうか、不満がブチ撒けられてるっていうか………ま、この世に生まれて一万年も経ってないお子ちゃまじゃ仕方ないか♪　……おっと。」

〝お子ちゃま〟の殺気に満ちた視線を、おどけながら歳の功で受け流すリオ。しかし、くだけた態度も一瞬、口元だけの笑みと共に言葉が続けられた。

「まあ、あの能力についちゃ、あたしも驚いたけどね。あの雪みたいな紋章……まさか、何千年も前の〝大戦火〟の頃の実験体の遺伝子が未だに伝わってたとはねえ。」

「ええ。ですが、問題がもう一つ。」

少女が殺気もそのままに視線を漆黒の機体へ転じさせる。

「先刻、我が〝系統〟に連なる末裔が放った〝銀の嵐〟……あれこそは曾お祖父さまより伝えられし我が〝金と銀〟の〝系統〟の象徴。始原の〝巨星〟にして我らが〝大帝国〟の水軍大元帥たる曾々お祖父様を祖とする我が〝系統〟の高貴の証。その証を継ぐ我が〝系統〟の眷族を、下等な劣化生物ごときが侮辱するなぞは言語道断！　加えて、我ら〝神の兵〟すら敵わぬなぞという暴言、まことに許しがたいものです………！！」
「……あら？　スイッチ入っちゃった？」

日傘の持ち手を強く握り締める少女に、リオが声をひそめた。
しかし、
「あー……おしゃべりの間にゾンビが結構やばいトコまで来ちゃってるんで、やるなら早くやってくんない？」
「……いいでしょう。」
一瞬眉を動かした後、少女はおもむろに傘を閉じて先端を荒野に突き刺す。そして、紫水晶の如き瞳が輝いた。
刹那、傘の刺さった地点を中心に一瞬で荒野が凍りつく。

《ナニイイイイイイイッ！？》
かつては〝瞬白の羽〟と呼ばれていた漆黒の機体が叫んだ。間一髪で空に逃れていたその眼下には、半壊したＭＤの群れごと、まるで紫水晶の鉱脈のように凍りついた荒野が広がっている。次いで漆黒のＭＤは、少女の傘の先端が自分に向けられた事に気づいて慌てて場を移動する。直後、機体があった位置を無数の氷の矢がかすめていった。
《……オノレエエエエエエエエエエエッ！！》
再び間一髪で危機を逃れたＭＤは、上空で逆上した叫びを吐きながら形を変え始める。そのまま数瞬の後には一回り大きくなり、背には一対の翼を、肩からはアームに繋がれた鋏のような大型の爪を生やした新たな姿へと変貌していた。そして地上の少女を目指して一直線に急降下する。

《シネエエエエエエエエエエエエエエエエエッ！！》
対して、少女は微動だにせずに向かってくる機体を見つめていた。…瞬間、漆黒の爪が少女を叩き潰す。
《ホーッホッホッホッ！　シンダシンダシンダアアアアアアアアッ………ヌアッ！？》
勝利の笑いは一瞬のみ、漆黒の機体はすぐに疑念の唸りを洩らした。そして荒野に突き刺さった自分の爪が見る見る凍っていくのを見て、唸りは悲鳴へと変わる。

《ヒアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！？》
そのまま氷は広がっていき、爪からそれを繋ぐアームを通って胴体にまで届こうとする。それに恐れを成した漆黒の機体は、自らアームを引き千切って再び空に逃れた。上昇していく途中で、引き千切られた爪はあっという間に自己修復で元通りになる。同時に、機体が爪を刺した場所、白い少女のいた地点に、巨大な紫の氷塊が地上から生え出すように現れた……と思ったのもつかの間、氷塊は一瞬で砕け散ってしまう。
《ムオッ！？》
漆黒の機体が驚きの声を吐く。だが、それは氷が砕けたからではない。砕けた氷の中から一体の機械の巨人が現れたからだった。

「へえ、ようやくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほんき),正体)を出したか♪」

いつに間にか戦闘機で空に飛んでいたリオが、相変わらずの軽薄な声を出す。

氷の中から現れたのは、白と紫に彩られた機械の巨人。大きさは通常のＭＤより一回り小さい十三メートほど。多数の装甲がドレスを纏うかのような優雅なシルエットを描き出し、まるで可憐な少女を思わせる姿の巨人だった。
《ギギッ！？　キッキサマハッ！？》
上空の機体から声が降ってくる。しかしその声には答えず、白と紫の巨人は両腕に紫の結晶でできた剣を出すと、それを頭上に振り上げた。そして上空の機体に向けて振り下ろす。

《ギャガアアッ！？》
上空から悲鳴が聞こえた。見ると、漆黒の機体から生えていた翼が二枚とも切断されている。切断された翼は一瞬で凍りつくと千々に砕け散った。
《ヒガアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！！》
翼を失い地上へ落下する漆黒の機体。だが、先刻の爪と同様、翼もあっという間に修復される。しかも、翼と同時に機体全体までが形を変え始めた。そして現れたのは、大きな翼と鋭い爪を持つ鳥の体に人の頭を付けた、〝人面鳥〟とでも言うべき奇怪な姿だった。
「……えーと、西洋の伝説にこんなのいたわよね……ハーピーとかセイレーンとか………うわっと！？」

新たな姿を得た事で落下状態を脱した漆黒の機体……いや、人面鳥が、リオの戦闘機をかすめて空へと昇る。

《ギガガッ！　イイゾイイゾ！　ワタクシハツヨクナッタッ！　ツヨクナッタアアアアアアアアアアアアアッ！！》
もはや知性も失われたかと思わせる〝音〟を人面鳥が発した。

その人面鳥を見て、地上の巨人が口を開く。そう、金属でできた巨人の顔に当たる部分には、人間のような目、鼻、そして口を思わせる彫刻が施されている。そして、その〝口〟が文字通り開いたのだ。人間がしゃべる時と同じように。
「……良いでしょう。先程も言っておりましたわね。〝神兵〟とて自分には敵わぬ、と………ならば！　その言葉、真か否か、身を以て証明していただきましょう！！　叶わぬ時は、我らが〝大帝国〟の名に於いて滅すのみ！！」

紫の目を輝かせるや、白と紫の巨人は、白と紫の航空機へと変形した。そして人面鳥を追って空へと昇る。
《ギガッ！？》

一瞬で目前に迫った航空機に、人面鳥は咄嗟に機体を避けさせた。が、わずかにかすった右翼が凍りついて砕け散る。その後、しばらくその繰り返しが続き、航空機がかすめる度に人面鳥の一部が砕けていく。しかし、破損箇所は自己修復ですぐに再生される為、致命傷を負わせるには至らない。
「むうう……これでは埒が明きませんわね………ならば！」

一旦、人面鳥から離れ距離を取る航空機。そして人面鳥の正面位置に機体を据える。直後、機体が人面鳥に向けて回転を始め、その周囲に〝渦〟が発生し始めた。同時に、地上で凍りついていた無数のＭＤが粉雪のように砕け散り、おびただしい氷の粒となる。そして、それらの氷の粒は航空機の巻き起こした〝渦〟に吸い寄せられ、幾筋もの竜巻のようにうねりを作りながら空に昇っていく。気が付けば、上空で〝渦〟によって巨大な螺旋を描く氷の粒は、光り輝く巨大な〝銀の嵐〟を形作っていた。先刻、セラが放ったそれよりも幻想的に輝く〝銀の嵐〟を。……そして、
「〝大帝国〟が〝金と銀〟の〝系統〟………第五代、アメズィスティア参ります！！」

〝嵐〟の中から声が響く。

《ギガアアッ！！》

一方、人面鳥も決着を着けようというのか、航空機に向けて機体を正対させる。そして頭部の口に当たる部分の装甲を開くと、そこにまばゆい光球を発生させ始めた。その時、
「凍てつきなさい！　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(アメズィスト),紫水晶)の如く！！」

〝銀の嵐〟が鋭い光条となって飛び出した。まるで氷の〝剣〟の如く人面鳥を目指して。対して、その〝剣〟を粉砕せんと人面鳥の口からも凄まじい光の奔流が放たれる。しかし、〝剣〟にぶつかった奔流は抵抗虚しく蹴散らされ、そのまま〝剣〟は人面鳥を貫かんと切先鋭く漆黒の機体に迫った。

「はああああああああああああああああああっ！！」

《ギギャアアアアアアアアアアアアアアアアッ！？》

一瞬の後、

人面鳥の背後の空に、白と紫の巨人がいた。

胸に大きな風穴を開けられた人面鳥の背後の空に。

《ギ…ガ………》

人面鳥が呻きを洩らす。風穴の縁は紫水晶の如き氷で覆われていた。そして氷は瞬く間に人面鳥の全身へ広がっていく。
《ギゴギャアアアアアアアアアアアアアアアッ！？》

機体の中枢を蝕む氷の前に自己修復も意味を為さず、迫り来る〝死の恐怖〟に人面鳥が絶叫……いや、断末魔を上げる。

《ギガガガ……チクショウ……アノオンナアアアアアアアアアアアアアアアアッ！！》

それが、人面鳥の発した最後の〝音〟となった。

その断末魔を聞きながら、白と紫の巨人がポツリと呟く。
それは───
「全ては御心の儘に………」

荒野に轟音が響いた。
巨大な何かが墜落したような轟音だ。

もうもうと土煙が吹き上がるのが見える。

やがて土煙が晴れると、大きなクレーターが現れた。

そしてその中心から───
ふごおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！！

真紅の巨大なＭＤが立ち上がった。

「ふむ、やはりあの程度では破壊はできぬか。」

直後、女の声と共にクレーターの周りに四機のＭＤが現れる。
女──セラの言葉通り、クレーターの中心にいる大型のＭＤはあちこちが破損しているものの、大きな機能に支障は無いように見える。それどころか、四機のＭＤが見つめる前で破損箇所が生き物のように蠢き、見る見るうちに修復されていく。

「……やっぱり自己修復付きか………力を残しといて正解だったな、セラ。本番はこれからだぞ。」

溜め息まじりにエンが呟いた。
「……あ…あれが……〝金属化〟の力なのか………？」

ひとりでに修復されていく機体を凝視しながら、コウロが息を呑む。

「ああ、お前は見るの初めてだったな。覚悟しとけよ。あいつを完全にぶっ壊すのは骨が折れるぞ。」

「……でも、本当に私達だけで倒せるの………？　前の時は結局…………」

エンの言葉を受けて、ユーリィが言い淀んだ。

「……まあ、キツイのは確かだからな……できれば一時休戦してでもあの二人にも手伝わせたかったトコなんだが……まだ戦艦の上でおねんねしたままだったからな。」
コウロの機体にチラッと視線を向けるエン。

だが、当のコウロは唇を噛み締めるだけで何も言わなかった。
「……それじゃあ、俺達だけで片付けるか。行くぞ！」
声と同時に、エンの機体の右掌に炎が噴き上がる。そして剣の形に固定された炎を赤いＭＤが握り締めた。更に、コウロの機体も刀の柄を両手に握ると、
「凍刃よ刀刃と為せ。」

ドライバーの言葉と共に、柄の先から氷の刃が伸びて二振りの氷の刀が形成される。
「……行けるのか？」

エンが眉をひそめながらお姫様に問うた。対して、お姫様が努めて明るい声を出す。

「……当然じゃ♪　儂を誰じゃと思うておるか。儂こそはシンカイ朝廷が次期大君コウロ・シラナミ・シンカイじゃぞ？　さあ、我が〝凍結系〟の〝異能〟によって刃を為した我が刀は、これで当社比三倍の切れ味じゃ♪」

「……当社比ってなんだよ？　どこで、んな言葉覚えてきやがった……うおっ！？」

驚くエン。目の前に〝斬海〟を振りかぶった〝紅震海〟が現れていた。咄嗟に機体を横に跳ばせて斬撃を避けるエン。

「速い……なにいっ！？」

横に飛んだその目前に、またも真紅の巨体が現れた。再び振り下ろされた斬撃を今度は炎の剣で受け止めるエンのＭＤ。
「なんか……俺だけ狙われてないか？　闘牛じゃあるまいし赤い色を狙ってくるとかじゃないよな！？」

赤いＭＤがぼやいた瞬間、〝紅震海〟の背後からセラのＭＤが両手の光剣を振り下ろした。が、一瞬にして機体を半回転させた〝紅震海〟の横薙ぎの斬撃がセラの光剣を機体ごと弾き飛ばす。直後、セラ機に意識を集中した〝紅震海〟に後からエンが、左からコウロが、右からユーリィが一斉に斬り掛かった。しかし、三方同時の攻撃を真紅の巨体は、右手の刀でユーリィの四足形態のＭＤを殴り飛ばし、左手でエンの機体の頭を掴むとコウロの機体に投げつける。
「うおあっ！？　…って、バカ！　剣こっちに向けるな！！」

「むうっ！？」

投げ飛ばされたエン機の炎剣と、投げ飛ばされた先のコウロ機の氷剣がぶつかる。瞬間、盛大な爆発が起きた。
「……ぶわっ！　だから剣向けんなっつったろ！　水蒸気爆発起こしちまったぞ！！」

「……ごほっ！　い…いきなり言うでない！　儂とて……避けよ！！」

コウロの機体がエンの機体を突き飛ばす。その反動でコウロの機体も反対方向に跳んだ。刹那、二機のいた位置に〝斬海〟の巨大な刃が突き刺さる。
「エン！！」

機体の体勢を立て直しながらユーリィが叫んだ。先刻の〝斬海〟の一撃は背中の二枚の光刃で受け止めた為、大したダメージはないらしい。その横で、先に〝紅震海〟に弾き飛ばされていたセラのＭＤも起き上がる。
「セラ！　あなたの奥儀は使えないの！？」

「無茶を言うな！　一度撃つのにどれだけの力を使うと思っている！？　先程、場所を移すのに一度撃ってしまったからな。これ以上は確実に命中させられる状況で完全破壊が望めぬ限り、無駄玉は撃てん！！」

声と共に、剣を構えて敵に向かうセラのＭＤ。他の三機も体勢を立て直して攻撃に移る。その時、〝紅震海〟の装甲の合間を縫っていた無数のケーブルが蠢いたかと思うと、一斉に四機に向かって伸びていった。
「なんだとっ！？　ぐあああっ！！」

猛烈な勢いで迫ってきたケーブルに、四機のＭＤは機体を絡め取られ動きが取れなくなってしまう。
「ちょ……何よ、この気持ち悪い武器！　シンカイ朝廷の祖先って何考えてこんなの造ったのよ！！」

ユーリィが悲鳴を上げた。

「くっ……このような気色悪い触手状の武器を造るなど……デビルフィッシュの国の人間は、やはりどうかしているぞ！！」

セラが毒づく。　

「待てい！　でびるふぃっしゅの国とは何じゃ、喧嘩売っとるのか！？　別にそればかり食っとるわけではないぞ！！　……とは言え、おかしいのう……記録ではこのような武装はなかった筈なのじゃが………ぬあっ！？」

絡め取られた四機の内、コウロの機体がケーブルに運ばれて〝紅震海〟の顔の前に引き出された。そして、その顔から機械的な声が吐き出される。

《……ぐ…ぐおおお………コウ…ロ…………》

「レ…レイギか！？　意識があるのか！？」
聞き覚えのある声にコウロも声を上げる。

《……お…お前さえ……いなければ…………》

「なっ…くああっ！！」

蠢くケーブルがコウロの機体を締め上げ、軋みと火花を噴き出させる。同時に操縦席内にも火花が飛び散り、コウロが短い悲鳴を上げた。
《……死…ね………》

「くあああああああああああああっ！！」

ケーブルの締め付けが強くなり機体の各所が爆発を起こす。操縦席内にまで衝撃が伝わりコウロが絶叫じみた悲鳴を上げた。そして機体が断末魔と爆炎に吹き飛ぶ───寸前、機体はケーブルから開放され荒野に落ちた。直後、その機体の前に一機のＭＤが舞い降りる。
「な…なんじゃと………？」

《……ぐぎぎ……貴様は………》

「マサムネ！！」

エンがコウロ機と同様ケーブルから開放された機体の中で叫んだ。

荒野に倒れるコウロのＭＤの前に、一瞬で四機を捕えていたケーブルを切り裂いた三本角のＭＤが立っている。
「レイギ……これ以上はさせぬぞ……！」

《……何のつもりだ………？》
荒野に倒れ臥す四機のＭＤの前で、立ち尽くす二機のＭＤの間に強い緊張が走る。

直後、無数のケーブルが三本角のＭＤに襲い掛かった。しかし、それらのケーブルを三本角のＭＤは、あるものは二本の刀で斬り飛ばし、あるものは素早い体捌きでかいくぐる。更に、
「縛縄は爆蒸する。」
紋章の浮かぶ右カメラが輝く。刹那、〝言霊〟によりケーブルは沸騰したように大小の泡を浮かべると、一瞬にして爆散した。
《……ぐお………》

「ぬかったな！　私の〝言霊〟はコウロのものと違い、水氷以外にも使えるのだぞ！！」

ひるんだ〝紅震海〟に肉薄したＭＤが刀を振るう。その一撃で〝紅震海〟の胸部装甲の一部が斬り飛ばされ、広い操縦席の内部が顕になる。
「ぬうっ……！？」

コウロがその内部を見て唸った。

そこに、憎しみたぎる右目を曝す男がいた。

いや、

憎しみたぎる右目と顔の右半分しか生身が残っていない男がいた。

そう、

顔の右半分以外、全身が機械に蝕まれ大量のケーブルに繋がれた男がそこに立っていた。　
「……レイ…ギ………？」
そのあまりの姿にコウロは目を見張った。そして、男から憎しみに満ちた声が浴びせられる。
《……そうだ……見えるかコウロ……我が妹よ………私がこうなったのも、全てはお前の存在の為だ………！》
「な……？　いもうと………？」

茫然に茫然を重ねた顔でコウロが呟いた。
《……何だ……マサムネから聞いていないのか………ぬあっ……！？》

言い掛けたレイギの機体に三本角のＭＤが斬り掛かった。

《……ぐはは……どうした……？　そのように焦って……聞かれたくない話でもあるのか、もう一人の妹よ………？》

「黙れ！　……うぐっ！？」
男の目がわずかな愉悦に細められた中、刀を振るう三本角のＭＤを再生されていたケーブルが後から絡め取った。
《……ぐはははは……こんな簡単に捕われるとはお前らしくもない……さて………》
愉悦に満ちた笑いを上げたレイギは、視線をマサムネからコウロに戻すとゆっくり口を動かし始める。
《……知らぬと言うなら教えてやろう……そうだ……私こそはお前の兄であり………我らがシンカイ朝廷大君ホウガ・シラナミ・シンカイとその正室の間に生まれた第一御子なのだ………！　そして……この女こそは………》
「や…やめろ……ぐあああっ！！」
機体を締め上げられたマサムネが悲鳴を上げた。その悲鳴に更に愉悦の色を深めつつ声を紡ごうとするレイギ……だったが、
《……ぬぐおっ……！？》
突如、マサムネの機体を捕えていたケーブルが斬り裂かれる。そして落下する機体を朱のＭＤが受け止めた。
「……タケル………！」
コウロがかつての許婚の機体を睨みつける。
「……大丈夫か、マサムネ。それに……コウロ。」
朱のＭＤは三本角のＭＤを抱えたままで、荒野に倒れている羽衣のような機体に目を向けた。対して、
「ふん…どうした？　愛しの〝姉様〟を助けに来たか？」
コウロは相手を睨みつけたままで吐き捨てた。
「無能な儂にもようやく解ったぞ。かつてヌシが言っていた血の繋がらぬ〝姉〟……そして〝最後の一日だけの恋人〟だったという女………それこそがマサムネだったのじゃろう。そして……その女を取り戻す為にこそ、ヌシはこれまで動いてきたのじゃろう。他の女に偽りの愛を囁きながらのう……！」
「………………………………………………」

コウロからの声には答えず、タケルはマサムネのＭＤを荒野に下ろすと、機体を〝紅震海〟へと向ける。

「死に損なったか、レイギ。……まあ、いいさ。今度こそ、とどめを刺してやる。俺の女をここまで傷つけた落とし前と………陛下の遺志を継ぐ為にな。」
刀の切っ先を真紅の巨体に向けるタケル。

《……遺志だと……まだ、あんな男に忠節を尽くすか………あの男こそは、我らが朝廷を破滅へ導かんとした亡国の徒だぞ………そうだ……太陽系でも〝翁国〟、〝帝国〟に続く歴史と伝統を誇る我が国に於いて、次々と伝統を破壊し……遂には我が国の象徴の一つである〝朱飛沫〟に下賎な〝ガイジン〟なぞを二代続けて選んだのだからな………これが亡国行為でなく何だと言うのだ………！》

「ハッ、お前らにとっちゃ〝改革〟も伝統破壊の〝亡国行為〟でしかないか。さっすが〝ガイジン〟嫌いの守旧派の親玉、頭が固えな♪　……だが、んなもんお前にとっちゃ口実でしかねえだろう。結局は、ワガママなガキが欲しいものをねだって駄々をこねてるだけじゃねえのか？」
《……！？》

直後、レイギの声を笑い飛ばしたタケルのＭＤに無数のケーブルが襲い掛かった。

「解らないか！　陛下が……そしてマサムネがどんな気持ちだったか！！」

一方、轟然とした声と共に朱のＭＤも〝紅震海〟に斬り掛かる。

《……ああ、解っているとも……！　どいつもこいつも私を……私の存在を否定し続けていた………！！　だから……私は怨敵のアケノアカツキと結んででも、この国を手に入れようとしたのだ………そうしなければ、この国に私の〝居場所〟など無かったのだからなああああ………！！》
ケーブルの攻撃が激しさを増す。操縦者の感情が形になったかのように。

「…タ…タケル……！」
そんな二機の攻防を前に、三本角のＭＤが立ち上がり戦場へ向かおうとする。

「……待て。」

しかし、後からの声がそれを制した。

「ヌシには聞きたい事がある……！」

「コウロ……」

振り向く三本角のＭＤに、羽衣のようなＭＤから声が続けられる。
「マサムネ……いや、〝姉様〟と呼んだ方が良いかのう？　朝雪紋を持つならば、ヌシも父様の子……儂の〝きょうだい〟という事じゃからのう………」

わずかに皮肉を込めた声が聞こえた。

「思えば、あの白い羽の女が〝なまなり〟という言葉を口にした時に気づくべきだったのじゃ………〝生成〟……ヌシが得意とする〝能〟の演目『鉄輪』に登場する、男に裏切られ、その恨みのあまり三本角の鬼と化した女の事じゃったのう…………」

淡々とした声でコウロは続ける。
「此度の事……全てはヌシが仕切っておったという事か？　あるいは……ヌシと、父様の仕切りのよるものじゃったという事かの？　もし、そうじゃとすれば、一体いつから事は仕組まれておったのじゃろうのう？　先程タケルは、父様が一月も前に亡くなられておったと言いおった………いや、それが事実じゃとすれば、そも、四日前のあれは……血の海に倒れ伏す父様の前にタケルが立っていたあれは、一体何だったのじゃ？」
努めて静かに……感情を押し殺した声で、コウロは言葉を絞り出した。

重苦しい沈黙が〝きょうだい〟の間に立ちこめる。……だが、
「……四日前………」

ややあって、マサムネからも感情を殺した声が漏れる。

「かねてより、アケノアカツキと結んで謀反の準備を進めていたレイギは、事を始める初手として、謀議の最大の障害の1つとなるであろうタケルの抹殺に着手した………無論、我らが朝廷最強の衛士〝朱飛沫〟たるタケルを討つ事など、容易に為せる筈がない。そこで、レイギはその首尾をタケルが抵抗できない者に為させようとした。タケルが最も敬い、父とも慕う者………そう、お前と……私の父であるホウガ・シラナミ・シンカイにな…………」
溢れそうな感情を必死に抑えながらのマサムネの声。
「お前の言う通りだ。此度の事……仕組んだのは私と……父上だった………レイギの叛意を、あ奴がまだ幼子の頃から看破していた父上は、それを抑える手立てとして市井に降ろした私を呼び寄せ……更には下準備をある程度済ませた後には、私の契約者となっていたタケルを御所に招くことも、既に決定事項となっていた。尤も……招く前に、お前が自らの契約者としてタケルを連れてきてしまった事は、全くの予想外だったがな。」
自嘲を浮かべるマサムネ。

「ともあれ……駒は揃ってしまった。とは言え、私としてはお前は勿論、タケルも事に巻き込みたくはなかった。故に、全ては私と父上の二人で仕切り、父上が〝金属化〟により自意識を封じられた後は、私が事を進めてきたのだ………敢えて、レイギの意に賛同し、その手助けをする振りをしながらな………！」

その声には、わずかな無念が滲んだように思えた。

「そして四日前、遂に野心を顕にしたレイギは、〝金属化〟により自らの人形と為した父上を使ってタケルを亡き者にしようとした。それまで、事をタケルに明していなかった事が仇となり、タケルは自分を襲う父上に戸惑い、抵抗も出来ずに凶刃に倒れようとした………」
喉を鳴らすマサムネの気配が伝わってきた。
「故に………タケルを救う為……私が父上を討ったのだ………！　そして……タケルに全てを話した………話を聞くや、タケルは私への協力を申し出………私をその場から逃がした……その直後だ。お前が現場に踏み込んできたのは…………」

「……！」
絶句するコウロ。

「ぐあああああああああああああああああっ！！」
その時、男の叫びが聞こえた。直後、朱のＭＤが女達の目の前に落ちてくる。

「タケル！？」

「おのれええええ！！」
瞬間的に〝紅震海〟へ機体を走らせるマサムネ。同時に目標の機体から無数のケーブルが飛び出す。しかし、その攻撃を三本角のＭＤはことごとくかわしていく。

「今更こんなものが私に通じると……なにいっ！？」

突如、マサムネのＭＤの後からケーブルが襲い掛かり機体を絡め取った。機体の後の何もない空間から突如現れたケーブルが。

「こ…これは！？」

うろたえる女に、愉悦を滲ませた男の声が降り注ぐ。

《……ぐはははは……どうだ……この空間操作の技術はお前も知らぬだろう……これは、私が独自に手に入れたものだからな………！》

何もない空間から伸びるケーブルに力が籠もり、三本角の機体を締め上げた。その三本の角を始め藍色の機体に無数のひびが走り、全身に小さな爆発が起こる。
「があああああああああああっ！！」

《……いい声だな……そうだ……私を否定する者は残らず捻り潰してくれる……最早、三大国家だろうと三大法国だろうと私の敵ではないのだからな………そうだ、真のシンカイ朝廷の大君、レイギ・シラナミ・シンカイ様の前ではなあああああああああああああああああ………！！》

更にケーブルに力が籠もり、絡め取られていたＭＤを完全に破壊する。

寸前、

ケーブルが斬り裂かれた。

両手に光剣を持った黒いＭＤによって。

《……ぬおあっ……！？》
「……ぐはっ！」

ケーブルから開放され、コウロとタケルのＭＤの側に落下する三本角のＭＤ。そして、ケーブルを斬り裂いたセラの黒いＭＤが、三機のＭＤと〝紅震海〟の間に降り立ち声を吐く。

「……もう……やめにせぬか…………」

それは、とても深い慈しみと……後悔に満ちた声。

《……何のつもりだ……その女はお前らをも謀っていたのだぞおおおおおおおおおおおおおお………！！》

黒いＭＤへ向けて再生されたケーブルが襲い掛かる。が、

「……しゃあないな、セラ。さっさとそのバカの目を覚ましてやれ。」

「……もう、一つ貸しだからね、セラ。」

そのケーブルを、赤いＭＤとどっピンクのＭＤが斬り裂いて黒いＭＤへ声を掛ける。
「すまぬな……エン……ユーリィ…………」

セラは短く礼を言うと、三本角の機体へ目を向ける。

「私は……お前によく似た人間を知っている。たった一つの目的の為に、自分の全てを懸けようと……いや、捨てようとした女だ…………」
「………！」

三本角のＭＤの中で、女が肩を震わせた。

「その女の目的は、究極すれば自分の〝最も大切なもの〟を守る事だった……お前の目的も、詰まる所は同じではないのか………？」

黒いＭＤの中で、もう一人の女が過去を思い出すようにして語る。
「結局……私が知る女は目的を果たす事が叶わず……結果、私も全てを失った。……だが、今の私は希望を胸に生きている。それは私の愛する者達が私を支えてくれたからだ。」

黒いＭＤからの声に、柔らかさが加わった。

「エンが言っていた。私とお前はキャラが被っている……まあ、とても似ているという事だろうな……その通りだ。私の出生の事はお前も知っている筈だな。一度は全てを失った私を支えてくれたもの……それは、片方しか血の繋がらぬ〝きょうだい〟、そして……一人の愛する男だった………どちらも、お前の〝最も大切なもの〟と同じだろう………？」
「………！！」

三本角のＭＤの中で、女が大きく肩を震わせる。同時に、コウロが消え入りそうな声で問い掛けた。

「マサムネ……一つ訊かせてくれぬか……？　ヌシは……一度は自分を見放した父様が自分を呼び戻した時……それを身勝手と憤る事はなかったのか……？　ましてや……同じ父を持つ身でありながら、貧民街に降ろされた自分と違い、御所で全てに恵まれ育っておった儂を……真意はどうあれ、何故に、救ってくれたのじゃ………？」
ややあって、やはり消え入りそうな声が返ってきた。

「……全てに恵まれていたというのは違うだろう。あの頃のお前は、血の繋がらぬ母や〝きょうだい〟達からの仕打ちで、まさに心が折れる寸前のひどい状態だったではないか………そんなお前を見ていると、例え貧しくとも心を通わせられる〝おとうと〟と共に日々を過ごしていた自分の方がましに思えてしまい……つまらぬ憤りなど些末に感じてしまったのだ………」

言いながら、マサムネはすぐ側で倒れている朱のＭＤに視線を送る。
「それにな……貧民街に降ろされたからこそ、私はタケルと出合い………一生にたった1度の……しかし、一生分に足る恋をする事ができたのだ…………」

言いながら、マサムネはすぐ側で倒れている朱のＭＤにとても愛おしい視線を送る。次いで、視線を〝きょうだい〟のＭＤに向けると、

「……コウロ。お前は言っていたな。私達の、誰かに力を与える能力は〝呪い〟なのだと……確かにそうかも知れぬ。だが……私は思うのだ。〝呪い〟もまた、人と人を繋ぐ〝絆〟の一つなのではないかとな。それ故に……私達は出会う事ができたのだとな。だから……お前も一度〝呪い〟を掛けたのであれば、一生……死ぬまでそれを掛け続けてやれ…………」

泣き笑いするような声が聞こえた。

その時、倒れている朱のＭＤがわずかに身じろぎし、
「う……マ…マサムネ………？」
気を失っていたらしいタケルの声が聞こえた。同時に、名を呼ばれた女は自らのＭＤを立ち上がらせ、ゆっくりと足を踏み出させる。真紅の巨大な機体と………自らの終焉へ向けて。

「な…何をする気じゃ、マサムネ！？　ヌシ一人で〝紅震海〟に勝てる訳が………」

「心配するな」

ゾッとする声が聞こえた。

それは、全ての覚悟を決めた人間の声。

そして、全ての訣別を決めた人間の声だった。
その声に、何かに気づいてタケルが青ざめる。

「……まさか……マサムネ、お前………！」

「ふっ……察しがいいな、タケル………」
覚悟の声と共に、コウロ達に背を見せる三本角のＭＤ。その背のエンジンを覆う装甲の一部が開いた。
中に、小さなカプセルが見える。
更に、そのカプセルの中には、小さな機械の蟲が不気味に蠢くのが見えた。

「ま……まさか………！」

コウロが悲鳴のような声を出す。
「そうだ……これこそは〝金属化〟を引き起こす核だ。これを使えば、如何に相手が〝大戦火〟の時代の遺産であろうとひけは取るまい……なに、いざとなれば自爆してでも決着は着ける………！」

その声には、晴れやかなものさえ感じられた。

「だから……最後に言わせてくれ………コウロ……それにタケル……すまなかったな………そして……ありがとう………」

「「マサムネ！！」」
〝おとうと〟と〝いもうと〟が叫ぶ。
「二人共……良い君主になれよ………そして…幸せになれ……私の分まで…………」

頬を伝う一条の雫と共に、〝あね〟はやすらぎに満ちた声を漏らす。
「「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！！」」

機械の蟲が光を発した。

───しかし、直後、三本角のＭＤのエンジンに一本の槍が刺さっていた。

それは、〝黒い結晶〟で出来た巨大な槍。

その槍は、正確に蟲の入ったカプセルだけを貫いていた。
その槍を見て、セラが驚愕に目を剥く。

「なんだと……あれは、二週間前の………」

だが、セラの言葉が終わる前に槍はエンジンから離れると、貫いたカプセルと共に空へ昇って行ってしまった。

「ぐ……くはっ………」

槍が離れると同時に、三本角のＭＤが女の呻きと共にくず折れる。同時に、ひびが入っていた三本の角の内、中央のそれが根元から折れて荒野に落ちた。　
「……ふっ…無様だな……死ぬことすら叶わぬのか…………」

女が自虐的な笑いを吐いた。

刹那、

「……莫迦者がああああああああああああああああああああああああっ！！」
「あう」

お姫様の機体に蹴り飛ばされ、荒野を転げまわる三本……いや、二本角のＭＤ。

「……お…お前！　何をするかっ！？」

ようやく転がるのが止まったところで、起き上がったＭＤから抗議が上がる。直後、
「『何をするか』はこちらの台詞じゃ！　何を勝手に死のうとしとるか！！」

蹴り飛ばしたＭＤの操縦席が開き、姿を現したお姫様から怒り心頭の声が降ってきた。

「……ぐ……し…しかし…………」

「忘れたか！？　儂らは〝共犯者〟じゃとな！！　ならば……何故もっと早うに全てを言わなんだか！！」
「………！」

お姫様の剣幕に息を呑む女。

その女の機体に、お姫様は体一つで飛び移り操縦席の前に陣取る。

「ほれ！　顔を見せんか！！」

「……………………………………」
わずかの間を置いて、二本角のＭＤのハッチが開いた。…瞬間、コウロは操縦席に手を入れドライバーを引きずり出す。そして、唇を噛んで呻いた。
「やはりのう………」

引きずり出された女の顔は、すっかり血の気が失せ蒼白となっていた。

「〝斬海〟の封印を解くには朝堂の直系たる者と、その契約者、そしてもう一つ………朝堂の大量の〝血〟が必要となる………開封の際、〝斬海〟の鞘に走った紅い光……あれこそはまさに………ヌシ……それを自分の血で………！」

コウロの呟きに、マサムネは自嘲気味に答える。

「ふ……仕方なかろう………〝きょうだい〟達が生きていれば、彼らから少しずつ血を集める事も出来たやも知れぬが……生憎、私とお前が〝鏖〟にしてしまっていたからな………ふふ……こういう事を〝因果応報〟と言うのだろうな…………」
そんなマサムネの声に、コウロは更に唇を噛み締めて声を絞り出す。

「違うじゃろう………そも、その為に……〝斬海〟の封印を解かせず、〝紅震海〟を復活させぬ為に……ヌシはあえて修羅となり、〝きょうだい〟達の血で己の手を染めたのではないのか………？　レイギの狂奔を挫く為に……父様も承知の上でな………！」
目を剥くマサムネ。やがて……
「……全く……いらぬ所で勘が鋭いな………仕方あるまい。レイギにとって〝紅震海〟は、己の野望成就に欠くべからざる道具だった………それを奴に渡さぬ為には、朝堂の血をこちらで押さえておく必要があったのだ…………」
「やはりのう……ならば…ヌシのまことの目的は………」

「……そうだ…我が朝廷の真の玉璽である〝紅震海〟を正当なる継承者に渡すこと………掛け替えのない……我が〝おとうと〟と〝いもうと〟にな…………」
弱々しく唇の端を吊り上げながら、マサムネがかすれるような声で答えた。

「その為ならば……他の〝きょうだい〟や母を幾人この手で葬ろうと、全ては些末に過ぎなかった………とは言え……その末に封印を解いた〝斬海〟どころか〝紅震海〟までも、結局はレイギに奪われてしまうとは………本当に……どこまで愚かなのだろうな、私は…………」

今にも泣きそうな顔で、女は自らを嘲った。
「…この莫迦者がああああ………！！」

しかし、そんな泣きそうな女を、もう一人の女がやはり泣きそうな声で叱責する。

いや、既にその目からは、大粒の涙がとめどなく溢れていた。

「じゃから……何故もっと早くに儂にも言わなんだか………そこまで己を傷付けて……今にもくず折れそうになりながら………そんなに儂は情けないか……？　そんなに儂は頼りにならぬか………？　今や最後に残った〝あね〟の一人も支えられぬ程に………儂は不甲斐ない女なのか………！？　のう……姉様………！！」
血が滲むほどに唇を噛み締めて、〝いもうと〟は声を絞り出す。

「……コウ…ロ…………」

そんな妹の様子に、姉は目を剥いて言葉を詰まらせた。同時に、

「全くだな。」

男の声が聞こえた。

「……タケル…………」

妹の後に現れた、かつては弟であり、今に至るまでずっと自分の中で大きな存在だった男の名を、姉は我知らず呟く。
「〝斬海〟の封印を解くのにお前の血が必要だなんて、俺は聞いてねえぞ。なんだかんだ言って、お前は俺の事も信じてくれてなかったのか？　まあ、今時、男女差別をする気はねえけどよ。それでも、姉貴で………その……ずっと気になってた女からこれっぽっちも頼りにされないってのは、男としちゃあ結構ショックなんだがな。」

コウロの手前という事もあるのだろうか、微妙に言葉を濁しながらタケルが言った。かつては〝姉〟と呼び、別れる前の一日……いや、一晩だけの〝恋人〟を経たあと、別の女を通じて再び出逢ってしまった女へ………
「……俺を助ける為に、操られていた陛下を討った時だってそうだ……あの時…あんなに辛そうに泣きじゃくるくらいなら、どうしてもっと早く言ってくれなかった……？　いくら〝あね〟だっつっても、何もかも一人で抱え込む必要なんてねえだろう………つっても、今は、んなこと言ってる場合じゃねえか…………」
一旦言葉を切ったタケルは、その視線を別の方向に向ける。そこでは、巨大な真紅の機体が赤いＭＤとどっピンクのＭＤを相手に巨大な刀を振るっていた。

「……そうじゃな。」

コウロが、荒野に落ちた藍のＭＤの角を見ながら頷く。

「〝生成〟……恨みによりて三本角の鬼となった女も、角の一つを失うた………しからば全てを水に流せとは言わぬが、少なくとも今この時のみは我ら三人、再び〝共犯者〟となろうではないか。あとの事は、全てが終わってから考えれば良い。………それで良いな、マサムネ、タケル。」
〝姫〟の言葉に、男と女は力強く頷いた。
「なれば、いざ出陣じゃ！　我らの力を束ねれば、神代の遺産とてどれ程のものぞ！！」

「……ちいっ、そろそろヤバイかっ！？」

〝斬海〟の斬撃を避けながらエンが口走る。が、
「はああああああああああああああっ！！」

突如、強烈な衝撃波が飛来し〝紅震海〟の動きを止めた。

「無事か！？　エン！　ユーリィ！」

そして巨大なＭＤを相手に奮戦していた二機の前に、二本の光剣を携えた黒いＭＤが現れる。
「セラ！　向こうはカタが付いたのか！？」

ほっと息を吐くエン。

「無論じゃ！　世話を掛けたのう！！」

そこに、張りのある女の声が響き、
「さあ、仕切り直しじゃ！　我らが三位一体の力、思い知らせてくれようぞ！！」

白と薄紅色の羽衣のような機体が現れた。朱のＭＤと二本角のＭＤを従えて。
《……ぐおお……コウロ…か…………》

「レイギ………」

コウロが呟く。そこには先刻までとは違い、深い慈悲が感じられた。

「ヌシがそこまで追い込まれた事に、儂にも責めが無いとは言わぬ。……じゃが、それでもシンカイ朝廷の次代を担う者として、儂はヌシを討ち倒さねばならぬ。如何な理由があろうとも、国を乱す者あれば、それを討滅するが大君の避け得ざる務めなのじゃからのう。」
一旦、口を結ぶコウロ。

「……否、それもまた我が身を焼く煉獄の一つか……ならば、甘んじてそれを受け入れようではないか………！」

それは、一語一語に強い決意が込められた宣言だった。

「儂を恨んでくれて良い。その恨みも背負い、儂は内太君として故国へ戻ろう。」

そう宣言を締めくくり、内太君は自機に二本の氷刀を構えさせた。………が、
「てめえ、さっき俺達は〝共犯者〟だって言わなかったか？　だったら勝手に一人で背負うんじゃねえよ。お前が身を焼かれるって言うなら、俺達も一緒に焼かれてやるのがスジってもんだろう。」
後の朱のＭＤから呆れたような声が聞こえた。更に、

「そういう事だな。地獄も煉獄も共にするとの我らの誓いを忘れたか？　次期大君を自認するならば、もう少し自分の言葉に責任を持った方が良いぞ。」

二本角のＭＤからも同様の声が聞こえた。

「………うう……嘘つき女と浮気男がいたいけな儂をいじめよる…………」

ＭＤをしゃがませてイジケる次期大君。
「くぉら！　いきなりイジケ虫を発動させてんじゃねえ！！　ったく、ようやく自覚が出たと思ったらこれか！！」

「全く……図体ばかりでかくなっても、中身はいつまでも子供のままだな………やはり、お前には私達がいないと駄目なようだな。……って、何を嬉しいオーラ全開にしとるか！！」

「……ぜ…全開になぞしておらぬわ！　無論、さっきまでめちゃくちゃ寂しかったなぞという事実もありはせぬぞ！！」

「……あー、そこの三バカ、そろそろこっちの世界に戻ってきてくれるか………って、うおあっ！？」

エンがお姫様達の漫才にツッコミを入れた時、〝紅震海〟が〝斬海〟を振り下ろしてきた。怒りに全身を震わせ凄まじい重圧を発しながら。
《……どこまでもふざけた奴らだな………恨んでも良い……？　その恨みも背負う………？　ふざけるな……！　今更……それが何になるというのだ………！！》

重圧は更に強くなっていく。
「……くっ、まずいぞ……この重圧、長くは耐えられん………！」

「ああ……さっさとケリつけた方がいいな………！」
セラの危惧にエンが答えた。
《……ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお…………！！》

その間にも、〝紅震海〟は周りの小さなＭＤ達へ〝斬海〟を振り下ろしていく。

「くそっ、とにかく動きを止めないとダメか！　マサムネ！　お前とコウロの能力でデカブツを凍らせるって出来ないのか！？」

「無理を言うな！　仮にも神代より伝わる〝大戦火〟の遺産だぞ！　まして今は〝金属化〟の力で強化されている状態だ。機甲衛士の機能で強化したところで人間の能力など利く訳なかろう！！　……む！？」
突如、マサムネ機の足下の空間からケーブルが飛び出し機体を絡め取る。
「しまった……！」
「マサムネ！！」

それを助けようとコウロのＭＤが〝紅震海〟に向かう。が、今度はその頭上の空間からケーブルが飛び出し機体を捕えた。そしてケーブルの絡まる二機を勢いよくぶつける。

「がはあっ！！」

「くううっ！！」

《……ぐはははは……脆い……脆過ぎるぞ………！》

笑いながら二機の前に現れる〝紅震海〟。そして巨大な刀が振り下された。
「縛縄は爆蒸する！」

しかし、マサムネの〝言霊〟によりケーブルは爆散し二機は斬撃を避ける。だが、
「何だとっ！？」
二機の胸から、正確には胸の前の空間から互いに向けてケーブルが飛び出し、姉妹のＭＤを一つに絡め取る。
《……ぐはは……密着していては〝言霊〟も使えまい………！》
そして、身動きの取れない二機を今度こそ〝斬海〟が貫いた。
「ぐっ…うあああああああああああああ！！」
マサムネが咄嗟に自機の身をよじらせ操縦席への直撃は避けたものの、二つの機体は各所から爆発を起こし、そのまま機能を停止してしまう。
《……とどめだ………！》

再び〝斬海〟を振り下ろそうとする〝紅震海〟。そこにエンとセラ、そしてユーリィのＭＤが斬り掛かる。が、〝斬海〟が横薙ぎに振るわれ、衝撃波で三機のＭＤを弾き飛ばした。そして、

《……今度こそ……終わりだ………！》

刃が向きを変え、煙と火花を噴き上げて倒れている姉妹の機体に振り下ろされる。が、その刃を二機を背に立ち塞がったＭＤが受け止めた。朱の装甲に覆われたＭＤが。

「……あんま調子に乗るなよ、〝出来損ない〟が………！」

《……調子に乗っているのはどちらだ、〝ガイジン〟風情が……そんな細刀一つで私に勝てると思うのか………？》

朱のＭＤが持っているのは何の変哲もない硬刀だ。いや、シンカイ朝廷で鍛えられた以上、それは光剣に匹敵する超錬硬刀だろう。しかし、〝斬海〟を前にしては如何にも頼りない細刀にしか見えなかった。そして、〝斬海〟から刃を交えたままの零距離で衝撃波が撃ち出され、朱のＭＤを襲う。
「ぐあああああっ！！」

《……ぐはははは……愚かな男よ………たかが女如きの為に、命を懸けるか………所詮は〝ガイジン〟……やはり、大君の器などではないようだな………！》

「……はっ、ざけんなよ……テメエこそ命を懸けられる女にも出逢えなかった甲斐性もなけりゃ器もない〝出来損ない〟のクセに、ほざくんじゃねえよ……！」
随所から爆炎を噴いて片膝を着く朱のＭＤ。だが、それでも自らの刀で〝斬海〟の刃を支え、背後に倒れる二機を守ろうとする。
「タケル！！」
マサムネが動かなくなった自機から脱出しつつ叫んだ。

「タケル……ヌシは……そこまでしてマサムネを守ろうとするか…………」

同じく、自機から脱出したコウロが唇を噛み締める。が、そのコウロをマサムネがキッと睨みつけた。
「莫迦者！！　タケルの気持ちが解らんのか！？　タケルが誰の為に身を挺しているのか解らんのか！！」
「なん…じゃと………？」

気圧されるコウロ。

「確かに私とタケルの過去の事は否定せぬ！　だが！　私がいなくなったあと、タケルを支えていたのは誰だと思っている！？　今、あ奴が体を張っているのは誰の為だと思っている！？」

コウロの前に跳び寄り胸ぐらを掴むマサムネ。
「先程も言っていたな！　タケルは貴様に偽りの愛を囁いていたと！　本当にそう思っているのか！？　タケルが言っていた『本当に大切なもの』が何なのか、本当に解らんのか！？　もし、そうであるなら………私はタケルを取り戻す事に容赦せぬぞ！！」

「マ…マサム…ネ………」

うっすらと涙さえ浮かべながらの女の叫びに、お姫様は声をかすれさせた。しかし、
「やめろ、マサムネ………」
その時、女達を守っていた朱のＭＤから声が漏れた。

「少なくても……お前のことを引きずってたのは確かだ………そして……御所でお前と再会した時、それが溢れ出しそうになったのもな………やましいことが無けりゃ、コウロに全部話しちまえばよかったのに、それをしなかったのがいい証拠だろう………」
〝紅震海〟からの重圧に耐えながら、タケルが苦しそうに声を吐く。火花散る操縦席で三つ編みはほどけ、乱れた金髪が汗と……額から流れ出る血で、顔に張り付いていた。
「結局は……お前とコウロの間で気持ちを決められなかった俺が悪かったんだ………結局は……それが、余計にコウロを傷つけちまった………罪があるのは、俺も同じだ………だから……ぐああああああああああっ！！」
タケルの声が絶叫に変わった。〝紅震海〟が再度放った衝撃波を、後の女達に届かぬよう自分の機体で全て受け止めたのだ。朱の機体が炎で紅く染まる。

「「タケル！！」」

女達が叫んだ。

「……ぐ…うう……はやく……逃げろ………！」
「「タケル！！」」

再び女達が叫ぶ。その時、

「三分……いや、二分でいい。そのデカブツを抑えられるか。」
突然現れたエンのＭＤが、両手に女達を掴みながら声を出した。

「……策があるのか？」

タケルが停止寸前の機体から声を吐く。

「ああ、頼むぜ。」

「……いいだろう！！」

タケルの返事と共に、エンのＭＤは女達を掴んだままでその場を離れた。

それを見送ったレイギが、目の前でくず折れようとしているタケルに嘲笑を浴びせる。

《……ふ……女如きの為に捨て石になるとは……つくづくお前は大君の器などではなかったようだな………》

「はっ……女如き、か……確かに世界の半分は女なワケだし、そん中にゃイイ女だって腐る程いるんだろうが………けどな、イイ女がどれだけいようと、俺にとってのイイ女はあいつらだけなんだよ！　だったら、その俺にとってのイイ女を守れるのは俺だけに決まってるし、俺が守ってやらなきゃ誰が守るってもんだろう！！」
《……戯れ言を……どれだけ綺麗事を言おうと……捨てられると解っていながら我が身を犠牲にするなぞは、無鉄砲な愚行に他なるまい………》

「ぶはは……無鉄砲だと……？　んなもん言われるまでもねえ……今までだって、ずっとそうだったんだからな………！」

脂汗の滲む顔に笑みを浮かべるタケル。

「そうとも……いつもはどんなに笑ってようと、一人は最初に逢った時から、一人は最初に別れた時から……俺の中じゃあ、あいつらはいつも泣きそうな顔ばかりしてやがる………でもな、そんなあいつらがいてくれて、ずっと俺の無鉄砲を支えてくれたからこそ、俺はここまで来れたんだ………そんな女を放っておいたら、男が廃るってもんだろう………だから、例え捨て石になったとしても、あいつらが支えてくれた無鉄砲で、あいつらを俺が支えてやれるってんなら、守ってやれるってんなら、それも悪くはねえんだよ………！！」

互いの立ち位置を口にしながら、二機のＭＤは刃を交える。

《……『あいつら』か……お前も腰の落ち着かぬ男だな……いつまで二人……いや、三人の女の間をさまよう気だ………それとも……コウロとの祝言の末に即位した暁には、マサムネとあの女を側室にでも迎えるつもりか………？》

「……ああ、そうか、その手があったか♪　そりゃいいな、帰ったらやってみるか♪　……って待て！　数がおかしいだろう！　『あの女』って誰だ！？」

苦しい息と共に声を漏らすタケルだったが、

《……白々しい……私が知らぬと思ったか……あの枢密院の女の事を………いや、それ以前に……お前如きが大君の座に就くなぞ、叶わぬ悪夢でしかあるまい………そうだ……お前のような汚らわしい〝ガイジン〟如きに、そのような事が叶うと真に考えていたのか………？》
「……ハッ、叶うも何も……大君なんざ、どうでもいいからな………」
一拍おいて、本当にどうでもよさそうにタケルは言った。

《……な…ふざけるな………ならば……お前は何の為にあの女達と共にいたのだ………よもや……真に女そのものが理由だったとでも言うつもりか………その為に……多くの者が目指し……到達する事なく潰えて行った座をその手で弄んでいたとでも………？》

重圧を増してレイギが唸った。それは、今までのような私心のみに捉われたものではなく、義憤とでも言うべき感情を含んだ、ある面で誠実な言葉だった。しかし、
「くっくっ……わかってんじゃねえか♪　そうさ、大君なんざ、どうでもいい……俺はただ、惚れた女とよろしくやってられりゃあ、それでいいのさ♪」

そんな義憤をもタケルは笑い飛ばす。

「ああ、そうとも。大君なんざ、どうでもいい………でもな、惚れた女がたまたま姫様だの大将軍だったおかげで、あいつらとよろしくやってくにゃあ……めんどくさいが大君にでもなって、国を良くしていかなけりゃあならねえのさ………」
どこまでも人を喰った声で、タケルは言い放った。

《……ふざけるな……それではまるで………女のついでに大君になると言っているようではないか………！》

「ははははは……いいなそれ♪　まさにそれだ………俺にとっちゃあ大君なんざ、女のついででしかないのさ♪」

《………！》

息を呑むレイギ。目の前の停止寸前のＭＤから聞こえる声は、依然ふざけたものでしかない。しかし、そんな風前の灯し火のような男の声に、いや、そんな男に、レイギは自分が決して届かない遥かな距離と………〝器〟の大きさを感じてしまった。
《……ざ…戯れ言を………！》

数瞬の後、追い詰められたようにレイギが声を吐く。

《……どんな女がいようと……お前がそこに帰る事など二度とあるまい………！》
「っ！？　……なにいっ！！」

タケルがひるんだ一瞬、朱のＭＤは背後の空間から飛び出したケーブルに捕えられてしまう。そして、
《……死ね……！》

身動きのできない機体に〝斬海〟が振り下ろされる。
寸前、

《……ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお………！！》

突如、真紅の巨体を巨大な〝渦〟が包み込んだ。それは無数の光の粒が輝く、さながら巨大な〝銀の嵐〟となって、頭上から〝紅震海〟を包みその動きを封じ込める。
「急げ！　長くは保たぬぞ！！」

〝紅震海〟の背後から、その〝嵐〟を発している黒い機体が叫んだ。瞬間、

「「闘結は凍結する。」」

二人の女の声が響き、〝紅震海〟の全身が氷に覆われる。しかし、
《……莫迦め……この程度の〝言霊〟が私に通じるか………！》

五秒と保たず氷を砕いて、更には〝嵐〟をも振り払い真紅の巨体が動き出す。が、その目前に四足獣型に変形したどっピンクのＭＤが迫っていた。背中に一人の男と二人の女を乗せて。
《……ぬお……！？》

「五秒か！　思ったより保ったな！！」

エンが四足獣の背で叫んだ。そう、嵐も氷も彼らが〝紅震海〟に近づくわずかな時間が稼げれば、それで充分だった。そして三人の男女はどっピンクの機体から、露出している〝紅震海〟の操縦席へ飛び込む。同時に、
　「「闘結は凍結する！！」」

　再び二人の女の声が響いた。

　《……ぐおおおおおおおおおおお…………》

再び機体が氷に覆われていく。……ただし、真紅の巨体ではなく、その中の機械化したドライバーの体が。
　《……ぐ…お…………》
　何とか動こうとするレイギ。

　「無駄だ！　五秒は保つ！！」

　エンが右手に炎の剣を出しながら叫んだ。そして、
　「だああああああああああああああああっ！！」
　炎の剣が凍りついたレイギの体を貫く。

　と、思われた時、
　「なにいっ！？」

　広い操縦席の内壁からケーブルが伸び、侵入していた三人を絡め取った。

　《……ぐはは……直接、私の本体を倒そうとは、苦肉の策にしては悪くなかったぞ………》

　レイギが機体の氷を砕きながら笑いを上げる。

　「エン！！　……キャアアッ！？」

　「むううっ！？」
同時に、ユーリィとセラ、更にはタケルのＭＤまでが足元の空間から現れたケーブルに絡め取られた。
　《……だが、ここまでだ……さあ、全員まとめて挽き潰してくれる………！！　……む……？》

ケーブルに力を籠めようとした瞬間、レイギは何かに気づいて空を見上げる。その目に映るのは───
《……鳥……？》
　そう、胴に大きな穴を開けた、紫水晶の如き氷でできた異形の鳥が空に浮かんでいた。

　《……小賢しいわ………！》

　それもまたコウロかセラの〝言霊〟の産物と思ったのか、レイギは空から自分に向かってくる〝鳥〟へもケーブルを伸ばす。そして、〝人面鳥〟とでも言うべき異形の氷像は、伸びてきたケーブルに貫かれあえなく四散した。

　《……ぐはははは……下らぬ足掻きをしおって……だが……今度こそ終わりだ………！》

勝利の高笑いを上げるレイギ。……だったが、
───凍てつきなさい。紫水晶の如く───
《……ぐぎああああああああああああああああああああ………！！》

紫水晶の如き氷の破片が荒野に降り注ぐや、レイギは顔色を変えて苦悶の叫びを上げる。

氷の破片は〝紅震海〟を中心に円を描いて荒野に突き刺さるや、巨大な魔方陣を荒野に描きだした。そして、まばゆい光を放つと、その中心の〝紅震海〟を瞬く間に氷で覆っていく。さしもの〝大戦火〟からの遺産も今度の紫の氷を砕く事は出来ず、その動きを封じられていった。
　「こ…これは……！？」

〝紅震海〟の操縦席でケーブルに捕われていたエンは、驚きと共にコウロとセラへ視線を向ける。向けられた二人は、操縦席の中をも覆っていく氷を前に首を振る。ここまで強力な凍結術は、自分達には無理だと言うように。

　「何だか知らないが……チャンスだ！！」
自分を捕えていたケーブルが凍りつくや、エンは脆くなったそれを粉砕する。そう、紫の氷はあくまで〝紅震海〟とそのケーブルという目標だけを選別して凍結させ、エン達人間や、その味方の側のＭＤは髪の毛一本たりと凍っていなかった。そして、再びエンの手に炎の剣が握られる。…瞬間、
「でやああああああああああああああああっ！！」

今度こそ、鋭い炎が〝紅震海〟と共に凍っていたレイギを貫いた。

刹那、操縦席が爆発に包まれる。

　同時に、操縦席から爆煙……いや、水蒸気と共にまだらの球体が飛び出した。
その球体が人型に戻っていたどっピンクのＭＤに空中で受け止められる。その手の中で球体が弾けると、中から三人の男女が現れた。
「ふう……悪かったな、ユーリィ………結局、また能力を使わせちまった…………」
「……ええ、この貸しは大きいわよ♪　……っていうか……水蒸気爆発も思ったより大きくなかった？　一瞬遅れてたらあなた達まで吹き飛んでたわよ…………」
言葉を交わす彼らの前で、巨大な真紅の機体は自身を覆っていた氷が砕けると同時に、まるで魂が抜けたかのように全ての動きを停止した。そして、どっピンクのＭＤが荒野に着地すると、その側に黒いＭＤと朱のＭＤが駆け寄ってくる。
「何とか上手くいったようだな、エン。」

「大丈夫か！？　コウロ！　マサムネ！！　……って…おい、それ………！？」

朱のＭＤが驚きの声を上げた。どっピンクのＭＤの手の中に、三人以外の〝物体〟があるのを見て。それは………
《……ぐ…うう…………》

「……そうじゃ……儂の……もう一人の〝きょうだい〟じゃ…………」

辛うじて肩から上だけが残っている機械化したレイギの姿があった。
《……な…何のつもりだ……今更…………》

辛うじて意識が残っているらしいレイギが、息も絶え絶えに声を吐く。
「……今更か……確かにそうじゃな………つい先刻まで、儂はヌシが〝兄〟であることすら知らなんだ………先だっても言うた通り、儂の事は恨んでくれて良い……それに、父様の事も………じゃが……せめて父様の胸の内だけは、知っておいてくれぬか…………」

低く唸るようなコウロの声。

《……何だと………？　何を知れと……知ったところで何が変わると言うのだ……私を見捨て……最後まで否定し続けた男の一体、何が…………》

呪詛とも言えるレイギの言葉に、コウロは眉を下げて口を開いた。

「……確かに、大君としての父様はヌシを認める事は出来なかった……いや、間に合わなかったと言うべきかのう………じゃが、父親としての父様は……ヌシの力を認め、その力を国の為に役立ててほしいと誰よりも願っておったのじゃ…………」
一語一語を噛み締めるように、コウロは声を紡ぎ出す。

「考えてもみよ……そも、ヌシの謀反を止めるだけならば、早々にヌシを殺してしまえば、それで済んだのじゃ………それこそ……かつて儂とマサムネが〝きょうだい〟達にそうしたようにのう………否、それもまた、父様の思惑の内じゃったのじゃが…………」
隣に立つ〝姉〟をちらと見るコウロ。
《……それが何だ……自慢がしたいのか………？　……存在すら認められなかった私に対し……次期大君たるお前は、あの男にそこまでされて守られていたと………》

「……確かに、儂を守らんとする思惑もあったであろう事は否定せぬ……じゃが、決してそれのみが父様の〝想い〟じゃった訳ではないぞ………そうじゃ、父様とマサムネはヌシの企みを知り、その為に〝紅震海〟を用いんとしている事を知ったからこそ、その鍵となる〝斬海〟の封印を解かせんが為に………それに必要な〝血〟を持つ我らが〝きょうだい〟達を、その母親達もろとも〝鏖〟にしたのじゃ………そうする事で、ヌシに……己の〝むすこ〟に野心を諦めさせ、国の為に尽くしてほしいと考えてのう…………」
息を呑む〝炎の四重葬〟の三人。

「マサムネ達が〝斬海〟を隠していた地下の空洞で……〝金属化〟に侵された父様が体を破壊され、ヌシの支配のくびきから逃れた時、最後に儂に何を言うたと思う……？　それは一言……『レイギを頼む……』じゃった………言わば、父様は大君の身でありながらも、あえて自らを次代への輔弼とする事で……儂やマサムネ、そして何よりヌシという〝きょうだい〟達に手を取らせ、我らが朝廷を盛り立ててほしいと願っておられたのじゃ………」

必死に感情を抑えながらコウロが言葉を続ける。

「……そこには、儂らなぞが思いも及ばぬ苦悩と煩悶があった事じゃろう。じゃが、まさしく父として、そして、大君としての凄絶なる〝覚悟〟の元に、父様は最も辛く、最も厳しいその道を、あえて選ばれたのじゃ………」

一瞬、口を結ぶ内太君。だが、いよいよ核心を吐き出さんと震える唇を開く。
「……解るか？　即ち、父様にとってはヌシ一人を活かす事が、他の〝きょうだい〟達全ての命よりも重要だったのじゃ………まあ、それも人としてはどうなのかと思わぬでもないがのう……じゃが、そこまでするほどに、父様は誰よりも何よりもヌシを認めておったのじゃ……！」
再び口を結ぶコウロ……と、思いきや、その口の端が吊り上がる。
「ふふ……思えば滑稽なものじゃな。心は擦れ違いばかりであった儂ら親子じゃったが、その手だけは一様に〝鏖〟の血で〝紅〟に染まっていたのじゃのう………いや、それこそが、儂ら親子を繋ぐに相応しい〝絆〟であったと言うべきかのう…………」

自分を……否、自分達を嘲笑うかのような声。

そして、誰も口を開かなくなった。
いや、開けなくなったと言うべきか。
特にシンカイに属さない三人は、その常軌を踏みにじる狂気に満ちた〝父の愛〟と……〝絆〟を耳にして………
《……だから何だ………今更、自己満足の謝罪でもする気か………？》

それでも顔を憎しみに歪めていたレイギが、苦しそうな息の中で吐き捨てた。対して、一瞬息を詰まらせながらもコウロがゆっくりと声を吐く。
「……そうじゃ……これは儂の自己満足に過ぎぬ………じゃが……それでも言わせてくれ……すまなかった………〝兄様〟………！」
《………！》

レイギが目を見開く。

《……くそ……くそくそくそくそくそくそくそくそくそくそくそ…………！！》

奥歯を噛み締めるレイギ。よく見ると、わずかに残っている体も肩の断面から少しずつ崩れ始めていた。その崩れつつある体を、コウロはそっと抱き締める。
「……ごめんなさい………にいさま……………」
《……くっそおお……………》

兄妹の目から、共に一条の雫がこぼれた。

それを囲む誰もが、口を動かすことができなかった。
───しかし、やがて崩れつつあるレイギが唇を動かし始める。

《……不出来な、〝妹〟達に……最後に、忠告をしてやる……………》

震える唇が動くその体は、既に首の下まで崩れていた。

《……シンカイを狙っているのは……アケノアカツキだけではないぞ………私が使った空間操作の技術………あれは……アケノアカツキから手に入れたものでは……ない…………》

「！？」
兄妹を囲む五人が目を剥く。

「ど…どういう事だ！？　あれらの技術を持つ他の国もシンカイを狙っていると………！？」

マサムネが声を荒げた。
《……そんな……生やさしいものではないぞ………あれこそは……遥かな昔、我が国を実験場とし……我が国をつくった……も…の…………》

「何！？　どういう事だ！？」

既に顔にまでひびが走るレイギに、マサムネが厳しく問い質そうとする。……が、
「……おやめください、姉様………兄様との今生の別れにございますぞ…………」

コウロがそれを止めた。

マサムネはハッとして口をつぐむ。次いで、
「……そうだったな………申し訳ありませぬ……兄様…………」
自らもコウロに向かい合う形で、マサムネがレイギを抱き締める。そして───
「「……ありがとうございます………兄様…………」」
二人の妹の声が重なった。

その声に、崩れる寸前の兄の口元に笑みが浮かんだように見えた。

ようやく〝居場所〟を見つけ、安堵に満ちたかのような笑みが。
そして、妹達の腕の中で、兄は塵となって消え去った……………

「どうにかカタが着いたみたいね。」
戦場から離れた荒野の一角で、ポニーテールの女が口を開いた。その後には、複数の巨大なハイエナ達が控えている。
「ふふ、シンカイ朝廷だっけ？　あらかじめ、あの国に接触しといて正解だったわ。あそこの情報部の副頭とか言う女、なかなか使えるわね。それに……あんたも御苦労さま、アメズィスティア。あの氷漬けの鳥を触媒にしての凍結能力……さっすが、〝金と銀〟の直系ってトコかしら♪」
ポニーテールが、隣に立つ白いドレスの少女に笑い掛ける。

「礼には及びませんわ。先程も申した通り、我らの〝系統〟に連なる者が、このような辺境星系の劣化生物に侮られる………わたくしはそれが許せなかっただけですから。」

素っ気なく言う少女だったが、改めて戦場へ目を向けると重々しく口を開く。

「……それにしても、このような辺境の星系に我が〝金と銀〟の眷族や〝浄炎の孫〟のみならず、〝大帝国〟の中枢の〝系統〟に連なる者があれ程に存在しているとは………殊、かなり変則的な行使方法ではありましたが、あの金の髪の女の能力は…………」

「ええ、そうよ♪　一応〝二元神〟の〝系統〟よ。使い方が変則的なのは、元々が変則的な継承だった影響かしらね。ま、驚く事もないでしょ。それこそ〝巨星〟みたいな最高幹部クラスにだって使えるヤツいるんだし♪　他のは……〝大戦火〟の頃に〝神兵〟の力を与えられた人間の末裔ってトコかしら。」
相変わらずの軽薄な口調の中に、遠い昔を思い返すような瞳を潜ませて女は続ける。

「あたしとしては、シンカイに実験体の遺伝子だけじゃなくて、あの真っ赤なデカブツまで残ってたってのに驚いたけどね………いや、メカだけじゃなくて、人間も覚えのあるような見た目と名前のが結構いたような………人間って意外にしぶといわよね………って、あれ？　でも、あの頃って、あんたまだ生まれてなかったわよねえ？　丁度あんたの〝親〟の世代だったから。」

「それよりも、シンカイなる国が我らが追う〝残党〟に関わりのある拠点であるというのであらば、今からでも殲滅すべきではありませぬか？　時間さえいただければ、わたくし一人で事は足りるでしょう。」
澄ました顔で怖いことを言ってくる少女に、女は首をひねって答える。

「う～ん……でも、なんか仲間になるっていうか………こっちの戦力の足しになりそうな雰囲気だから……もう少し様子を見てからでも良くない？」

「……わかりました。ここは指揮官の指示に従いましょう。ですが………！」
少女が紫の瞳を輝かせて射抜くような視線を送る。

「ええ、解ってるわよ。万一の時はあたしが責任を持って、国の一つでも二つでもかる～く捻ってあげるわ♪」

澄ました顔で怖いことを言うのはこちらも同じだった。

「……ふん…あの国は、あなたに感謝すべきでしょうね。あなたの計らいで滅亡を免れたのですから。」

女の言葉を聞いて、少女は踵を返す。

「あら？　帰っちゃうの？　だったら〝大帝都〟に連絡を入れて増援要請をしといてくれる？」
「……は？　要請するまでもなく、増援ならば、この後も順次到着する予定ですが？」

後ろからの女の声に、少女が眉をひそめた。

「ああ、そうじゃなくてね、特定のあるヤツを寄越してほしいのよ。」

言いながら右手を軽く上げる女。中指に〝黒い結晶〟の指輪をはめた指先には、穴が開いて動かなくなった機械の蟲がぶら下がっていた。
「これのオリジナルを造ったヤツを呼んでほしいのよ♪」

「！？　それは……まさか、あの〝反逆者〟を呼べと！？」

少女が顔色を変えて叫ぶ。ハイエナ達からも動揺の空気が沸き起こった。
「ええ、〝お見合い〟で忙しいでしょうけど、お願いね♪　上が渋るようなら、あたしと……何なら〝あの子〟の名前を出しちゃってもいいわ。そう、全ては我らが〝鍵〟の御心の儘にってね♪」
どこまでも軽薄な声で女は言う。

「さ～て、この星系もまた騒がしくなるわよ♪」
エピローグ
「ふむ、諸々世話になったのう。」

〝事件〟から一週間後、修理を終えた薄紅色の戦艦の前でお姫様が言った。

「気にしなくていいさ。俺は貰うもんは貰ったし、俺以外のジジイも大仕事でたっぷり稼がせてもらったからな。」

大仕事で修理された戦艦を見上げるエン。

「それよりも、痴話ゲンカの方は本当にいいのか？」
「……うむ。まあ……収まるところに収まったというところかのう…………」

小さくため息をつきながらお姫様は答える。

その後には、かつて控えていた男と女の姿は無い。

「じゃが、儂は後悔はしておらぬぞ。これが儂にとって……いや、儂らにとって最善の道であったと信じておる。」
どこか無理をしている顔でお姫様は言った。……が、
「そも、儂のことより、ヌシはどうなのじゃ？　あの女給の二人も回復しておるのじゃろう？　おなごを四人も侍らせるのが男の〝ろまん〟じゃというのも解らぬではないがのう、ヌシとて結論を出しても良い頃合いなのではないか？」
「……は？　け…結論って何のだ………？」
突然の反撃にたじろぐエン。しかし、

「……ふむ、私も聞きたいな。しかしエンよ、一週間前の私の問い掛けにも同じ台詞を吐いていなかったか？」

「セ…セラ！？」

ひょっこり後から現れた女にエンが後ずさる。更に、

「「わたし達もいますよ、エンさま☆」」

「メ…メイティア！　サツキ！！」

後ずさったエンのその後から、完全復活したウェイトレスコンビが顔を出した。更に更に、
「あら？　何の話かしら？」

ウェイトレスコンビの更に後から、金髪のお嬢様がその手に紙袋を下げて現れる。

「おお、ユーリィとか言ったか。久しい……と言うほどには経っておらぬが、このところ顔を見なかったのう。どうしておったのじゃ？」

お姫様が懐かしい顔を見る目でお嬢様に問い掛けた。

「……え、ええ、ちょっと実家の妹から大量の知恵の輪とタコ焼きが届いちゃってね……というわけで、はい、おすそ分け。」

「……何をおすそ分けだと？」

セラが鼻先に突き出された紙袋に目元を歪める。対して、ユーリィはとってもいい笑顔で答えた。
「え？　ああ、あなたにはこう言った方が解りやすかったかしら？　……デビルフィッシュ焼き❤」
「……斬る！！」

両手に光剣を出したセラだったが、一方のユーリィも顔を険しくして問い質す。

「……それより三人共、私がいない間に抜け駆けなんてしてないでしょうね！？」
「……無論だ。私にも誇りというものがある。不戦勝などを良しとするほど私のそれは浅薄ではないぞ。」

同じくセラが険しい顔になってお嬢様を睨みつける。……が、

「……尤も、エンの方から誘われれば断る理由は無いのだがな。」

一転、とってもいい笑顔でしれっと付け加えた。
「なぁによそれえええええええええっ！？　どおいう事かしらあエぇンんんんんんんんんんんんん！？」

瞬時に臨界点を突破したユーリィがエンに詰め寄る。はっきり言ってマジで目が怖い。

「バ…バカ！　誘ってなんかないっての！！　こらセラ！　妙なこと吹き込むな！！」　
「む？　何を言うか。この一週間、夜毎私にあんな衣装や、こんな衣装を着させ続けていたのは誰だと思っている？」

「エぇンんんんんんんんんんんんんんんんん！？」
「「エンさまああああああああああああああ！？」」

「ぶわっ！　いや違うぞ！　だからそれは……………」
防戦一方のエンだったが、なんとか突破口を見つけようと頭をフル回転させる。そして、
「そ、そうだ！　一つ訊きたかったんだがなあユーリィ！　お前、今回の事、いつからカラクリを知ってたんだ！？」
「……え？　な…なんのことかしら………おほほほほほほほほほほほほほほほほほほ。」

あからさまに視線を逸らして白々しい笑いを上げるお嬢様。

「む？　どういう事だ？」

セラが眉をひそめる。

「ああ、今にして思えば、今回の件でこいつは最初から全てを知ってた節があった。まず怪しいのは、最初にシンカイが『錆びた鉄亭』を襲った時、それまでドライバーとしても働きたいとか言ってたのに、いざそのチャンスが来たらそれを拒んだ事。次に、元トップ５のケバい女が来たあと、マサムネにさらわれちまってたが、あれだって、仮にもＳ級の〝デュアルドライバー〟がそんな簡単に気絶してさらわれたりするもんか？」
一気にまくしたてるエン。対して、ユーリィは滝のように汗を流しながら口をきつく結んでいた。

「極めつけは〝斬海〟があった空洞での騒ぎのあと、こいつは発信機が自分に仕掛けられてた事を知ってるような事を言ってたからな。それってつまり、その発信機を使って、俺達をあの場所まで誘き出したって事じゃないのか？　更にはその直後にも、俺達をシンカイやアケノアカツキの戦艦に行くように、一応さりげなく誘導しようとしてたからな。どう考えても最初から全てを知ってて、その上でシンカイに協力しようとしてたとしか思えないんだが……さ～て、キリキリ説明してもらおうか、お嬢様？」

一気に形勢を逆転させたエンが問い詰める。

「……え…え～と何て言うか……事件のちょっと前に、実家から連絡があったような、なかったような…………」
視線が不規則に泳ぎ、更なる汗を垂れ流すお嬢様。
「答えられないのか？　だったら今回もＭＤに乗ったあと、またあれをやったペナルティも含めて、今夜〝ぶらじるみずぎ〟の刑な♪」

「なっ！？　ちょ、ちょっと待って！　流石にあれは………あれってもう服じゃなくて、ただの端切れじゃない！！　それもメチャクチャ小さい………だ、大体、あれの事だって今回は不可抗力よ不可抗力！　ちゃんと薬は飲んでたんだから！！」

「子供用の薬で過失が回避できると思ってんのか！？　遠足前日の幼稚園児だってもう少ししっかりしてるぞ！！」

「う……わ、わかったわよ……それじゃあ、次の時にはキヨミズの舞台から飛び降りるつもりで、シロップタイプ・抹茶味を………」

「大人用を飲めえええええええええええええええええっ！！」

「なによ！　抹茶味って大人用でしょ！？」

「判断基準がおかしいわああああああああああああああああああああっ！！」

苦いものが苦手なお嬢様に絶叫するエン。そのまま不毛な言い合いに突入し、程なく精魂尽き果てる二人。しばし、肩で大きく息をしたあと………
「……ま、まあ、嫌ならいいけどな。そもそも、あの衣装ってセラの方が似合いそうな気がするし。主に胸の辺りとか♪」

「………いいでしょう。〝ぶらじる〟でも〝すりんぐしょっと〟でも、さっさと持ってきなさい。何でも着てやるから。」
他の女の名が出た途端、目が据わるお嬢様。しかし、
「ふははははは、意外に扱いやすい奴じゃのう♪」

その時、別の女の声が聞こえてきた。

一同の目が、その声の主に向く。

「もう、良いじゃろう。そ奴を責めてやるな。儂も騒動が終わった後に聞いたのじゃが、そ奴は我が国からの要請で此度の事に協力しておったのじゃ。我が国に協力して、事を計画通りに進める為にのう。」
わずかに苦笑いを浮かべるお姫様。そのお姫様に、元お姫様が問い掛ける。

「だが、計画と言っても、貴様とて全容を把握していた訳ではないのだろう？」

「うぐ……まあのう………まったく、どいつもこいつも次期大君を何だと思っておるのかのう………ともあれ、全てはレイギの企みを阻止し、我が国を混乱から救う為の計画だったのじゃから良しとしようではないか………と、思いたいのう…………」
「む？　何か言ったか？」

最後の聞き取れなかった呟きにセラが眉をひそめる。
「……いや、何であれ、危機は去ったという事じゃ。どいつもこいつもが儂を謀りながらものう。……まあ、マサムネとしては、事が終わった後もタケルを我が国に残れるようにしたかったのじゃろうな。その為に、タケルへ全ての情報を伝える事はせず、当初は儂のみならず、タケルをも完全に謀る形で事を進める腹づもりだったようじゃ。……まったく、いらぬ苦労を背負い込むにも限度があるじゃろうにな………」

わずかな苛立ちを滲ませながらコウロが目を伏せる。

「……じゃが、タケル自身がマサムネとの過去が儂に知れることを承知の上で、自ら計画に大きく関わったようじゃ。さすれば、儂の側にはおられなくなると解っておったじゃろうにな。それでも全てを承知の上で……否、極力、儂を傷つけぬよう、あえて冷淡にする小芝居まで打ち……儂を救う為に、タケルは計画に加担しておったのじゃ…………」
嬉しさと寂しさが入り混じった表情でコウロは声を絞り出した。

そんなコウロに、セラがそっと声を掛ける。

「愛されていたのだな、お前は……タケルにも、マサムネにも、父にも、そしておそらくは……レイギにも…………」
「……そうじゃな……じゃが……儂自身は、どれだけその事を解っておったのかのう………それを解っておらなんだが為に、多くのものを失ってしもうた…………」

目を細めて天を仰ぐコウロ。そんな彼女に、セラが再び語り掛ける……自らの後悔を噛み締めるように。
「……お前自身が言っていたではないか。どのような凶行も最後まで貫けば真実になると。その意味では、お前達は誰もが正しい事をしたのだろう。それに……私の話を覚えているか？　私もかつて、自らの目的の為に多くを失ってしまった女を知っていた。結局、私はその女を救う事ができなかったが、お前は少なくとも、一人の〝兄〟を救う事はできたのではないか？　私は、そう思うぞ。」
「……そうか……感謝するぞ………タケルやマサムネも、そう思ってくれておるかのう…………」
わずかに顔をやわらげて、遠くに語り掛けるようにコウロが呟いた。………その時、

「ん？　呼んだか、コウロ？」

戦艦の扉が開き、眼帯の女が顔を出した。

「そろそろ艦を出すぞ。切りのいいトコで話きり上げろよ。」
更に、その後から金髪を三つ編みにした男も顔を出す。

「……なんじゃ、マサムネ、タケル、せっかく良いところじゃったのに。」

お姫様が、まるで我が儘を言う子供のような顔でぶーたれる。

「……あ、あら、二人とも元気だった？　良かったわね、国に帰れる事になって………っていうか、ホントにいいの？　お姫様。」

どうにか危機を脱したユーリィが、今一つ納得できないという顔で尋ねた。
「無論じゃ。この二人は我が国に欠くべからざる人材じゃからのう。只でさえ太政大臣を失うて国政に緩みが生じかねぬという時に、この二人まで放逐するなぞ愚の骨頂じゃぞ。」

迷いなく答える内太君。
「いえ……そういうことじゃなくて…………」

「それに、その太政大臣……兄様も言っておられたではないか。タケルが儂との祝言の末に即位した暁には、マサムネを側室にすれば良いとな。」

「明らかに誤訳してない！？　てゆーか、それがいいのかって訊いてるのよ！！」

我慢しきれなくなったユーリィが、とうとう大声を上げた。

「……ふ…ふはははははは！！　と、当然じゃろう！　儂を誰じゃと思うておるか！？　偉大なるシンカイ朝廷の次代の大君たる内太君コウロ・シラナミ・シンカイじゃぞ！？　側室の一人や一人や一人！　認められなんで何とするか！！　ここぞとばかりに次期大君たる〝器〟を見せつけてくれるわ！　うはははははははははははははははははははっ！！」
やけくそ全開のお姫様にユーリィが眉をひそめる。

「〝器〟…ねえ……まあ、男のくせに女の過去も受け入れられずに、人の失敗ばかりあげつらう〝器〟も〝甲斐性〟も皆無の〝ろくでなし〟よりはマシなのかしら？」

ジト目の視線をある男に向けて、お嬢様は冷やかな声を漏らした。

「……誰がろくでなしだって？」

「あ～ら、エン。誰もあなたのことだなんて言ってないじゃない。それとも心当たりがあるのかしら、この〝三なし〟……じゃないか。〝情なし、容赦なし、ひとでなし〟に加えて、〝器なし、甲斐性なし、ろくでなし〟の〝六なし〟の〝ろくでなし〟さんには。」

「……そーかそーか、そんなにペナルティを上げてほしいか。だったら好きなのを選ぶがいい……〝ぶるまあ〟〝すくみず〟〝はだかえぷろん〟、さあ、どれがいい？」

「ちょ……さ、流石にそんな上級コースは………え…ま、待って、〝はだかえぷろん〟って言ったら、数多の愛の伝説に語り継がれる若奥様のミラクルコスチュームよね……も、もしかして、そういうことなの……？　そ、その……〝はだかえぷろん〟で俺にミソスープを作ってくれっていう………」
「……ざけんなああああああっ！！　そんなにスープが作りたきゃ、テメエのわいた脳ミソで作ってやがれえええええええええええええええええっ！！」

急に頬を染めて身をよじらせるユーリィにエンが絶叫した。……が、エン自身の頬もほのかに紅潮していたのは気のせいか。
そんな愛憎入り乱れる（？）悲喜劇を前にお姫様が笑いを上げる。
「うはははははははっ！　流石〝邪淫四重奏〟じゃのう♪　太陽系の愛の伝道師たる儂でさえ、そこまでの愛の劇場を演じた事はないぞ♪」
「愛の劇場って何だ！？　つーか、そんな余裕かましてていいのかよ、お姫様？　お前だって、これからは寝所仇が増えるんだろうが！」

「ぐ……じゃ、じゃから言うたじゃろう、『側室の一人や一人や一人、認められなんで何とするか』とな。偉大なるシンカイ朝廷の次期大君を舐めるでないわ！」
「あくまで一人だけなのか、側室は？」

含みを持たせたエンの問い掛けに、次期大君は再度声を詰まらせる。

「ぬう……と、当然じゃろう！！　儂という国の……否！　太陽系の至宝を手に入れただけで本来ならば比類なき果報者じゃというに！！　その上もう一人の至宝まで手に入れ太陽系最高にして最上の姉妹を独占できるとなれば、それ以上何を望むというか！！　否！　望むべくもない！！(反語)　まあ今にして思えば、これまでマサムネに添い寝をさせた折、タケルの名を寝言で言うのを聞いて、おや？と思うことが何度もあったと言えばあったのじゃがのう、うははははははははははははっ！！」

「陪審員も一発一致の証拠じゃねえか！　その時点で気づけよ！！」

「や…やかましい！　物の怪が出そうな夜にそこまで気づける訳がなかろう！！　い、いや、じゃからと言うて決して物の怪が怖くて思いが至らなんだ訳ではないぞ！！」
「お前いくつだよ！？　……って、そういやお前ら姉妹だったんだっけか？　見た目はあんま似てないけど、男の好みは似てたってオチか？　つーか、そのバカ笑い見てるとあいつの妹でもあるんだなって実感するぞ。」

肩をすくめるエン。その声にマサムネが答える。
「ふふ……確かにな。だが、似ているのはコウロだけではないぞ。私もレイギも……結局、私達〝きょうだい〟は皆、自分の〝居場所〟を求めていたのだ。それは、誰かが自分を認め、あるいは必要としてくれる場所だった。レイギにしても、決してそれが無かった訳ではなかったのだが、不幸にも気づくのが少し遅過ぎた………　もう少し早くそれに気づけていれば、大君という場所ではなかったにせよ、朝廷を支える場所で〝きょうだい〟が手を携える事もできたであろうに………それこそ、父上が望まれたようにな…………」
わずかに目を伏せるマサムネ。その言葉の後をコウロが続ける。
「うむ……タケルもレイギに言っておったじゃろう。『お前はほしいものをねだって駄々をこねている』と、な……じゃが、レイギが真に欲していたもの、それこそは決して玉座なぞではなく、それこそが己の〝居場所〟であったのじゃろうな………そして、詰まる所〝居場所〟とは、己を認め、己を必要としてくれる……即ち、己を〝愛してくれる者〟のことに他ならぬ。それこそはレイギのみならず、儂やマサムネまでもが心より欲していたものじゃ………」
遠い目と共に万感の想いで語るコウロ。
「とってもわかります、わたしとメイちゃんも、」

「むかしは会うたび殺しあってましたけど、」

「「エンさまという〝居場所〟に逢ってからは、とってもなかよしですから☆」」
コウロの声に、ウェイトレスコンビが向かい合ってダンスをするように両手を握り合いながら相槌を打った。更に、セラもコウロにそっと問い掛ける。

「成程……それで、お前達は〝居場所〟を見つける事ができたのか？」

「ふふん、言うまでもなかろう。のう、マサムネよ。何せ儂らは〝きょうだい〟故に、男の好みも似ておるのじゃからのう♪」
「こ、こほん……まあ、何が似ているかはともかく……コウロには感謝しているぞ。本来ならば謀反人として斬首に処されていてもおかしくない私を救ってくれた上に……その………タケルの側で国に残る事も許してくれたのだからな……………」
胸を張って答えるコウロに、ほのかに頬を染めながら俯くマサムネ。その額のヘアバンドにあった三本の角は、乗機と同様中央のそれが取り除かれ、代わりに国章を刻んだ金属板が貼り付けられていた。最早、恨みによってその身を変えた三本角の鬼はどこにもいないという事なのだろう。そんな生まれ変わった〝おねえさま〟の恥じらう仕草は、妙に新鮮で可愛く見えてしまう。そして、その可愛い仕草に反応したのは………

「……ま…まあ、最後の〝きょうだい〟を手に掛けるほど儂も外道ではないからのう………贖罪の意があるならば、今宵にも存分に示してもらえば良いだけじゃし………そうじゃ、今宵よりは儂とタケルの夜の玩具として毎晩毎晩………おお！　べ、別の意味で手に掛けてしまいそうじゃ！！　ぐふふふふふふふ……………」
「ま…待て！　玩具とは何だ！？　一体なにをする気だコウロ！？」

じゅるりと口元の涎をぬぐうお姫様に、赤かった顔を青くしてマサムネが叫んだ。

「……むうっ！？　い、いかん、鼻血……いやや、今朝飲んだとまとじゅうすが鼻から………ぐふふふふ……心配せずとも、夜になれば存分に教えてやるわい………！」

「余計心配になるわああああああああああああああああ！！　ええい、〝おとうと〟だけでなく〝いもうと〟の教育も誤ったか！」

真っ青な顔で絶叫するお姉さまに、タケルが後から肩に手を置いて語り掛ける。

「あきらめろ。つーか、ようこそ。〝好色王女〟、あるいは〝猟色のエロ姫〟の世界へ。」

「エロ姫だあ？」

なんかもう色々悟ってしまったタケルの声にエンが眉をひそめる。

「ああ、俺達の国じゃあ、他の国じゃとっくに古代文字になっちまってる〝カン字〟ってのが現役で使われててな。で、その〝カン字〟でこの姫様の名前は『江露』って書くんだが、この字にゃあ別の読み方もあって、それが『エロ』なもんだから、国民にゃあ〝エロ姫〟なんて呼ばれて親しまれてんのさ。」

「……いや、それ親しまれてんのか？　バカにされてんじゃなくて？」

「ああ、このエロ姫、国民には無意味に人気あるからな。なんつーか……これも〝言霊〟ってヤツの力なのか？　それとも……人心を一つにまとめる次期大君の〝器〟ってヤツなのか？」
すげえヤなまとめ方だけどな、と呟いて、色々あきらめてしまっている男が首を振る。………が、その左の薬指には、一度は捨てた指輪が再び光を放っていた。
「むむ？　ヌシには言われたくないぞ、タケルよ。そも、前から言いたかったのじゃが、何故に儂が〝好色〟だの〝猟色〟だのと呼ばれねばならぬのじゃ。まるで儂が誰彼構わず男を喰い漁っておるようではないか。儂がこの身を許すのは、後にも先にもタケル一人のみじゃぞ。そうじゃ、あの夜より……ヌシが、まるでケダモノのように儂を………」
「ちょっと待って！　それって冗談だったんじゃなかったの！？」

ユーリィが赤面して叫んだ。

「うむ。じゃから『無理矢理』というところが冗談じゃったのじゃ。実際には互いに合意の上じゃったから懸念には及ばぬぞ。然るに、かように一途で純情な儂に、何故〝えろ姫〟なぞという不敬極まる二つ名が付けられるか、全くもって解らぬのう…………」

心底心外だという風情で溜め息をつくコウロ。……しかし、
いや……間違いなく本人のせいだろう…………

──と、本人以外の誰もが心を一つにして思った。

「む？　何じゃヌシら、その勘違いをした芸能人を見るような視線は？」
「……いや。ただ……確かにお前にゃ人心を一つにする〝器〟があるかなって思っただけだ。」

「おお、そうか♪　ようやくヌシらも儂の偉大さが解りよったか♪　良いぞ良いぞ、うはははははははははははははっ！」

皮肉をそれと気づかず大笑いするお姫様。……まあ、理由はどうあれ、全員の思いが一つになった事は事実なのだが…………
「という事でタケルよ、ヌシも男の責めも負わずに逃げるなぞ許さぬからのう♪　そも、あの程度の猿芝居で、我が故国の海より深い儂の〝愛〟を押し流せるなぞと、本気で思うておったのか？　その辺り、マサムネと揃うて二度と〝居場所〟を違えたりなどせぬよう、今宵、思い知らせてくれるわ！　うははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははっ！！」
ふんぞり返って再び大笑いするお姫様。

そんなお姫様の笑い声を聞きながら、

……やっぱ〝エロ姫〟だ…………

再び、次期大君の元に人心は一つとなった……………
「うむ、それでは名残惜しいが別れの時じゃ。ヌシらも存分に惜別の涙にむせぶが良いぞ！」

「いいから、さっさと帰れ。」
発進体制に入った戦艦の入口でふんぞり返るお姫様を、疲れ切った顔で見送る〝炎の四重葬〟(と、そのスポンサー)。………と、その時、ふと思い出したようにお姫様が問い掛ける。
「……そうじゃ、一応訊いておくがのう。ヌシら、我が朝廷に来る気はないか？」

「……いきなりだなオイ。………ツツシンデオコトワリサセテイタダキマス。」

「……何じゃ、その気の抜けた返事は？　まあ、その気がないのは伝わったがのう。そう言えば、ヴィクセルも〝嵐の騎士団〟の地位を用意しても袖にされたと言っておったな。」
「いいんだよ。宮仕えなんて俺のガラじゃねえんだから。」

「ふはははは、確かにのう。やはり、野に置け蓮華草という事か。それとも……やはり〝翁国〟が先に手を付けておったか？」
「はあ？　ヴィクセルもんなこと言ってたが、なんで地球が出てくんだよ？」

エンの疑問にコウロは一瞬目を大きくしたものの、すぐに澄ました顔になって再び唇を動かす。
「……いや、気にするでない。ならば儂らは愛する故国へ帰るとしよう。……そうじゃ、儂とタケルの祝言には招待するからのう。奮って押し掛けるが良いぞ♪」

そこで一旦言葉を切ると、お姫様はニヤリと笑ってエンを見る。

「その折には『友人夫婦代表のすぴいち』とやらを頼むからのう。それまでには、ヌシも己の〝居場所〟を決めておくのじゃぞ♪」
「ぶっ！！」

「ふははははははははははははは！！　言うたじゃろう！　〝すといっく〟も度が過ぎれば〝いくじなし〟にしかならぬとな！　それでは、さらばじゃ！！」

「ちょ…ちょっと待て！　最後に爆弾発言を残してくんじゃない……って、あぶねえっ！！」

お姫様が立つ入口の扉が閉じるや、薄紅色の戦艦は噴射口から盛大な炎を噴き出して飛び発っていった。………エン達が立つ周囲に、津波のごとく炎を撒き散らしながら。
「……あ…あのエロ姫……何気に士官断った俺達を抹殺しようとしたんじゃないだろうな………ん？」

〝Ｓ級ハイペリア〟の脚力で炎を逃れたエンが、地面にうずくまって大きく肩で息をしていると、

「エン……確かにお前も〝居場所〟を決めても良い頃合いではないか………！？」
後から〝紅震海〟もかくやという重圧が襲ってきた。同時に、

「エンさま、」

「わたし達なら、」

「「〝ぶるまあ〟も〝すくみず〟もオッケーですよ☆」」
既に『〝居場所〟はエンさま☆』宣言をしていたウェイトレスコンビのハーモニーが降ってきた。更に、

「ふっ、甘いぞ二人共。私など〝はだかえぷろん〟を纏う覚悟すら既に出来ている………そうだ。二週間前、初めてエンと出逢い己の〝居場所〟を見定めた時からな………！」
元お姫様も、腕を組み胸を寄せ上げるようにしながら宣言した。更に更に、

「なっ……ほ…ほら、あなたがグズグズしてるから！　さっさと〝はだかえぷろん〟を……いいえ、こうなったら〝ばんそうこう〟でも〝ばかにはみえないふく〟でも持ってきなさいよ！！」
「いや！　それはマジで服じゃないぞ！！」
真っ赤になりながら錯乱するお嬢様の宣言（？）に、エンが渾身のツッコミを入れた。………が、その頭に一瞬とはいえ四人の女の艶姿が浮かんでしまった事は否定できない。
しかし、なけなしの理性を振り絞って男は妄想を振り払う。まるで、ここで踏み止まれなければ二度と取り返しが付かなくなると自らに言い聞かせるように………！
「……くっそお……えーと………ああ、そうだ！　次の仕事が来てたんだ！！　つーわけで〝炎の四重葬〟出撃するぞ！！」
女達の顔が硬くなる。しかし、一瞬の後にはやれやれといった風に口を揃えて呟いた。……かわいい〝おとうと〟を慈しむような笑顔で。

「「「「いくじなし♪」」」」

「……うるせええええええええええええええええええええええええっ！！」

戦乱の時代に、今日も平和な一日が始まろうとしていた。
　　
エピローグ２

「むにゃ……たけりゅぅ……ましゃむにぇ…………」

その夜、閨でお姫様は寝こけていた。
四方を御簾に囲まれた大きな布団の上で、両隣りには許婚と姉が寝転んでいる。

ここまでなら仲睦まじい〝きょうだい〟が川の字に寝ているだけとも取れるが………三人は、揃って一糸まとわぬ生まれたままの姿でシーツにくるまっていた。

そして、その内の〝あね〟が、布団に突っ伏して腰に右手を当てながら恨みがましく口を開く。

「うう……腰が……全く…二人掛かりとは反則だぞ………そうでなくとも六年振りなのだから、少しは手加減をしろ…………」

「ぶはは、そりゃまあ歓迎パーティーの主役をもてなさないでどうすんだって話だろ♪」
笑いながら〝おとうと〟も口を開いた。

「それに、今日のは軽い方だしな。」

「………まあ良い。それよりも一つ訊きたい事があったのだ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(タケル),武流)。江露も寝ついてしまったようだし、丁度良い。」

「ん？　何だよ、こいつには聞かせられない話か、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(マサムネ),摩沙宗)？」

シンカイの人間しかいない為、母国語の発音でそれぞれの名を呼ぶ二人。
「うむ……あの〝直し屋〟とやらの屋上での事だ。お前はあの時、付け爪を触媒とした陰陽道の術の行使をしていたな。」
ギクリとするタケル。

「そうだ。確かにお前は優れた〝鬼道士〟ではあるが、〝魔術士〟や〝異能士〟としての能力は持っておらぬ筈だ。つまり、あの術の行使はお前の能力ではないという事になる。そして、あのようなものを触媒として使い、且つ、自分以外の者が使っても、あれだけの威力を発揮させられる術を行使できる術者となると、我が国にも一人しかいない。」
視線を鋭くするマサムネ。

「お前……あの枢密院の副頭とも繋がっていたな？」

マサムネの責めるような言葉のあと、わずかな間をおいて、タケルが観念したように溜め息をついた。

「……ああ。今回、あいつには随分世話になった。」
「やはりか……一体、あ奴はどこまで今回の事に関わっていたのだ？」

マサムネが顔を険しくする。

「……どこまでって言うなら、はっきり言って最初から最後までだな。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(レイギ),澪魏)に操られた陛下からお前が俺が助けてくれて、そのあと、お前が今回の計画を話してくれたろう。そのすぐあと、江露が部屋に入ってきて俺がその場を離れたと思ったら、まるで見計らったようにあいつが現れて、今回の事に関する話をした。まったく、恐ろしいくらい全てを見抜いてたぜ、あいつは。実際、あいつがあらかじめ手を回しといてくれたおかげで、俺も国を出る時、ほとんど無傷で脱出できたからな。」
「むう……流石は〝軍師〟や〝策士〟と呼ばれ、国中……いや、太陽系中の情報を握っていると言われるだけの事はあるか………察するに、ユーリィ・フェルプスと名乗っていた〝影冠〟の実家に手を回し、協力をさせていたのもあの女であろう………」

そこまで言うとマサムネは、まるで二人掛かりで剥ぎ取られたように布団の周りに散乱していた上着を手に取り、その裏地をタケルの目の前に突き出す。その端には、文字のような紋様が描かれた小さなプラスチック片が貼り付けられていた。
「見ろ。既に機能は停止させてあるが、いつの間にか私の服にもあ奴の付け爪が仕込んであった。この爪を発信器や盗聴器として使い、あの女は私の動向をも把握していたのだろう。おそらくは澪魏にも同じ事をしていた筈だ。」
あえて感情を消した声でマサムネが続ける。
「それも踏まえて今回の件を振り返ってみると、結果としては澪魏が例の〝金属化〟の技術を使って〝紅震海〟を動かした事で、我らが玉璽は飛躍的に性能を上げる事となった。もし、これこそが……言わば、不穏分子であった澪魏を〝生贄〟に使い処分した上で、更に〝紅震海〟を強化し、加えて私達三人の結束をも強める………もし、これらが全てあの〝策士〟の思惑だったとしたら、全ての事はあの女の手の上で動かされていた事になる。
そう考えると今回の件、全ては父上と私が動かしていたつもりだったが、実際には父上や私も動かされていた側でしかなかった事になる。それこそ父上をも上回る狂気によって……あの胸と爪が派手な女と……お前にな。」
わずかに睨みを利かすマサムネ。
ややあって、睨まれていたタケルが肩をすくめて苦笑した。

「……はっ、そこまで読み切れるお前だって大したもんだよ。でも、まあ……〝斬海〟の封印を解くのにお前の血がいるなんてのは、俺も本当に聞いてなかったんだぞ。あいつならそれくらい知ってたろうにな。尤も……それを教えると俺の動きが鈍ると思って、わざと伝えなかったって可能性が高いんだけどな、あいつの場合。」
自身も謀られた事を告白するタケルの言葉は、意外にも満足そうな笑みを浮かべてのものだった。さながら、自らが認めたライバルに、いい意味で出し抜かれた時のような。

　「……それはともかく、お前は日頃からもあの女と親しくしているようだな？」

そんなタケルの笑みを見て、マサムネはそれまでの〝軍人〟の顔から〝女〟の顔になってタケルを問い詰める。対して、
「ああ、今はまだ震海の中枢じゃ珍しい〝ガイジン〟同士ってことで、色々と話す機会はあるな。」

「……それだけか？」

「そうだな……あとは、よく手作りの菓子を差し入れにくれたり、そのついでに髪の手入れをしてくれたりするくらいか。ほら、俺の髪って結構くせ毛で手入れが面倒だからな。」

「ああ……貧民街にいた頃は、私が手入れをしたり、三つ編みを編んでやったりしていたものだな……って、違うだろう、ちょっと待て。」
一瞬、懐かしそうな目をするマサムネだったが、解っていないタケルの言葉に、こめかみを引きつらせてツッコミを入れた。だが、これ以上、下手な事を言うとやぶへびになりかねない為、これは、こいつがコウロや自分しか見ていない所為なのだと自らに言い聞かせて声を抑える。

「……とにかく……澪魏の言葉ではないが、側室を二人にするような真似はするなよ。江露に未来永劫、氷漬けにされるぞ。」

「なんだそりゃ？　それより、そこまであの〝策士〟の考えが解ってるんなら、これからあいつが何をするかも解るんじゃないのか？」

「うむ……今回の件で澪魏が朝廷から消え、しかも、その罪状が反逆罪となれば、如何に朝堂と言えど奴のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(オバマ),織浜)家自体も断絶となるだろう。この事で澪魏を首魁とし〝ガイジン〟の上卿登用に批判的だった守旧派は大きく力を削がれる事になる。となれば……いよいよあの〝策士〟が自ら表舞台に上がってくるだろう……折良く太政大臣の座も空いた事だしな。」

厳格な大将軍の顔に戻ってマサムネが言葉を紡いだ。が、その言葉からは意図してある要素が排されていた。
「……これも、あの〝策士〟の思惑の内か………」
「ハハハ、まあ、そういうこったな。だが、そんなに心配する事はないぞ。やり方に多少の問題があったとしても、あいつはあくまで震海の事を第一に考えて動いてる。実際、今回の事だって、さっきお前が言った成果以外にも、朱ノ暁の大型艦一つに機甲衛士を大量に潰すっていう大きな戦果を出す事ができた。しかも、その朱ノ暁の被害に比べて震海側の被害は、澪魏が死んだこと以外には人間も機甲衛士も見事にゼロで済んだ。まあ、俺達の機甲衛士や江露の戦艦が多少ダメージ喰らったりはしたが、それだって直せる範囲内だったしな。どうだ、震海にとっちゃ最高の結果だろう♪」

変わらず解っていないタケルの言葉に、マサムネの顔が〝女〟のそれに戻る。

「……震海の事を第一に、か……お前の事を第一にではなく、か………？」

「はあ？　なんか言ったか？　……それよりも、これからどうする？　それこそ澪魏の言ってた『俺達の国をつくったもの』ってのが本当なら………」
消え入りそうなマサムネの呟きに眉を寄せるタケルだったが、不意にくだけた雰囲気を一変させると顔を引き締めた。

「……うむ、確かにこれよりは、かつてない国難が我らが朝廷を襲う事になるだろう………だが、その為に私とお前がいるのではないか。我らが朝廷と……何より愛しい〝いもうと〟を守り、支えて行く為にな。三本の角の内、一本を失ったとはいえ、私にはまだ二本の角が残っている。必要とあらばそれを振るい、いつでも何度でも私は〝鬼〟となろう………！」

〝シンカイの独眼鬼〟と呼ばれる女もまた、タケルと同様に顔を引き締めて声を紡ぐ。右手で〝いもうと〟の頭を優しく撫で、左手でやはり布団の周りに散乱していた二本の刀を握り締めながら。

「……だな。そもそもあの〝策士〟が考えた今回の『〝紅震海〟ぱわああっぷ、ついでに叛乱の芽も摘んで武流様の大奥設立への第一歩大作戦』自体、あいつが予測する、太陽系にこれから起こる大混乱に備えたものだった訳だしな。」

「……待て。何だ、その作戦名は？　というか、大奥とは何だ大奥とは！？」

「ぶはははは、そりゃあもちろん男のロマン……って、いやいや冗談だ冗談。こら、こんな事で角を振るうんじゃない！　マジで冗談だからさっさと鞘に収めろ、つーか、こんな事で〝鬼〟になるな！　いつでも何度でもっつっても限度があるだろう！！」

〝鬼〟が左手で抜刀しかけたのをどうにかなだめて、タケルは疲れた顔で息を吐く。

「……とにかく、〝斬海〟と〝紅震海〟が、それも『飛躍的に性能を上げて』戻ってきた以上、俺だって必要とありゃあ、いつでもこいつを振り回して〝お姫様〟を守ってやるさ。そうとも、この威勢がいい割に傷つきやすくて泣き虫で、ついでにお化けが怖くて夜も一人で寝られない寂しがりやの〝お姫様〟を守る事こそが、俺とお前がこの時代に生まれた理由って事だろう。」
〝お姫様〟を撫でるマサムネの手に、自分のそれを重ねるタケル。
「……うむ、一つの時代、一つの国に私とお前と……そして、この〝いもうと〟が同時に生まれた事にはきっと意味がある。それこそ〝運命〟と呼べるようなな。」
自然、目が会う二人。そのままゆっくりと顔が近づいていき………
「そう、運命じゃ！！」

唇が、突如、間に現れた〝いもうと〟の両頬に触れた。
「コ…江露、お前起きて……」

「全ては運命じゃ！　儂らが共にこの時代に生まれた事……否！　儂らはいつの時代も共にある！！　前世も現世も来世もとこしえに！　それこそが儂らの運命………むにゃ…………」
突如起き上がった女は、突如後に倒れて寝息を立て始めた。
「ね…寝言……か？」

再び大口を開けて涎と共に寝こける女を見て、唖然としながらタケルが呟く。そして、
「「……ぷ…はははははははははははははははははははは！！」」
一拍置いて、二人は盛大に笑い出した。

「本当に……退屈しない〝いもうと〟だな。」

「〝いもうと〟っつうか……手の掛かる〝むすめ〟を持った親の気分になってきちまったぞ………」
溜め息混じりに話す二人だが、その顔はこの上ない喜色に満ちていた。

やがて、力強く頷き合う二人。

「それじゃあ……我らが姫様の為に頑張るか！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終
1

